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			ギルドのチートな受付嬢①

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			　

			第１章　リュネヴィル支部

			　

			第２章　竜

			　

			第３章　決意

			　

			終章

			　

			番外編　イリアのチートな知人たち

		

	
		
			序章

			　

			「いらっしゃいませー……」

			　少女は覇気なく来店した客を出迎える。

			　やってきたのは４人組。彼女が見たことない一見さまだ。

			　脳(のう)筋(きん)剣士、根暗っぽい魔術師、腹黒そうな回復術師に、下(げ)卑(び)た笑顔の盗賊。

			　盗賊といっても犯罪者のレッテルではなく、クラスとしての職業だ。彼女にはそれが見えていた。職業の他にも、ＨＰやＭＰのようなステータスやレベルが視界に表示される。

			　少し鬱(うつ)陶(とう)しく思いながらも、職業柄重宝することもあるので我慢する。

			「おう姉ちゃん。依頼確認してぇんだけど」

			　脳(のう)筋(きん)剣士がカウンターに身を乗り出す。

			　人に聞く前に一回探せやボケ。喉元まで出た言葉を飲み込(こ)み、少女は左の窓際を示す。

			「あちらの掲示板に一覧がございますのでー……」

			「おう、わりいわりい！」

			　４人組は、掲示板の下へと歩いて行った。

			　ここはギルド連合、リュネヴィル支部。

			　ギルド員の登録や依頼任務の斡(あつ)旋(せん)、そして達成確認が主な業務内容となる。

			　休憩や情報交換の場として、多くのギルド支部には酒場が備わっている。リュネヴィル支部に関しても例外でなく、彼女の目の前のホールに広がるテーブルと椅(い)子(す)も、そのための備品であった。

			　普通、支部の酒場とはそこまで繁盛するものではないのだが、リュネヴィル支部のテーブルは現在満席。壁にもたれかかり、立ちながら飲み食いをしている者もいた。

			　昼食の時間はとうにすぎているが、それ以前から居(い)座(すわ)っている者がほとんどだった。

			　

			「仕事しなよ……」

			　そんな彼女の怨(えん)嗟(さ)の声に、カウンター席に座る剣士たちがガハハと笑う。

			「そりゃ無理だ！　この街にゃ酒場も食堂もほとんどねーんだから！」

			「安い！　美(う)味(ま)い！　そしてなによりイリアちゃんみたいな美人がいる！」

			「リュネヴィル支部最高！　イリアちゃん様々！」

			　酔っ払った剣士２人はジョッキを突(つ)き出し、さらに盛り上がる。

			（相手にしなくていいならどうでもいいか……）

			　あきれる一方で、彼女――イリア――は申し訳なさを感じていた。

			　先のギルド員が言った通(とお)り、このリュネヴィルという街には、その規模に反して飲食店が少ない。彼女は自分が飲食店を減少させた原因であると自覚していた。ゆえに、この街の住人には申し訳ないことをしたと思っているのだが……。

			「イリアちゃんも一杯どう!?」

			　剣士の横で愉快に笑う、この男が元酒場の店長だったりする。

			　彼の名誉のために言っておくが、ダメ人間になったから飲んだくれているわけではない。

			　もともと酒が好きで酒場をやっていたのだが、支部の食堂が繁盛するのに反比例して売り上げが落ち、店を畳むことになったのだ。

			　しかし彼女が頼み込(こ)み、その仕入れ先の繋がりをここで生かしてもらうことになった。

			　横にいる剣士が行商の護衛につき、酒を運送したのが今日の昼。今は打ち上げの真っ最中だった。

			「うちのババアはちゃんとやってんのかねぇ」

			「もちろんです。セシリータさんの包丁捌(さば)きは絶妙ですから」

			　今度は真面目に答える。

			　実際に助けられているのだが、男性はお世辞まじりと捉(とら)え苦笑を浮かべる。

			「ほんとイリアちゃんには感謝してもしきれないよ……」

			（感謝したいのはこっちなんだけどね）

			　セシリータ以外にも、支部ではこの街で飲食業を営んでいた者たちがたくさん働いている。支部が客を攫(さら)っていったというのに、恨み言一つ言わずに、だ。

			『リュネヴィルなら、美(う)味(ま)い郷土料理と見たことも聞いたこともない料理が食べられる』

			　そんな触れ込(こ)みが定着し、支部は本来の機能とは別に有名になっていた。

			　ギルド支部としての収入よりも、飲食店としての収入に支えられていると言っても過言ではなかった。

			「姉ちゃん、この依頼受けるぜ」

			　先ほどの脳(のう)筋(きん)剣士が、掲示板からはがした依頼表を差し出す。少女は依頼表を受け取り、手元の２枚のガラス盤に挟む。

			「魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼ですね……。では登録証の提示をお願いします」

			「おう！」

			　提示された４枚の登録証を受け取り、こちらもガラス盤にかざす。魔力を込(こ)めると、淡い光がガラス盤を包む。

			　ガラス盤は魔道具で、いわゆるスキャナーだ。違反歴やランク、登録ギルドとの契約を照らし合わせ依頼の受注が可能かどうかを判定する。

			　青い光へと変化し、発光が消える。受注不可は赤い発光に変わるため、青の光は申請が通(とお)った証しだ。

			（よし、大丈夫）

			　これで登録未処理のクレームが来ることはない。

			「受注登録が完了しました」

			　登録証と依頼表をカウンターに載(の)せ、返却する。

			「該当地域以外での討(とう)伐(ばつ)はカウントされませんので、ご注意ください。……ご武運を」

			「おう！　いくぞ！」

			　４人組を見送りながら、彼女は彼らの背中を眺(なが)める。

			「どうしたんだいイリアちゃん。……まさか、あーいうのが好みなの!?」

			「まさか。あの人たちの能力なら二手に分かれてもう一つ受注したほうがいいのになーって思っただけです」

			「なら……言ってやりゃいいのに」

			「勤務内容にないので」

			　そんな面倒なことはしていられない、と少女はにべもなく言い切る。

			　ギルド員と依頼にはランクが設けられ、受注に制限が課せられている。

			　ゆえに彼女とて、無(む)謀(ぼう)な討(とう)伐(ばつ)依頼に挑む者にはきちんと忠告をする。

			　そのほとんどが無駄になってしまったが、忠告を聞いた者は、その後も彼女の言葉を聞くようになった。

			「イリアちゃんにかかれば、なんでもお見(み)通(とお)しだからなあ」

			　カウンターで食事を取っていた男が、嫌(いや)味(み)のない笑みを浮かべる。

			「なんでもは知りませんよ……」

			　彼女の言葉は謙(けん)遜(そん)ではない、【神の目】に人の過去や感情は表示されないのだ。

			「またまたご謙(けん)遜(そん)を」

			　そう言って男は好物のから揚げにかじり付く。

			　咀(そ)嚼(しやく)して呑み込(こ)むと、敏(びん)捷(しよう)性(せい)や体力のステータスに微妙な変化が生じた。食べれば胃もたれし、さらに消化にエネルギーを使うため、いつもより体力と敏(びん)捷(しよう)性(せい)が落ちる。

			　固有スキル【神の目】とは、努力や才能だけでは得られない特殊能力で、彼女のレベルは最高値の10だった。

			　発動すればまさにすべてを見抜く神の目のごとく、見た者のステータスやスキル、潜(せん)在(ざい)適正、状態や装備内容を詳細に表示する。

			　人だけではなく魔物のスキルやステータス、道具の効果といった詳細も同様だ。

			　敵対する相手の残り体力や状態、体の弱点部位なども見抜くことができ、戦闘を有利に運ぶことができるスキルだった。

			　しかし、彼女にはその能力を最大限に発揮させるつもりはない。

			　――もう、誰も殺したくない。

			　それがこの世界を生きる中で、転生した彼女が辿(たど)り着いた結論だった。

			　彼女はずっと必死だった。

			　生みの親からは、その力を恐れられ育児放棄された。

			　里を追い出され、魔物や盗賊をなぎ倒しながら世界中をさまよった５年間は黒歴史でしかない。

			　そして安息の地を求め行き着いたのがここ、リュネヴィルのギルド支部だった。

			　

			　前世で家畜のように働かされた平凡男子、秋(あき)野(の)友(とも)昭(あき)はもういない。

			　ドジッ子の神様により、若くして天寿を全うさせられてしまった友(とも)昭(あき)は、その代償としてチートし放題の第二の人生を持ちかけられ、それをのんだ。

			　今の彼、いや彼女の名は、イリア・シュルツ。

			　ギルド連合リュネヴィル支部で働く、その気になれば全知全能となれるチートな受付嬢だ。

		

	
		
			第１章　リュネヴィル支部

		

	
		
			「イリア。お疲れ様」

			「あ、お疲れ様」

			　カウンター内の事務所からリアが顔を出す。

			　リアは黒猫の獣人で、耳と尻尾(しつぽ)が生えている以外はほとんど人間と変わらない。肩ほどまである青みがかった黒髪がところどころ跳ねていて、とても愛らしい美少女だ。

			「イリア、リディさん５番だから厨(ちゆう)房(ぼう)入ってくれる？」

			「分かった」

			　５番とは退勤を示し、７番はトイレ、10番は犯罪者といったように、ギルド内は番号で声をかけ合う習慣となっていた。

			　ちなみにリディは昔定食屋をやっていた女将(おかみ)だ。定食のメニューはそのまま支部でも使用しているが、ほんの少しだけイリアがスキルを使って味付けを変えている。

			　イリアはリアに受付を任せ、厨(ちゆう)房(ぼう)へ向かう。

			「イリアちゃんが厨(ちゆう)房(ぼう)!?」

			「聞いたか野郎ども！」

			「「「「　うおぉぉおおおおおおおおお！　」」」」

			　背後で雄叫びが聞こえたが、聞こえぬふりをして歩みを進める。

			　エプロンを交換して手を洗い厨(ちゆう)房(ぼう)に入ると、退勤するリディと出くわした。イリアは歩みを止め、恭(うやうや)しく頭を下げる。

			「今日もありがとうございました」

			「やだよ。雇われてるのはあたしだよ？」

			　快(かい)活(かつ)に笑うリディに、厨(ちゆう)房(ぼう)の従業員たちもつられて笑う。

			「いつまでも他人行儀はおよしよ」

			「感謝してるのはこっちなんだから！」

			「ほんとほんと！　うちなんてもともと潰(つぶ)れてたようなもんだったんだから！」

			「「「　あはははは　」」」

			　重なり合う笑い声に、イリアは少しだけ心が温かくなる。

			「イリア！　オーダー！」

			「あ、はい！」

			　ホールで給仕をする普(ふ)人(じん)の少女、ラシェルから切羽詰まった声が厨(ちゆう)房(ぼう)に響(ひび)いて、イリアは慌(あわ)てて持ち場に走る。普(ふ)人(じん)とは〝他種族と交わり普(あまね)く広がる種〟という意味を持つ、獣の部位やドワーフなどの極端な骨格を持たない人種の総称である。

			　イリアが入るのは、料理を炒めたり焼いたりする焼き場のポジション。【鑑定】スキルのおかげで微妙な焼き加減が簡単にできるうえに、最後の味付けの微調整も行いやすい。

			「イリアちゃん、受付にいる時と比べていきいきしてるわね！」

			「あんなむさ苦しい男ばっかりじゃ、愛想も振りまきたくなくなるか！」

			「あはははは！　違いない！」

			　奥様方は、そんな会話をしながらも手元でガンガン料理を進める。スキルによるアシストがあるとはいえ、イリアも熟練度では完全に負けていた。

			（あー、もっとリアにくっつきたい）

			　転生前の記憶が残っているせいか、彼女は今の異性である男にまったく興味を持てない。むしろ同性であることを利用し、リアたちとイチャイチャしたいとさえ思っていた。

			　そんな煩(ぼん)悩(のう)を抱えながら火と格闘すること４時間。
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			「チョコバナナパフェ、バニラアイスできました……」

			「はいは～い」

			「……終わった～」

			　食堂としての時間が終わった。これから先の深夜は、おつまみ等の軽いメニューのみの酒場となる。

			　体力的には大したことないが、精神的な疲れはどうしようもない。

			「イリア、お疲れ様」

			「あ、はい」

			　イリアに声をかけたのは、これから厨(ちゆう)房(ぼう)に入るフランクだった。普(ふ)人(じん)に多い、茶髪に碧(へき)眼(がん)。いつも優しげな微笑みを浮かべる、頼れるお兄さんタイプの男性だ。

			　街の者は彼を虫も殺さぬ人間だと思っているが、その実態は異なる。20代という異例の若さでギルド支部長に就任したうえに、王国騎士団以上のステータスとスキル。何より、リュネヴィルに巣食っていた盗賊ギルドを排除するほどの実力者。それがフランクという男の正体だ。

			「今日はもう休むか？」

			「いえ、明日の仕(し)込(こ)みはやっておきたいので」

			　基本的に線引きとして誰にでも敬語を使うイリアだが、彼には誠意としての敬語を返す。

			　フランクには雇ってもらった恩がある。未だに頭が上がらない。

			「そうか、いつもありがとう」

			「いえ……」

			　ありがとう。そんな感謝の言葉を聞くたびに、彼女はちょっとした罪悪感に襲われる。

			　イリア自身のステータスのうち、サブステータスにカテゴライズされる魅力の値は９９９９。

			　その効果はすさまじく、常時発動、強度Ｓランク、耐性無効である。所有者が見た者、所有者を見た者、所有者の声を聞いた者の精神に干(かん)渉(しよう)し、隷(れい)属(ぞく)させる。

			　効果を任意で遮断できないと言うのだから、それはもう呪いであった。

			　ゆえに彼女は、固有スキルのひとつである【神王結界】を使用している。

			【神王結界】は、彼我のあらゆる物理攻撃・魔術・精霊魔術・古代魔術・神聖術・呪術と、その各スキルを無効化し、あらゆる状態異常や精神干(かん)渉(しよう)を遮断する。

			　まさに無敵の結界だが、その消費魔力は１秒間に９９９であり、結界を維持することは無(む)尽(じん)蔵(ぞう)の魔力をほこるイリアだからこそできる芸当だった。

			　この【神王結界】を用いてサブステータスの効果を打ち消してはいるものの、彼女は優しい言葉を掛けられるたび、「効果が打ち消せてはいないのでは」という不安に駆られてしまうのだった。

			「イリア？」

			「え？」

			　仕(し)込(こ)みをしながら、またつらつらと考え込(こ)んでしまっていたのだろう。かけられた声で我に返ると、フランクが心配そうな表情でイリアの顔をのぞき込(こ)む。

			「大丈夫？」

			「あ、すいません。ちょっと考え事しちゃって」

			　照れ隠しにも見える苦笑で罪悪感を隠し、仕(し)込(こ)みを再開する。

			　残りが心(こころ)許(もと)ない味噌と醤油を【錬金術】スキルと【調合】スキルを使って生成する。

			　フランクはイリアがそれらのスキルを持っていると知っているので、気(き)兼(が)ねなく作り出すことができる。

			　実際には熟成と発(はつ)酵(こう)のため古代魔法の時空魔術も使っているのだが、錬金術ということで納得してもらっていた。古代魔法は現代人には解読できず、世界で２人しか使えないためだ。そのうえ、時空魔術は禁術に指定されている。

			　できる限り迷惑はかけたくないと、農業ギルドの者に味噌と醤油、日本酒や酢の作成を依頼しているが、いまだ成果は芳(かんば)しくなかった。

			「これでよしっと……」

			　味噌と醤油の準備に引き続き、アイスにプリン、ティラミスとクレームダンジュといったデザート系の仕(し)込(こ)みも完了した。

			「支部長、先にあがらせていただきます」

			「うん。お疲れ様」

			　そんな何気ない労(ねぎら)いの言葉を聞いた瞬間、イリアは現在のめぐまれた環境を再認識するのだった。

			　

			　ぐっすり眠ってぱっちり起きた早朝。

			　シャワーを浴びて歯を磨き、パジャマから専用装備の［巫(み)女(こ)の枷(かせ)］に着替える。

			　純白の生地にところどころ水色の紐(ひも)があしらわれたブラ、ショーツ、ロンググローブ、ハイソックス。

			　もとは邪神の生(いけ)贄(にえ)にされる者のステータスを低下させる呪具だが、これをイリアは邪神を倒して譲り受けた。

			【錬成】スキルで装備効果を20倍にし、装備品の効果を倍増させる首輪［神の加護］を装備する。これでやっと手加減すれば大の大人並みのレベルに落ち着くわけだが、サブステータスには効果が及ばないため、【神王結界】は欠かせない。

			　その上から制服を着て、イリアは１階に下りる。まだ出勤時間ではないが、万が一の場合はすぐに駆けつけられると知らせるため、朝一番で顔を出すことが習慣になっていた。

			「おはようございます」

			　事務室側の通用口からカウンターに入り、受付の２人に声をかける。人間関係は大切に。

			「あ、おはようイリア」

			「おはよう」

			　今日の受付にはリアがいた。

			　短めのスカートの上で揺れる尻尾(しつぽ)が可愛さを倍増させ、イリアの心を癒(いや)す。

			　もう１人は普(ふ)人(じん)のリュック。彼はイリアに対して基本的に無愛想な対応を取っているが、本当のところは単なる照れ隠しである。

			　リアも彼を気に掛けることはなく、イリア宛の言(こと)伝(づ)てを伝える。

			「エクトルさんが探してたよ。見つけたらすぐ来て欲しいって」

			「エクトルさん？　分かった」

			「わ、分かったって言いながら、どうして撫(な)でるのをやめてくれないの？」

			　リアが可愛いから無理もない。

			　もう少し癒(いや)させておくれ、と思っていたら、客らしき２人組が来てしまった。

			　イリアは仕方ないと切り替え、エクトルのところに向かうことにした。

			　

			　エクトルはこの街の領主だ。

			　隣国フィレアレミスの内戦で戦果をあげ、爵位と領地を与えられた元騎士の普(ふ)人(じん)である。ただ、平民上がりということで貴族の反発があり、追い払われるようなかたちで当時問題が山積みだったリュネヴィルの領主となった。

			　ただ、本人はそのことを不満に思っておらず、頻(ひん)繁(ぱん)に街を散策している姿が目撃されている。フランクよりも気さくな人柄で、仕事はないのかと街の人たちから冗談交じりで心配される始末である。

			　領主の館の前に辿(たど)り着くと、門番の私兵にエクトルは西門に向かったと告げられる。もちろん、これぐらいのたらい回しに慣れているイリアはへこたれない。

			　街の住民と挨拶を交わしながら、改めて西門に着くと、門番の兵と護衛に囲まれたエクトルが難しい顔をしていた。
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			「おはようございます」

			「ああ、イリア。おはよう。呼びだててしまって申し訳ない」

			　エクトルが頭を下げる。

			　あまり領主が人に遜(へりくだ)ってはいけない気がしたが、周りの人も苦笑しているので放っておくことにした。

			「いえ。それより、何か問題ですか？」

			　イリアを呼ぶということは、十中八九ギルドへの依頼絡みだろう。

			　渉(しよう)外(がい)担当のカロンはたいてい支部に不在で、事務員は書類仕事のため事務室から動けない。支部長が支部からひょいひょい離れられるのも問題がある。

			　よって、イリアは自身を使い走りだと認識していた。

			　領主にしてみれば、口の堅さや洞察力、知識や判断力といった総合評価でイリアだからこそ呼びだてているのだが、凡(ぼん)庸(よう)な男であった前世の記憶が残る彼女に、その意思が伝わることはなかった。

			「まだ確証はないんだが……どうやら西の街道に、ロンドベアが出たらしい」

			　ロンドヴィル・ベア、通称ロンドベア。ロンドヴィルの国中に生息する、前肢が強大に発達した熊型の魔物だ。魔物にしては温厚で、雑食ゆえに危険度も低い。ただし、冬眠から起きた直後や、攻撃をしかけて狂暴化すると下手な傭(よう)兵(へい)では手に負えなくなる。比較的高レベル帯に位置する魔物だ。

			　しかし、今は春も半ばで、雑食の彼らが街道に出てまで食料を探す理由はないはず。

			「……妙ですね」

			　食料のことだけではない。

			　実は昨日の４人組が受けた魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼もここ、西の街道の近くだった。

			　杞(き)憂(ゆう)ならいいが、関連しているとしたら厄介だ。

			「一度支部に戻って調べてみます。討(とう)伐(ばつ)依頼は出されますか？」

			「ああ。見積もりを頼む」

			「はい。では後(のち)ほど」

			　

			　支部に戻ると、ホールは朝食を食べに来た人で賑わいをみせていた。

			（お前ら働け！）

			　そんな文句は心のうちに留め、すぐに事務室に向かう。

			「クロードさん、ロンドベア討(とう)伐(ばつ)依頼の報酬の見積もり、よろしくお願いします」

			「ロンドベアね。分かった！　今の相場はどんなかな～」

			　フランク以上の若さながら、支部一番の古株であるクロードがてきぱきと仕事をこなす。

			　次に、クロードの向かいに座る犬の獣人である女性、デジレに顔を向ける。

			「デジレさんは西の街道周辺の討(とう)伐(ばつ)依頼の検索をお願いします」

			「ここ２か月分ぐらいでいい？」

			「はい、お願いします」

			　支部の面々のほとんどはイリアの先輩にあたるのだが、その聞き分けのよさにイリアはいつも感服させられる。仕事が速いうえに、無駄な矜(きよう)持(じ)は持ち合わせない、そんな有能な職員ばかりだった。

			　依頼作成に関してはこれで心配はなくなったので、続いて調べ物をするため外に向かう。

			（服は……このままでいいか）

			　とその時、受付のリアとリュックの視線に気付く。

			「どうかした？」

			「う、ううん！　なんでもない！」

			　真っ赤になるほど慌(あわ)てて受付に戻るリア。不思議に思うが、可愛いからいいやと触れないことにする。

			　そのままの足で支部を出ていくイリアの背中を見送り、リアはぶんぶんと腕を振りながらリュックに顔を向ける。

			「さっきのイリア、かっこよかったね！」

			「……あれは従うしかないよな」

			　リアは上気した表情を浮かべ、リュックはつい先ほどのイリアを思い出して苦笑する。

			　イリア自身にその気はないが、先ほどのように緊急の依頼作成などが入ると、彼女は普段の気(け)怠(だる)そうな雰囲気から一変する。

			「できる女っていうのかな。それをひけらかさないのがいいよね！」

			「リアも目指してみれば？　名前も似てるし」

			「関係ないじゃん！　……やってみよう」

			「やるのかよ」

			　ごほん、と咳(せき)払いして、涼しげな表情を作る。

			「リュック……」

			「馬鹿にしてるようにしか見えない」

			「まだ何も言ってないのに!?」

			「お前らー、遊んでると給料下げるぞー」

			「「　いらっしゃいませー　」」

			　事務室から聞こえたクロードの声に、２人は姿勢を正してホールに向き直る。

			　そんなやりとりを見た常連たちの笑い声でホールが包まれたのは、その直後のことだった。

			　

			　一方、支部を出たイリアは南門に向かっていた。

			　南門の番にあたっている兵が、イリアを見つけて表情を緩ませる。

			「お、イリアちゃん。おでかけかい？」

			「はい。少し散策です」

			「気を付けてな」

			「ありがとうございます」

			　そして南門から少し迂回するように、南西の密林へと歩みを進める。

			　調査とはいっても、密林に直接足を踏み入れることはない。イリアは前世でも現世でも、虫が大の苦手だった。虫が多い森に入ることなどできない。

			「このあたりでいいかな」

			　周囲に人の気配がないことを確認し、固有スキル【千里眼】を発動する。

			　だが、長らく森などの地域を見ることが無かったせいだろう。調整を間違え、イリアは大量の虫をはっきりくっきりと目視してしまう。

			「ぎゃぁああああああああ！」

			　恐怖のあまり悲鳴を上げた彼女は意識を手放し、やがて目を覚ました後も悪寒に苛(さいな)まれた。

			（……うう……気持ち悪い……。でも……収穫はあったかな）

			　そして支部に戻った彼女は、精神的な癒(いや)しを求めてしばらくリアに縋(すが)り付くことになった。

			　

			「タイラントスパイダー……」

			　見積もりを受け取りに来たエクトルは、案内された応接室でイリアからその名前を聞き絶句する。

			　タイラントスパイダーは、頭部が人間の成人男性ほどもある巨大な蜘(く)蛛(も)のモンスターだ。

			　人を丸呑みできるほど大きな口に、下手な攻撃では傷つかない外骨格。鉄も砕く牙と爪には麻(ま)痺(ひ)毒があり、獲物を生きたまま丸呑みにするのを好む。

			　俊(びん)敏(しよう)性と跳躍力の高い脚を持ち、動きが素早く、強(きよう)靭(じん)な糸は下位魔術では燃やすことすらできない。

			　タイラント（暴君）の名は飾りや酔(すい)狂(きよう)ではなく、まさに密林のボスに相応(ふさわ)しい魔物だ。イリアが記憶するボスの中でも、その危険度は上位に位置していた。

			（あんなのが密林の中にいたんじゃ、他の魔物は怖くて追い出されちゃうよね）

			　これが西の街道周辺でロンドベアが現れた真相だった。

			　同席したフランクも、苦い表情を浮かべる。

			「では、イリア。これからも密林から追われた魔物が押し寄せてくる、と君は考えているわけだ」

			「はい。西のウィルヴィルと密林より南西のアール砦(とりで)に問い合わせれば、よりたしかな確証を得られると思います」

			　イリアの推測では、どちらも密林から出てきた魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼が増えているだろう。

			「フランク。支部長としての意見を聞きたい」

			「タイラントスパイダーは災害指定の魔物です。ギルド本部に連絡して大々的に参加者を募り、速やかに対処に当たるのが賢明でしょうね」

			「どれくらいかかる」

			　エクトルの視線はイリアに向けられていた。

			　依頼を作成し、ロンドヴィルのギルド本部に知らせるだけなら使い魔を使用すれば１日ですむ。しかしそこから各支部に依頼を回し、人員を集めるのに５日は必要だろう、またリュネヴィルに来るとなると交通手段も限られるから……。

			「出発まで10日ですね。報酬は２０００万ギルズで山分けってところでしょうか」

			「10日で集められるか？」

			「２０００万ですむのか？」

			　イリアの言葉に対するエクトルとフランクの疑問は、別々だった。

			「10日なのはそもそも時間に余裕がないというのもありますが、篩(ふる)いにかける意味もあります。実力のある方々は行動力もありますから」

			　色々な意味で。もちろんその言葉は内心で呟(つぶや)くに留めておく。

			「２０００万は基本報酬です。持ち帰った素材を追加報酬とすれば、文句は出ないでしょう」

			　上位にランク付けされるギルド員は皆、お金以上に素材に飢えている場合が多い。

			　ならばこそ、素材引き取り額込みの報酬金額より、この条件の方が美味しいと捉(とら)えるはずだ。

			「また、国の騎士団にも依頼します。エクトルさん、手配をお願いします」

			「本部と国を脅す気か」

			　エクトルが苦笑する。

			「まさか」

			　誤解ですと言わんばかりに、イリアは精一杯の笑顔を作る。

			　彼女としては善意でしかない。

			　本部には「２０００万と珍しい素材が手に入ります。でもさっさとしないと国が掻(か)っ攫(さら)っちゃいますよ」という含みがある。

			　国には「２０００万とギルド支部への仲介料を払うより、騎士団50人のひと月の給料と兵(ひよう)糧(ろう)の方が安いですよね。ギルドに先を越されないよう頑張ってください」という意味になる。

			（ほら、善意）

			　改めて思い返し、イリアは心の内で頷(うなず)く。

			「時間がないのは確かだが、少し急ぎすぎじゃないか？」

			「だって、蜘(く)蛛(も)とか気持ち悪いじゃないですか」

			「「　……　」」

			　本気で答えたのに、よけいあきれられてしまった。

			　若(じやつ)干(かん)釈然としないものの、イリアは反論がないと判断して最後に一つの提案を口にした。

			「今回の依頼ですが、依頼票に私の名前を入れていただいてもよろしいでしょうか」

			「それはかまわないが……」

			「理由を聞いても？」

			　確かに、街の一大事にたかがギルド支部の受付ごときが依頼を出すというのは不自然だ。２人が訝(いぶか)しむのを理解しながら、そんな大それた理由はないとイリアは苦笑を浮かべる。

			「保険ですよ」

			　

			　期日となった10日後。

			　集まったのはたったの５人だった。

			　しかしながら、応接室に迎え入れたフランクと、同席するエクトルに失望の色はない。だが、困惑して頭が追いついていなかった。

			「イリアイリアイッリアぁ～っ！」

			「痛いですよ、ルーラ」

			　先ほどからイリアに抱き着き頬(ほほ)ずりしているのは、褐(かつ)色(しよく)の肌と長い耳を持ったダークエルフのルーラだ。

			　本来犬(けん)猿(えん)の仲であるエルフとダークエルフだが、ルーラはイリアに完全に懐いてしまっていた。好かれていると言うよりも、愛されていると言った方が正しいだろう。百(ゆ)合(り)っ娘である。

			　だがルーラは、古代魔術を使う２人のうちの１人でもある。最後に会った時は職業が「魔道士」だったが、今はさらに高位である「魔導師」にあがっている。ルーラがいかに努力を怠らず研(けん)鑽(さん)をつんだかが、如実に表れていた。

			　そのことに安心しながら、イリアが頭を撫(な)でると、ルーラは嬉しそうに目を細めた。

			　その光景を眺(なが)めていた少年が、ぼそりと呟(つぶや)く。

			「羨(うらや)ましい……」

			「クゥリィスゥ～？」

			「ひぃっ！　嘘です嘘です！　だからその振り上げた拳を下ろそう！」

			「セレナ。今のはきっと、俺もセレナとイチャイチャしたいな～ってことだよ」

			「え？　ええ～!?」

			「ばっ、何言ってんだエリック！」

			　そんな漫才を繰り返しているのは、傭(よう)兵(へい)ギルド〈常(とこ)夜(よ)の星〉の三人組。剣士クリスと闘士セレナ、それと召(しよう)喚(かん)術師のエリックだ。この３人もイリアの知人である。

			　彼らとイリアが会ったのは、東の列島諸国をさまよっていた頃のこと。彼らが悪魔を倒す旅の途中で、ともに公爵の大悪魔を倒した。まだ20歳にもなっていないのに、馬鹿みたいに強い能力を持っていた。元気に旅を続けているようで安心した。

			「イリア様。私を弟子に」

			「嫌」

			「そんな……」

			　崩れ落ちたエルフの青年は、名をヨルクという。

			　エルフ嫌いのイリアは凍てつくような冷たい態度を取るが、彼女を畏(い)怖(ふ)し尊敬する彼がそのことについて思うことはない。

			　それよりも、彼はイリアにべったりのルーラを睨(にら)む。

			「貴様ルーラ……！　ダークエルフの分際でイリア様に触れるな！」

			「えっと……あんた誰だっけ？」

			　抱き着いたまま、ルーラはヨルクを見下す。その端整な顔を引きつらせながら、彼は首を横に向ける。

			「し、鎮(しず)まれウンディーネ。標本にするのはまだ早い」

			「すごい……精霊だ……」

			　青年の隣に漲(みなぎ)る力を感じ、セレナが驚きの声を上げる。

			　そしてイリアの胸元で、ルーラが眉(まゆ)をひそめながらジト目でヨルクを見(み)据(す)える。

			「ウンディーネ……エルフ……ああ！　あんたヨルクか！　エルフの泉の大精霊と契約したバカエルフ！」

			「口に気を付けろダークエルフ。今この瞬間にお前を氷漬けにすることも可能なのだぞ」

			「ハッ。その前にペシャンコにしてやんよ！」

			（ああ…成長しない人たち）

			　ため息を一つ吐いて、ルーラを身体から引き剥(は)がす。

			「２人とも、それくらいにしなさい」

			「は～い」

			「ハッ」

			　静かになったところで、イリアはエクトルたちに向きなおる。

			「申し訳ありません。少し制限を厳しくしすぎたようです……」

			「いや、いいんだよ。数より質とはこのことだ」

			　エクトルの言葉に、イリアも内心で頷(うなず)く。

			　傭(よう)兵(へい)ギルドのギルドマスターからその実力に太鼓判を押される〈常(とこ)夜(よ)の星〉。古代魔術を解読し、さらには数多の魔術を生み出してきた魔法ギルドきっての奇才、ルーラ。大精霊ウンディーネと契約し、自身の力も水龍に及ぶとされる天才ヨルク。

			　このメンバーなら、悪魔どころか場合によっては邪神すら凌(りよう)駕(が)しうる。

			「エクトル様、お手数ですが騎士団への派遣中止の通達をお願いしてもよろしいでしょうか。このメンバーを知らせていただければ、問題もないでしょう」

			「あ、ああ。それがね、騎士団の派遣は中止されたんだ」

			「え？」

			　眉(まゆ)をひそめたイリアをなだめるように、フランクが声をかける。

			「そういきり立つな。ギルド連合から派遣の必要はないと通達があったらしくてな」

			「あー、それ俺らのせいかも」

			　片(かた)頬(ほほ)の腫(は)れたクリスがおどけながら言う。

			「傭(よう)兵(へい)ギルドのおっちゃんに、俺らが行くから心配すんなって言っちゃったんだよね」

			「なるほど……」

			　ギルド連合も参加する人員を知り、募集を早々に締(し)め切ったのだ。だからこそ、この人員の少なさなのだろう。

			「あれ？　でもそれならどうしてルーラたちは依頼を受けることができたの？　すぐに募集は取り下げられたんでしょ？」

			「そりゃもちろん、イリアの名前で依頼が出たからよ」

			「イリア様からのご依頼は見つけ次第、ただちに報告するよう魔法ギルドの職員に厳命しておりますゆえ」

			　イリアは、２人の執着がちょっと怖くなった。

			（保険だったとはいえ……今後はやめよう）

			　身の危険を感じた彼女はそう決意した。

			　ともあれ、依頼の遂行にはまったく問題ない。イリアは彼らを支部の中に案内し、依頼内容の注意点を説明することにした。

			「注意事項です。持ち帰った素材は品質鑑定を行いますので、その点くれぐれも留意してください」

			「「「　はーい　」」」

			　炭なんか持ってこられても困るよ。

			「あまり生態系を壊さないでくださいね。……ご武運を」

			　イリアは５人を見送り、遠い目で森を見やる。

			　蜘(く)蛛(も)よ。安らかに眠れ。

			　そう祈るイリアはその姿を思い浮かべようともせず、むしろ穏やかな表情だった。

			　

			　結論から述べれば、戦いは５人の圧勝だった。

			　ヨルクがスプレッドからアイスロックの連携で蜘(く)蛛(も)の関節部分を確実に凍結させて動きを封じ、ルーラがその真上からストライクノヴァで隕(いん)石(せき)を落として外殻を破壊。

			　最後の締(し)めは、クリスの超絶最強聖(せい)輝(こう)剣(けん)。

			　哀れ、蜘(く)蛛(も)は一瞬にして倒された。

			　その後、帰還した面々にイリアが猛烈なアプローチを受けたことは言うまでもない。５人は皆、またかつてのようにイリアとともに生きることを願った。

			　しかし、その願いを彼女が受け入れることはなかった。

			「イリア、良かったの？」

			　一部始終を見ていた同僚のリアにそう訊(たず)ねられた彼女は、曇りのない表情で答える。

			「私、この街と、街の皆が好きだから」

			　今はこれでいい。

			　縁があれば、またどこかで道が交わるだろう。

			　その時まで、ゆるく楽しく生きていくことを、イリアは改めて決意した。

		

	
		
			第２章　竜

		

	
		
			　ロンドヴィルの西に位置する隣国、フィレアレミス。

			　その東部の森を、３人の青年が歩いていた。

			　そのうちの１人、タヌキの獣人である青年が、手にした袋を掲(かか)げて苦笑いを零(こぼ)す。

			「フィレアハウンド、けっこう強かったな」

			「お前が舐(な)めてかかるからだろうが」

			「いてっ」

			　剣の鞘(さや)で小(こ)突(づ)かれ、タヌキの獣人が転びそうになる。

			　叩いた鳴(めい)鳥(ちよう)類の青年に抗議の視線を向けるが、自分に否定する権利がないことを思い出し、ごまかすように笑いを浮かべる。

			　その様を見ていたカワウソの獣人の青年が、尾引き雲が流れる青空を仰いでぼやくように呟(つぶや)いた。

			「でも確かに、最近ハリがないよなー」

			　３人の青年は同年代で同郷。幼少の頃からの付き合いで、長らく傭(よう)兵(へい)ギルドの一員としてその日暮らしの生活をともにしてきた。

			　初めは刺激的だった魔物狩りも、油断さえしなければＤランク程度の依頼もこなせるようになった今では、どこか物足りなさを感じていた。

			　かといって、それ以上のランクに手を出すほどの気(き)概(がい)や渇(かつ)望(ぼう)もなく、日がな一日を惰性で生きていた。

			「まぁいいじゃん。俺らまだ若いし、そのうちいいことあるって」

			「だな。……つっても、今回の稼ぎじゃ郭(くるわ)にもいけねーな」

			「あー、金欲しー女欲しー」

			　だらだらとしゃべりながら、３人は森の中を進む。

			　街に下りるための最短ルートであるこの道は、雑草や木の枝が好き放題に伸びる獣道。

			　当然周囲も死角が多い。だが彼らも戦闘員らしく、周囲への索敵は怠らなかった。

			　と、鳥人の青年が立ち止まる。

			「どうした？」

			「……あれ、なんだ？」

			　指差した方向を見ると、そこには背の高い草に埋もれるように、純白の楕(だ)円(えん)があった。

			　３人は互いに顔を見合わせ、慎重にその物体に近づく。

			「これは……」

			「……卵？」

			　それは、ハンドボール大の卵だった。

			　手に持ち掲(かか)げてみると、光を反射して七色に輝くのが幻想的で、３人はいつの間にかその卵に魅(み)入(い)られていた。

			　その時、ガサ、という明らかな異音がひびく。慌(あわ)てて周囲の様子を窺(うかが)う３人。

			「……なんかいるか？」

			「い、いや、何も……」

			　風に戦(そよ)ぐ木々や草の音の中で、自らが生(なま)唾(つば)を呑み込(こ)む音だけがやけに大きく聞こえる。

			「これ……何の卵だろうな」

			　３人の視線が、再び卵に集中する。

			「分かんねえ……でも、珍しいっぽいよな」

			「……高く、売れるかもな」

			　タヌキの獣人の言葉に、３人はどこか引きつった笑いを浮かべた。

			　降って湧(わ)いてきたかもしれない幸運。

			　それ以上の言葉を交わさず、３人は互いに頷(うなず)き、街へ向かう足を急がすのだった。

			　

			　時と場所は変わり、ロンドヴィルの東部。

			「あんたら、これからどうするんだい？」

			　バルタ砦(とりで)の衛兵が、２人の女性に声をかけた。

			　全身を鎧(よろい)で固めた衛兵とは異なり、２人は比較的軽装で、しかし携えた武器からギルド員であることが見て取れた。

			　衛兵は男性だが、やましい感情で声をかけたわけではないことを、わずかな期間ながら行動をともにした２人は理解していた。だが意味を察することができず、虎の獣人が首を傾(かし)げる。

			「どうするって？」

			「宿だよ。このまま砦(とりで)に泊まっていくのか？」

			　そんなことか、と思いつつも獣人の女性は横にいる普(ふ)人(じん)の女性を見る。

			　２人同時に衛兵に向き直り、普(ふ)人(じん)の女性が口を開いた。

			「そのつもりですけど……何かあったんですか？」

			　心配そうなその表情に、衛兵は違う違う、と苦笑しながら手を振る。

			「ここから南西に進んだとこにリュネヴィルって街があるんだけどな？　しばらく滞在するつもりならそこがお勧めだぞ」

			「リュネヴィル、ですか？」

			　ここ、バルタ砦(とりで)から近い街と言えばピネアヴィルとハルヴィルが有名だ。

			　ピネアヴィルはアクラディスト王国との国境に一番近い港(こう)湾(わん)都市で、海運や漁業で栄えていることで有名だった。反面、その活気に比例して一部治安が悪いところもある。

			　ハルヴィルは王都とピネアヴィルを繋ぐ主要街道にある宿場町だ。アクラディストやピネアヴィルから船で来た者に集(たか)ろうと、宿泊費や食材費が高めの設定となっている。

			　だが、彼女たちがこの大陸に来る以前に仕入れた情報では、リュネヴィルという街は聞いたことがなかった。

			「あそこはいいぞ。宿も安いし、治安もいいし」

			「なんたって、メシが美(う)味(ま)い！」

			　別の衛兵が身を乗り出すように言った。

			「ご飯？　そんなに？」

			「ああ！　あそこのメシを食ったら、ここらのメシなんざ陣(じん)中(ちゆう)食(しよく)と変わんねぇよ」

			「あそこの子たち、対応もいいしなあ」

			「そうそう！　皆愛想も良いし、受付のエルフの子の物(もの)憂(う)げな表情もさ――」

			　別の話題で盛り上がり始めた衛兵たちをよそに、女性２人は顔を見合わせる。

			「どうしよっか」

			「うーん……」

			　普(ふ)人(じん)の女性は衛兵たちを見やる。

			　彼らが人を騙して日銭を稼ぐような人間でないことは、これまでの行動で分かっている。それに加え、貴族の出である彼女には、その人物がどの程度後ろ暗さを抱えているかは顔を見れば一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)だった。

			「私は行ってもいいと思う」

			「じゃあ決まりね。あたし、エルフって見てみたかったんだよね」

			「そっち!?」

			　動機はともかく、こうして傭(よう)兵(へい)ギルドに所属する虎の獣人の女性、エリヴィア・グランカと魔法ギルドに所属する普(ふ)人(じん)の女性、カティア・マイスキーは、リュネヴィルに向かうことになったのだった。

			　

			「へぇ、けっこう大きいね」

			「途中で街道がなくなった時はちょっと不安だったけど、取りあえず安心かな」

			　野宿の心配もなくなった２人は、意気揚々とリュネヴィル街の中へと歩みを進めた。

			　目抜き通りはしっかりと舗装され、遠くに見える中央公園から通りの両端を流れる水が清涼感を演出している。

			　白一色、海に面して斜に構(かま)える片流れ屋根に統一されたアクラディストの街並みを見慣れてしまうと、リュネヴィルやバルタ砦(とりで)の街並みはごく一般的なものに見える。

			　だが、目の前にある支部は違った。

			　左右対称な点は他とそう変わらないが、石の柱を支柱として入口から突(つ)き出た車寄せと呼ばれる段差や、正面から見上げるその意匠には重厚感と荘(そう)厳(ごん)さに加えて、風(ふう)光(こう)明(めい)媚(び)とは真逆だが、見事に調和された崇(すう)高(こう)な美しさがあった。

			　しかし道をゆく人は少なく、足を止めてこの建築物を眺(なが)める者はいない。

			「皆、見慣れちゃってるのかな」

			「……かもね」

			　通(とお)った人間と目が合い、愛想のいい笑顔を浮かべられてしまったことで、久しく感じたことがなかった自分が田舎者であるような感覚を思い出し、２人は互いに苦笑いを浮かべた。

			「……入ろっか」

			「……だね」

			　入ろうとする者の覚悟を問うような、重厚感のある木材の扉を開き、支部の内部を見た２人は、再びその光景に硬直してしまう。

			　まず飛び込(こ)んできたのが、ホール内にいる人の多さだ。

			　話に盛り上がる者、食事に夢中な者、忙(せわ)しなく行き交う給仕と思われる職員。そこそこに大きな街だったにもかかわらず、通りにいる人の数が妙に少ないと感じていたが、ここに街の人間がすべて押し込(こ)まれているのではないかと思うほどの盛況ぶりだった。

			「いらっしゃいませー」

			　足を止めて見入る２人を正気に戻す、澄(す)んだ声が耳に届く。

			　声の主を探すまでもなく、２人はまるで吸い寄せられるように、受付に立つ少女に目線をうつす。

			　輝くような金色の長髪と、雪のように白い肌に浮かぶ海を思わせるような深みのある青い瞳を湛(たた)える少女。浮かべた微(び)笑(しよう)は見惚れてしまうほどに心を揺さぶり、その美(び)貌(ぼう)は一度目に留めてしまえば視線を外すことを抗(あらが)いたくなるような魔力があった。

			　そして彼女の側頭部には、その小さな顔と同等かそれ以上の長い耳が見て取れる。

			　知識に関しては未知数だが、その容姿は間違えようがない。

			（あれが……）

			（噂のエルフ……）

			　先ほどと同様に、まるで誘われるかのように足は自然と彼女の下に向かう。

			　周囲で騒いでいる者は、彼女にも慣れたのだろうか。それとも、彼女の魔力に酔ってしまっているのだろうか。

			　エリヴィアは周囲をいぶかしがりながら、カティアは魔術師らしい思考を交えながら、エルフの少女に話しかける。

			「すごい盛況ぶりだね」

			　そんな言葉がするりと出ることに、エリヴィア自身内心で驚く。

			　エルフの少女は目を細め、

			「ありがたいことに」

			　とだけ応えた。

			　ただそれだけのことに、２人はなおも見惚れてしまう。

			　同性ながら、２人が無意識に抱いていた感情に嫉(しつ)妬(と)はおろか羨(せん)望(ぼう)はない。言うなればそれは憧(どう)憬(けい)、さらに言えば尊(そん)崇(すう)に似ていた。

			「お２人は任務中ですか？」

			　一見様が支部に来る理由はだいたい２つ。

			　路銀を稼ぐための依頼受注か、受注した依頼の遂行中に情報を収集するために立ち寄ったかのどちらかだ。

			「いえ、私たちバルタ砦(とりで)の方に勧められて来たんです」

			「泊まるなら、ピネアヴィルとかハルヴィルより断然リュネヴィルがいいって」

			　２人がなんの違和感もなく口にした言葉に、エルフの少女は納得した様子だ。

			「おう、姉ちゃんたちはここ初めてかい？」

			「なら、歓迎しねぇとな」

			　カティアとエリヴィアは、自分たちの容姿が人並みだと自覚している。

			　だがそれは、女性のみで行動する２人にとって襲われてもおかしくないということに他ならず、事実これまでに何度か危険な目にもあってきた。カウンター席に座っていた２人の男性が口にした〝歓迎〟と言う言葉に、２人は警戒心を強める。

			　しかし、彼女たちの警戒をよそに、男性たちはあっけなくテーブル席の客と会話を始めた。

			「どうぞ」

			　とエルフの少女に促(うなが)され、２人は空いた席に座る。

			　改めてホールを眺(なが)めると、テーブルのほとんどが笑顔で埋め尽くされていた。今まで彼女たちが訪れたギルドでも、同程度の盛況はあったがその雰囲気はまさに喧(けん)噪(そう)であり、ここのように和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)としたものではなかった。

			「泊まる宿はお決まりですか？」

			「いや、先に食事をと思って来たんだ。あまりに美(う)味(ま)いと砦(とりで)の兵たちが勧めるから」

			　どこか挑発気味に言って、エリヴィアはハッとした。

			（まただ）

			　いつの間にか、それまでの警戒や緊張のない、相方であるカティアと話しているような、気の置けない相手と会話する心境になっていた。

			　それを不思議には思うが、どうにも不審には思えない。

			　エリヴィアの言葉に、エルフの少女は微笑みを浮かべたまま少しだけ眉(まゆ)尻(じり)を下げる。

			「ご期待に添えられるかどうか分かりませんが……エリーゼー」

			　澄(す)んだ声に呼びかけられ、彼女の下に向かってくるのは、エルフの少女と同じ服装に身を包んだ狐の獣人の少女だった。

			　狐の獣人に多いツリ目だが、そこにきつさは感じられず、どちらかと言えば凛(り)々(り)しい印象を受ける。明るい茶色のさらさらと揺れる髪とピンと立った大きな耳、そして先端だけが白い大きな尻尾(しつぽ)が、服装と相(あい)俟(ま)ってふわふわとした可愛らしさを演出していた。

			「どうしたのイリア。あ」

			　そこまで言って、エリーゼと呼ばれた彼女はカウンター席に座る２人を認めた。

			「いらっしゃいませ。すぐにメニューをお持ちしますね」

			　愛想笑いとは思えない上品な笑顔を浮かべてお辞儀し、カウンターハッチの横に積まれたメニューを手に取り、すぐに２人の下へと戻ってきた。

			　手渡されたメニューを見て、２人は目を見開く。

			　そこには本物と見紛うほどに写実的な絵があり、それぞれの料理の効果、効能がくだけた文章で書かれていた。

			　そのメニューの多さもさることながら、見ているだけで空腹感を刺激する絵の数々に、２人は目移りしてしまう。

			「さーてと。そろそろ金もやばいし、仕事すっかね」

			　カウンター席で２人が悩む中、奥のテーブルに座っていた数人の男女が会計を終え立ち上がる。

			　構成としては剣が男女１人ずつ、そして弓の男１人、槍(やり)の女が１人。前衛後衛のバランスが取れた、傭(よう)兵(へい)ギルドに所属する者たちだ。

			　男女は掲示板の前に向かい、依頼表を見比べ言葉を交わし、やがて１枚を手に取る。

			「イリアちゃん、これよろしく」

			　持って来た依頼表には魔物の討(とう)伐(ばつ)と記されていた。

			「かしこまりました」

			　依頼表と一緒に登録証を受け取り、エルフの少女、イリアは依頼の受注登録を始める。

			　若(じやつ)干(かん)彼女の微笑みの温度が下がったことにも気付かず、男女は依頼の話題で盛り上がっていた。

			「パベル、もっと楽なのにしねぇ？」

			「おいおい、この前狩ったロンドボアの方がレベル帯高えんだぜ？　ちょっと数は多いけど楽勝だって。ね、イリアちゃん」

			　問われたイリアが改めて依頼表に目を向けるのと同様に、エリヴィアたちも依頼表に視線を移す。討(とう)伐(ばつ)対象はラオロアボア。ラオロア大陸全土の山に生息する巨大な猪(いのしし)だ。パベルという剣士が言ったように、ロンドヴィルにだけ生息するロンドヴィル・ボアを弱体化させた能力と体格をしている。

			　10頭の討(とう)伐(ばつ)数が設けられているあたり、特に被害が出ているわけではなく、もうすぐ訪れる作物の収穫期に備え、数を減らしておくことが目的なのだろう。

			　イリアは男女を眺(なが)めたかと思うと、迷いなく頷(うなず)いて見せる。

			「そうですね。囲まれないよう各個撃破を心がければ、間違いないと思います」

			「ほら！」

			「ただし第二繁殖期を終えたばかりですので、深追いだけは絶対に避(さ)けてください。子供を守ろうと、こちらが攻撃していない個体も狂暴化する恐れがあります」

			「あ、マジで……？　了解っす……」

			　ラオロアボアは、狂暴化するといつまでも追いかけてくる習性を持つ。

			　その確たる物言いには懸念を抱いているような淀(よど)みがなく、ただ知識として得たものではない安心感のある助言だった。

			　そんな会話をしているうちに登録が完了し、イリアはカウンターに登録証と依頼表を差し出した。

			　そして弓を持つ男性、ハビエルに視線を向ける。

			「ハビエルさんが後方でしっかり周囲を警戒していれば大丈夫ですよ。では、登録証をお返しします」

			「あ、はい！　了解！」

			　名指しで力を認められたような発言に、ハビエルは真っ赤になって意気込む。

			　カティアたちを含め、周囲にいる女性たちはいつもならば白々しい目を向けるところだが、今回はその限りではない。

			　ある者はイリアであれば仕方ないと憐(あわれ)みに似た視線を向け、またある者は自分も言ってもらいたいと羨(せん)望(ぼう)の眼差しを向けていた。

			「該当区域以外での討(とう)伐(ばつ)はカウントされませんのでご注意ください。……ご武運を」

			　目の前の状況など意に介さないかのようにイリアがお辞儀すると、剣士の女性、オルエッタが男どもの襟(えり)首(くび)を掴(つか)んで引き摺(ず)って行く。

			「はいはーい。じゃあねイリア。仕事終わったらまた食べに来るから！」

			「お待ちしています、オルエッタさん」

			　イリアは４人が出ていくのを見送ると、改めてカウンター席の２人に向き直る。

			「ご注文はお決まりですか？」

			「あ、いえ」

			　振り向いた際にイリアと目が合ったが、彼女にはまったく動じた様子がなく、受注登録中に絶えず視線を向けられていたことに気付いていたのだと察し、カティアは羞(しゆう)恥(ち)で顔をうつむかせる。エリヴィアも照れたように笑っていた。

			「エルフって初めて見たんだけどさ、美男美女っていうのは本当なんだね」

			　その褒(ほ)め言葉にも、イリアはほとんど反応を示さない。

			　人と接する機会の多い職業だけに、彼女であれば似たようなことをたびたび言われることは想像に難(かた)くない。実際には、イリアは自分の身体が転生の際に作られた物だと知っているため、他人事のように受け取っているだけなのだが、そのことにエリヴィアが気付くはずもなかった。

			（お世辞に思われちゃったかな……）

			　そう考えたエリヴィアが少しだけ後悔していると、カティアが何事かを呟(つぶや)いていることに気付く。

			「対応も丁寧だし……エリヴィア、しばらくここを拠点にしない？」

			「そうしたいのはやまやまだけど……」

			　エリヴィアは依頼表の貼られた掲示板を見る。

			　依頼表のうち、彼女たちが受注候補にするのは討(とう)伐(ばつ)依頼だが、そのどれもがリュネヴィルから距離のある区域のものばかりだった。道中の馬車で聞いた「リュネヴィルは平和だ」という言葉の通(とお)りなのだが、傭(よう)兵(へい)ギルドが仕事をこなすことを考えた場合、依頼区域までの距離が遠い場所は拠点には適さない。

			「だからさ、さっきの人たちみたいに報酬の高い依頼を受ければいいんだよ」

			「あー……、それでか……」

			　エリヴィアは納得したように呟(つぶや)き、ホールを見渡す。

			　異常に多い客の数は、その多くが先ほどのグループのように、稼いでは入り浸るのを繰り返しているからなのだろう。

			　逆に言えば、そうするだけの価値が、この街……あるいはこの支部にあるのだろう。

			　そう考え、エリヴィアはイリアへと向き直り苦笑を浮かべた。

			「あー、えっと……イリアだっけ。そんなわけで、しばらく厄介になるよ」

			「私はカティアといいます。こっちはエリヴィア」

			「カティアさんとエリヴィアさん、ですね。精一杯支援させていただきます」

			　それから２人は、旅の疲れや時間が経つのも忘れて、色々なことをイリアと話した。

			　オーブワイト王国の闘技場が八(や)百(お)長(ちよう)騒(さわ)ぎで閉鎖になったことや、アクラディスト王国の北東で氷竜を見た、という噂があること等々。

			　話は多(た)岐(き)にわたったが、イリアは実に聞き上手で、２人は危うく自分たちがウィンディアの貴族と将校の娘であることまで話してしまうところだった。

			　闘技場の件はギルドの失態でもあり、支部にも情報は来ていたが、国民側からの声を聴く機会はそうないことだと礼まで言われてしまい、調子に乗ってしまったのも原因の一つだった。

			　もう一つ、特にイリアが興味を持ったのは氷竜の話だった。以前リュネヴィルで出たタイラントスパイダーが災害指定の魔物なのに対して、こちらは天災指定の神獣だ。周囲に雪を降らせるため、時期によっては大勢の命に関わる。

			【千里眼】【読心】【地獄耳】【予知夢】【星の記憶】

			　イリアがこれらのスキルを駆使すれば、世界中の現在、過去、未来のすべてを知ることができるものの、使いどころが難しい。

			　下手に知ったことを言ってしまうと「どうしてそんなことを知っている」と疑われ、その後の仕事がしにくくなり、本末転倒となってしまうからだ。

			　ということで、イリアは新しい情報が入ってくるまで放置することにした。

			　カティアやエリヴィアのように、噂を聞きつけてリュネヴィルを訪れる者は多い。

			（このまま周りの都市から人が来るとなると、支部も大きくしなきゃダメかな……）

			　そんなことを考えながら、イリアは眠りについたのだった。

			　

			　リュネヴィルの街が寝静まった頃。

			　暗闇に包まれたロンドヴィルの西の森を駆ける影があった。

			「ハァ……!!　ハァ……!!」

			　喉が焼けつくような痛みを訴えるが、身体は活動を続けるために空気を欲する。

			　まとわりつく草や隆(りゆう)起(き)する木の根に足を取られそうになりながらも、今はただひたすら走ることに集中する。

			「ガウル！　止まれ！」

			「!?」

			　大声で自分を呼ぶ声に、タヌキの獣人、ガウルが声の主を睨(にら)みつける。

			　暗闇で敵が自分たちを見失っている可能性があるのに、なぜ自ら居場所を教えるような行為をするのか、信じられなかったからだ。

			　だが、睨(にら)みつけられた鳥人の青年はガウルの肩を掴(つか)み、半ば強引にその足を止めさせた。

			「しょ、正気かよ！　ルーベン！　逃げねーと！」

			「大丈夫だ！　あいつはもう来てない！」

			「え……!?」

			　荒い呼吸のまま振り返ると、カワウソの獣人が駆けてくるのが見えた。

			　しかし、その速度は全速力にはほど遠く、どちらかと言えば周囲を警戒する割合の方が強かった。

			「……はぁ～」

			　ガウルがその場にへたり込(こ)む。

			　追いついたカワウソの獣人は、ガウルの抱える物を見てうなだれた。

			「卵……この状況でも手放さなかったんだね……」

			「な、なんか逃げられそうだったから！　もっと危なかったらさすがに捨てるって！」

			「どうだかな」

			　鳥人の青年、ルーベンの辛(しん)辣(らつ)な呟(つぶや)きにガウルはうなり、カワウソの獣人の苦笑で緊張感に満ちていた空気が薄れた。

			　呼吸が整い、ようやく冷静になれたところで３人は状況を分析する。

			「ここ……どこだろう」

			「あちこち走ってたから、分からねえな……。ルーベン、飛べるか？」

			「ああ。もう魔力も戻ってるし、行けるだろ」

			　そう言ってルーベンは、風を纏(まと)い飛び立つ。

			　本来、人が飛行するには詠(えい)唱(しよう)して魔術を使用する必要がある。しかし彼ら鳥人は、効果こそ飛行魔術と同じものの、詠(えい)唱(しよう)を省(はぶ)いた飛行が可能だった。

			　上空を舞う友人を見上げながら、ガウルはもう一人の友人に問いかける。

			「ティモ……あの変な馬、見たことあるか？」

			「……ないよ」

			　彼らの脳内に浮かぶのは、角が生え、鱗(うろこ)にも見える毛並みの馬。３人が逃げていたのも、その馬が襲いかかって来たからだった。

			「でも、その卵の親じゃないっぽいんだよね……ルーべンと俺も追いかけられたし」

			「……まぁ、そもそも馬は卵産まないしな」

			「魔物かもしんないじゃん」

			「魔物？」

			　何を馬鹿な、と一蹴しようとしたガウルは、馬が魔術を使っていたことを思い出した。

			　魔物が魔術を使うということ自体驚くべきことだが、ただの動物が使うよりは現実的に思えた。

			「……魔物って卵で生まれるのか？」

			「知らないよ……」

			　次の瞬間、だらけた会話の空気を切り裂くようにガサガサガサ、と不自然な音が響(ひび)く。

			　ビクつき、跳ねるように振り向いた２人。そして、ドン、と大きなものが落ちる音がした。

			　不意に起きたできごとに硬直するも、一瞬の後(のち)に一つの可能性に気付く。

			「「　ルーベン!?　」」

			　物音のした方に草をかき分けながら駆けよる。

			「く、来るな!!」

			「「　!?　」」

			「これは……血!?」

			　ティモの言葉に反応してガウルが彼に視線を流すと、自分の手を見つめる友人の体に影が張り付いていた。

			　彼はその影の正体に気付いたわけではない。ただ、その異常性から手を伸ばした。

			「ティモ!!」

			「!?」

			　払い除けられるように突(つ)き飛ばされたティモが最初に感じたのは、押された二の腕の鈍痛。

			　しかし、直後に二の腕の内側を縦(たて)に裂く鋭(するど)い痛みが、それをすべて上書きした。

			「あぐぁっ!!」

			「くそっ!!」

			　飛び散る赤……血で濡れるものが短剣だと判断するよりも早く、ガウルは腰の剣に手をかけようとするが、動かない。

			　右腕に目を遣(や)った時初めて、ガウルは自分の腕から生える短剣に気付いた。

			「い、ぐっ……!!」

			　寒気とともに脳を叩きつけるような痛みが走り、ガウルから汗が噴(ふ)き出す。

			　恐怖と痛みでへたり込(こ)み、目の前にはティモの後ろにいた黒い影が立っていた。

			　ひゅ、と風を切る音。ティモを切った短剣が振りかざされたと察し、

			「うわぁあああああ!!」

			　身を守るため、抱えていた卵を咄(とつ)嗟(さ)に掲(かか)げた。

			　すると、一瞬の間があった。

			　攻撃が来ない？

			　そう思った次の瞬間、

			「うああああああ!!」

			「っ！」

			　鈍い音がして、目の前にいた影が吹き飛ぶ。

			　影の行く末を追うと、ティモが影に覆(おお)い被さっているのだと分かった。

			　だが、拘(こう)束(そく)は長くは続かず、蹴飛ばされたティモが転がる。

			「ガウル、早く!!」

			　すぐに立ちあがったティモはガウルの腕をひく。

			「ルーベンも！　立てる!?」

			　ティモの声を聞いたルーベンが身(み)動(じろ)ぎする。

			　しかし立つには至らないその動きを見て、ティモは素早く彼を背(せ)負(お)った。その際に、自らが負った傷に顔をひそめるが、構(かま)わずに走り出す。

			「馬鹿……野郎……！」

			「馬鹿でいいよ!!」

			　よけいな問答はいらないと一蹴する友人に、ルーベンはギリ、と歯(は)噛(が)みした。

			　そして、背(せ)負(お)われながら彼は敵のことを考える。

			　初めに考えたのは野盗だった。しかし、投(とう)擲(てき)の技量と、落ちた彼を仕(し)留(と)めず、仲間を誘(おび)き寄せる餌(えさ)に使った手際は単なる野盗のものとは思えない。

			　だが単なる野盗でないとすれば、なぜ自分たちが狙われるのか。

			「……あいつら、この卵を狙ってるんだと思う」

			　ガウルの言葉に、ルーベンは思考を中断した。

			　その言葉に答えたのはティモだった。

			「確かに、あいつ、卵、斬りそうになって、慌(あわ)ててた！」

			「なら、この卵を渡せば……！」

			「……無駄だ」

			　ルーベンがガウルの言葉を遮(さえぎ)る。

			「無駄!?　どうして!!」

			「ただ卵が目的なら……卵から離れてた俺を狙うのは、おかしいだろ……」

			「た、確かに……」

			「でもいざとなったら、それを盾にしろ……。絶対に、離すな……」

			　そこまで言って、ルーベンはティモを突(つ)き飛ばすようにしてその背から離れた。

			「ルーベン!?」

			「お荷物は、御免だ」

			　その言葉を聞いて、怒りを浮かべて叫びだそうとする友人を、ルーベンは制する。

			　お荷物は御免だが、死ぬのはもっと御免だった。

			「悪いが、俺は先に行く」

			　その瞬間彼の体が浮いて、飛行魔術を使ったのだと理解する。

			　彼が一人で逃げるとは、ガウルもティモも考えていない。

			「……死ぬなよ」

			「お前もな」

			「絶対、生きて帰ろう……！」

			　しかしルーベンが上空に飛び立った瞬間、彼の足に短刀が突(つ)き刺さる。

			「な、に……!?」

			　短刀が投げられたのは、彼らが走ってきた進行方向の先。敵は複数だということか。

			「くそがっ……!!」

			　精根が尽きようと、絶対に助けを呼ぶ。

			　その意地だけで歯を食いしばり、ルーベンは魔術に集中する。

			　遠く響(ひび)く刃物と刃物が衝突する音を聞きながら、彼は刃の飛び交う空を駆けた。

			　

			　早朝。ドアを叩く激しいノックの音で、イリアは目を覚ました。

			「起きて、イリア！」

			　急いで装備を整えながら、ドアの向こうにいるリアに声をかける。

			「どうしたの？」

			「負傷者！　けっこうやばい！」

			　依頼達成、あるいは失敗の報告をする者の中には、当然任務中に怪我を負う者がいる。

			　ギルドには各部署に必ず回復魔術が使える者を置く義務があるが、その義務を満たす能力は応急処置程度のものだ。

			　よって、応急処置で済まない場合、国が運営する病院や教会の術師に施術してもらうことになる。

			　だが、王都でもなければ主要都市と言うほど栄えてもいないリュネヴィルには病院は設立されておらず、少し前までいた盗賊ギルドが原因で、ラトヴェスター教の教会が建てられるという話も頓(とん)挫(ざ)したままだった。

			　必然的に、負傷者が重病の場合、イリアが対応せざるをえなかった。

			「いつも通(どお)り、２階の個室に」

			「分かった！」

			　皆まで言わずとも、駆けていく音が遠ざかる。

			　着替えを終え、私室を出て階段を降りるイリア。向かったのは、２階と３階を繋ぐ階段の一番手前にある個室。

			　ベッドに横たわっていたのは３人。

			　鳥人の男性に、獣人の男性２人。鳥人に至っては足が壊(え)死(し)しかけていたが、幸いちぎれてはいなかった。

			（……普通の回復魔術で大丈夫そう）

			　３人の損傷を見て、イリアはそう判断する。

			　不(ふ)謹(きん)慎(しん)ではあるが、部分的にでも蘇(そ)生(せい)魔術を使い、チート能力の一端が知られることを覚悟していただけに、この誤算はありがたかった。

			「リア、人払いお願い」

			「うん、任せて！」

			　２階の通路や食堂にできた人だかりの処理は任せ、イリアは部屋のカーテンをすべて閉めきって施術に集中する。

			【神王結界】を解き、回復魔術の詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「――再生の光、死滅の闇を掃(はら)え――」

			　それは火の回復魔術《ヒール》の上位互換にあたる、光の回復魔術――

			「――ヒールライト」

			　イリアの頭上に現れた光の塊(かたまり)が、３人の体内にある因子に呼応する。

			　傷を負った箇所に光が集中し、やがて頭上の光球は消え、３人を纏(まと)う光が和らぐ。

			　光が消えた場所には傷跡一つ見当たらない、施術は無事終了した。

			　回復魔術ではどうにもできない体力と精神的な傷の回復は取りあえず後回しにし、イリアは事情を説明してもらおうと結界をかけ直し１階に向かった。

			　

			「なんですか、これ……」

			　彼女には珍しく、思ったことをそのまま口に出していた。

			「イリア、うまくいった!?」

			「あ、うん。大丈夫」

			　リアだけではなく、ホールに集まっていた者全員が安(あん)堵(ど)したような様子を見せる。

			　普段であれば、見ず知らずの他人でも心配する人の好さに心温まるところだが、今の彼女はそれどころではなかった。

			「で、それ……どうしたの……？」

			　彼女が視線を向けるのは、テーブルに置かれたハンドボール大の卵だった。

			　彼女の問いに、リアは卵を撫(な)でながら答える。

			「あ、その卵？　さっきの３人が持ってきてたの。これ運んでくる途中に親に襲われたのかな……」

			「それは、ないと思うよ……」

			　スキルによって彼女にだけ分かる卵の名、［竜神の卵］。

			　竜神とは、天空の管理者の異名を持つ、竜因子を持つ神の末(まつ)裔(えい)だ。神のごとき獣である神獣とはまさに別格の神そのもので、普通の人間が敵う相手ではない。

			　先ほどの３人の能力では、盗もうとした瞬間に消し炭にされるのは明白だ。

			　明らかな面倒事にため息が出そうになるのを堪(こら)え、イリアはリアに向き直る。

			「あの３人の登録証は？」

			「預かってるよ。はい」

			「ありがとう」

			　そこに記された３人の所属は、傭(よう)兵(へい)ギルド。

			　見ると魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼が受注登録されており、討(とう)伐(ばつ)規定数は達成されていた。

			（たまたま卵を見つけただけ……とか？）

			　その可能性が一番大きいように感じられたが、その場合、天宮にいるはずの竜神がなぜ、どのように卵を落としたのかがまったくの謎だった。

			　何にせよ負傷してまで運んだ３人には悪いが、卵を売り払うわけにはいかない。

			（下手すると都市が一つ滅んじゃうからね。あはは……）

			　卵の処遇を決めたところで、周囲の視線に気付く。自分の判断を待っているのだと察し、イリアは告げる。

			「この卵のことは後回し。デジレさん」

			「はいはい」

			「この３人が登録している依頼、どこで受けたものか調べていただけますか」

			「了ー解っ」

			「リア、私フランクさん起こしてくるから卵、見ててくれる？」

			「分かった！」

			　さっそくイリアは３階に上がり、フランクの私室をノックする。

			「支部長、起きてください」

			　ほどなくしてドアが開き、制服も着ていない寝(ね)癖(ぐせ)が付いたままのフランクが姿を現す。

			　生粋の少女であればその姿に幻滅、あるいはときめいたかもしれないが、前世の記憶がある彼女が動じることはない。

			「…………どうした？」

			「ご相談があります」

			　フランクに現状を説明しようと口を開いた。

			　その時だった。

			「イリアーーーー！」

			　リアの叫びが支部内に響(ひび)く。

			　フランクに一度頭を下げ、すぐに階下に向かう。

			「どうしたの？」

			　冷静に訊(たず)ねたイリアに、リアは無言で視線を泳がせた。

			　その先には竜神の卵がある。

			　光を受けて虹色に照り返す楕(だ)円(えん)の卵には、小さなひびが走っていた。

			　揺れるたびにひびが広がり、ぱらぱらと殻が剥(は)がれていく。

			「ピッ」

			「ひっ！」

			　驚いたリアがイリアに抱き着く。

			　普段ならここぞとばかりに抱き返すところだが、今の彼女に喜んでいる余裕はない。

			　竜と名がつく種族の卵がかえるためには、一定の属性因子を吸収する必要がある。

			　フレイムドラゴンに代表される火竜は火の因子、ライトニングドラゴンなら火と風の因子といった具合だ。各属性の因子が放出されるのは、結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)という半透明の巨大な石だ。竜神の卵は空中に浮かぶ天宮にある風の結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)から風の因子を、そして天宮が世界中を漂(ただよ)うことで集める各因子を吸収する。

			　魔力の上限を取り払う竜因子に、全属性を所持することが竜神の力を象徴していた。

			　よって、各属性の因子を十分に吸収したところでやっと竜神の卵はふ化するのだが、リュネヴィル周辺にはどの属性の結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)も存在しない。結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)の欠片(かけら)である結石ならそこら中に存在するが、結石に因子を生産・放出する効果はない。

			　だからこそ、卵がかえることはないとイリアは高を括(くく)っていたのだが、

			（因子を吸収する要因……要因？）

			　考えているうちに、一つの可能性を思いつく。

			「ごめんリア、ちょっと忘れ物したから部屋に戻るね」

			「い、いかないでイリア！」

			「大丈夫だよ。魔物じゃなくて竜の卵だから。いきなり襲いかかってくることはないし、むしろ最初に見た人を親だって勘違いしちゃうかも」

			　竜の親という言葉に数人が浮足立つ。

			　飛竜や陸竜は調教師が従えていることも多く、比較的見慣れている者も多い。ましてや雛(ひな)となれば、怖がる者はあまりいない。また、飛竜や陸竜以外の竜を従えることは、権力を手にするより難しく、誉(ほま)れ高いものとされていた。

			（今回は厄介なだけだから、やめておいた方がいいけどね）

			　混乱を避(さ)けるため内心は口に出さず、私室に戻ったイリアはおもむろに窓を開け放つ。

			　そして、【千里眼】を使い上空を見渡す。

			　だが、目当ての天宮や積乱雲のような雲の塊(かたまり)は、ロンドヴィルには見当たらなかった。

			　それから探し続けた結果、天宮は国を四つほどまたいだテーキャレル砂漠の上空で見つかった。天宮か雲の塊(かたまり)のどちらかが近くにあれば、ふ化の原因だと考えられたのだが、どうやら見当違いだったようだ。

			　こうなると、何かの不具合という可能性も出てくる。十分な因子を吸収できなかった雛(ひな)は、能力も中途半端になってしまう。

			　他人のせいで子供が不幸を背(せ)負(お)うことになれば、当然竜神は怒り狂うだろう。

			（そうなったら殺さずに止められるかな……いや、希望は捨てちゃダメだ）

			　もしかしたらすでに十分な因子を吸収した後だったのかもしれない。

			　しかし、再び卵を見に行こうと【千里眼】を切った彼女の目に、珍しいものが映り込(こ)む。

			【気配遮断】スキルを使い、建物の陰に隠れる２つの影。

			　目に映る職業欄は《暗殺者》。リュネヴィル支部に視線を向けず、意識だけをこちらに向け身をひそめていた。

			（……面倒なことにならなければいいけど）

			　わずかな希望にすがるように１階に下りると、

			「ピィ」

			　純白の身体に碧(へき)眼(がん)を持つ竜の雛(ひな)がかえっていた。

			　イリアの知る当代の竜神は緋(ひ)色(いろ)の身体に漆(しつ)黒(こく)の角、紺(こん)色(いろ)の瞳を持つ竜なので、共通点が見当たらない。だが、職業欄には確かに竜神の児と明記されており、ステータスは他の竜のそれを軽く凌(りよう)駕(が)していた。

			「あ、イリア」

			　雛(ひな)はリアに撫(な)でられ、彼女が向くのと同時に顔を向ける。

			　そして、ここで彼女にとって予想外の事態が起こる。

			「ピィ！」

			「あ」

			「え？」

			　たどたどしく駆けた竜の雛(ひな)が、イリアの胸に飛び込(こ)む。

			　避(さ)けるわけにもいかず、真っ向から雛(ひな)を受け止める。
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			　予想外の出来事に混乱するが、雛(ひな)は全身を使ってすり寄ってくる。鱗(うろこ)が未発達ですべすべだった。

			（でも舌はけっこうザラザラ……ってこら、舐(な)めるな）

			　その様子を微笑ましく眺(なが)め、リアはイリアに話しかける。

			「竜の子供って刷(す)り込(こ)みじゃないんだね」

			「そんなはずないんだけど……」

			　竜は刷(す)り込(こ)みの習性を持つ。竜神ではないが、他の竜から聞いた情報だった。てっきりリアを親と認識したと思ったのだが、予想した刷(す)り込(こ)みが効いていないようだ。

			（……竜因子かな？）

			　彼女は竜神以上に高ランクの竜因子を保有しているため、雛(ひな)が仲間だと勘違いしたのかもしれない。

			　そう考えてイリアが首を傾(かし)げると、それを真似した雛(ひな)も首を傾(かし)げ、周囲は和やかな空気に包まれた。

			「イリア……落ち着いてるね」

			「そう？」

			　そうかもしれない、とイリアは思う。

			　世界中を旅したことでたいていのことでは驚かなくなり、虫をのぞけば驚いたとしても無様に慌(あわ)てふためくことはまずなくなった。何より今回の場合、確かに予想外のことばかりだが、無事に雛(ひな)がかえり、ステータスも現時点で下手な竜種より強いことが分かった。

			　初期スキルの数とレベル、潜(せん)在(ざい)能力も多才で、未発達なんてことはまったくない。潜(せん)在(ざい)能力はむしろ親より多いとさえ思える。

			（これなら竜神も満足でしょう！　よかったよかった）

			　これで当面の問題は回避できるだろう。

			　腕の中で丸くなる雛(ひな)を撫(な)でながら、頭を上げた雛(ひな)に語りかける。

			「取りあえずご飯にしよっか」

			　

			　イリアは３階の部屋に戻り、結界を解く。

			　竜が食べるのは魔素、魔力だ。

			　魔力を送り込(こ)む方法は２つ。血のような体液に魔力を混ぜて飲み込(こ)ませる方法（竜の母乳はこれにあたる）と、補助系魔術をかける方法だ。

			　傷をつけてもすぐに回復できるが、血を見るのが好きではないイリアは後者を選ぶことにした。

			「――赤の霊威、深(しん)淵(えん)より猛れ。研がれるは剛、深まるは柔。彼の者に力を――」

			　筋力（腕力・脚力・瞬発力の総合値）を強化する火の補助系魔術。

			「――リーンフォース」

			「ピッ!?」

			　魔力がイリアから送り込(こ)まれ、雛(ひな)の体内に魔力が充実する。そして雛(ひな)の体内因子に、魔力が干(かん)渉(しよう)する。

			（ん？　……あ、そっか）

			　イリアは完全に失念していた。

			　雛(ひな)がかえった原因。それは、

			（私が回復魔術のヒールライトを使ったせいかも）

			　ヒールライトにより集められた火の因子を、雛(ひな)が吸い取った可能性は十分ある。

			　また、天宮が漂(ただよ)っていたテーキャレル砂漠は、火の結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)が存在する地域。察するに、天宮は火の因子を吸収するためそこにいたのではないか。

			「ケプッ」

			　魔力を食べきれなくなった雛(ひな)がもたれ掛かる。その時、私室のドアがノックされた。

			「イリア、ちょっといいかな」

			「あ、支部長。どうぞ」

			　結界を張り直してドアを開き、フランクを招き入れる。

			「リアからおおよそは聞いたよ。……本当に竜の子供だな」

			「大変言いづらいのですが、お伝えしなければならないことがあります」

			「かまわないよ」

			「この子、竜神の児です」

			「……」

			（あ、頭抱えちゃった）

			　一言で支部が置かれた状況を理解できてしまう、彼の聡明さが仇(あだ)となる。

			　雛(ひな)を撫(な)でながら彼が落ち着くのを待つことにしたイリアだったが、立ち直るのにそれほど時間はかからなかった。

			「……間違いないのか？」

			「はい。十中八九」

			「そうか……。どうしたらいい？」

			　そうですね、と彼女は考える仕草を見せる。

			　やはり竜神の天宮に行って返すか、引き取りに来てもらうかの二(ふた)通(とお)りしかないだろう。

			　前者であれば風の魔術で飛んでいくか、調教師や召(しよう)喚(かん)術師に力を借りて飛んでいくかのどちらかだろう。

			　後者であれば竜神の祠(ほこら)に行き儀式を行うしかない。祠(ほこら)に願う儀式は本来雨乞いの儀式なので、竜神にあまりいい印象は与えないだろう。ならば、

			「こちらから返しに行くしかないでしょうね」

			「ギルドとして依頼を出すか？」

			「そうですね……。彼らに責任があるなら、拾った本人たちに運ばせたいところですが……」

			「まだ意識は戻らない、か」

			「はい。竜神の卵と知らずに運んできた可能性もありますし、話を聞かないとなんとも言えません」

			　真面目な会話をしている最中にも、雛(ひな)は尻尾(しつぽ)を絡ませ擦り寄ってくる。取りあえず降ろしちゃえ、と屈(かが)んでも、がっしり掴(つか)んで離れない。

			「……その子の面倒はイリアに任せたほうが良さそうだね」

			「……そうですね。分かりました」

			　頭を撫(な)でると、気持ち良さそうに目を細める。

			　イリアは窓の外を見(み)据(す)え、一度だけ息を吐いた。

			　その視線の先にいる宙を舞う〝馬〟は、鱗(うろこ)のような体毛と、雄々しい一本の角を持っていた。

			　

			　雛(ひな)の面倒を見るため、イリアは受付業務と厨(ちゆう)房(ぼう)業務を一時免除となった。

			（……ああ、なんて真っ白な労働環境）

			　育児休暇をもらえたことに感動するイリアだが、気を引き締(し)めて事務室の扉を開く。

			　よけいなリスクを回避するためにも、後手に回る展開だけは避(さ)けねばならない。

			　イリアが訊(たず)ねるよりも早く、事務員のデジレが声をかける。

			「あ、イリアちゃん。３人が受注した場所が分かったよ」

			「ありがとうございます。さすがデジレさん。仕事が早いですね」

			「イリアちゃんに褒(ほ)められると嬉しいねぇ。で、３人が依頼を受けたのはシバレミス支部。フィレアレミスの南東の街だね」

			「依頼主は分かりますか？」

			「もちろん。依頼はシバレミス支部にある商業ギルド名義で出されてる。依頼内容は、シバレミス東部の森に現れたフィレアハウンドの討(とう)伐(ばつ)」

			　シバレミス東部の森といえば、耐暑性に優れた特産のオレンジを栽培していることで有名だ。特産品を守るため、商業ギルドがケチな農業ギルドに先んじて依頼を出したとしても不思議ではない。

			　イリアが不可解に思うことは、あの３人組がなぜその依頼でわざわざリュネヴィルを目指してきたかということだ。

			（……やっぱり、本人たちから話を聞かないと埒(らち)があかないか）

			「ピィ～……」

			　弱々しい声に視線を向けると、足元の雛(ひな)がこくりこくりと舟を漕(こ)いでいた。

			（おねむですか）

			　イリアは雛(ひな)を抱き上げ、デジレに頭を下げる。

			「デジレさん、お忙しいところありがとうございました」

			「いえいえ。また何かあったらいつでも言ってね」

			　職場での上下関係はイリアの方が低いのだが、手を振るデジレが気にする様子はない。器の大きい人たちばかりの職場に、イリアは嘆(たん)息(そく)を零(こぼ)しながら３階の私室に戻るのだった。

			　

			　ベッドで横になる雛(ひな)を撫(な)でていると、コンコン、とドアがノックされた。強さも速さも普段通り、切迫したものでないことが分かる。

			　現に、扉を開いて現れたエリーゼの表情に、焦りや困惑と言った感情は見られない。

			「イリア、目を覚ましたよ」

			「うん、分かった。すぐ行くね」

			　イリアは雛(ひな)を抱いたまま立ち上がり、ベッドの上に下りてもらおうと屈(かが)んだ。しかし、雛(ひな)はしがみ付いたまま、一向にイリアから離れない。

			　仕方なく雛(ひな)を抱いたまま２階の個室に向かうと、カワウソの獣人一人だけが起きていた。

			　イリアは一度お辞儀して入室すると、フランクが早速質問を始めた。

			「どこか痛むかい？」

			「……いえ……、ここは」

			「リュネヴィルだよ」

			「リュネヴィル……？」

			　獣人の男は怪(け)訝(げん)そうに眉(まゆ)をひそめた。

			「ここを目指して来たわけじゃないのか？」

			「はい、自分は……、そ、そうだ！　ガウルとルーベンは!?」

			　カワウソの獣人、ティモは跳び上がるように体を持ち上げる。

			「安心してくれ。彼らの傷ももう癒(い)えてる。今は寝ているだけだよ」

			「そう、ですか……。……ありがとうございました」

			　無事と聞いて脱力したのも束の間。深々と頭を下げるティモに、フランクは首を横に振る。

			「かまわないよ。それより聞かせて欲しい。あの竜の卵をどこで手に入れた？」

			「竜……？　竜の卵だったんですか!?」

			　目を見開いて驚くティモ。

			「知らずに運んだのか」

			　若(じやつ)干(かん)の戸惑いを含んだフランクの問いに、ティモはためらいがちに首(しゆ)肯(こう)した。

			「……はい。……見つけたのは、依頼を達成してウィルヴィルに戻ろうとしたところでした。見たこともない卵だったので、高値で買い取ってもらえるかもしれないと思って」

			「周りの様子はどうでしたか？」

			「周り、ですか……？」

			　イリアの問いに、ティモは口を閉ざして考え込(こ)む。

			　あまりに考え込(こ)んでしまったので、助け船を出す。

			「卵の落ちていた地面だとか、天気だとか……覚えてることでかまいません」

			「……地面は、特に変わったことはなかったと思います……あ、いや、巣らしいものがなかった所に落ちていたので、不思議には思いました。天気は……晴れ、いや、少し曇っていたかな……」

			「十分です。ありがとうございます」

			　イリアが頭を下げると、フランクも質問を再開した。

			「思い出すのは辛いかもしれないが……その後襲われたのか？」

			「はい……」

			「姿は見たか？」

			「はい。角の生えた馬でした。毛並みが特徴的で……鱗(うろこ)のようにも見えました」

			　ティモの言葉にイリアは頭を抱えたくなったが、雛(ひな)を抱えているせいでそれも叶わなかった。

			　鱗(うろこ)と角を持つ馬、〝麒(き)麟(りん)〟しかいない。

			（こんなとこで何をやってんだあんにゃろう）

			　ロンドヴィルの上空にいるのは分かっていたが、それは雛(ひな)を探すためだと考えていた。しかし、ティモの話を聞くと、いくつも矛盾点が浮かんでくる。

			「君たちはその馬にやられたのか？」

			　フランクによる聴取は続く。

			「いえ。追いかけられはしましたが、紙一重で攻撃を躱(かわ)しながら逃れることができました。自分たちが傷を負ったのはその後です」

			「別の馬に襲われたのか？」

			「いえ……人でした」

			　フランクの緊張が高まる。人が卵を狙っていたのだとしたら、竜神の怒りの矛先は人全体に向かうかもしれない。緊張するのも当然だ。

			「その人物の姿は？」

			「……いえ、奇襲だったので、それどころではありませんでした」

			「……卵をよく手放さなかったな」

			「敵が卵を避(さ)けて攻撃していたのは辛うじて分かりましたから……」

			　相手の思惑を逆手にとり、攻撃をうまく誘導させた。命がけの状況で機転を利かせたことに、イリアは心から感(かん)嘆(たん)した。

			「そのあとは、見えた城壁に向かって走ることしかできませんでした……」

			「そうか。頑張ったな」

			　一(ひと)通(とお)りの質問を終えたフランクはイリアに視線を送るが、彼女は何もないです、という意味を込(こ)めて頷(うなず)きを返す。

			「起きて早々済まなかった。養生してくれ」

			「あ、はい……。本当にありがとうございました」

			「いや、礼を言うのはこっちだ。竜神の卵を守ってくれたこと、心より感謝する」

			　竜神の卵と聞いて、ティモの顔は蒼(そう)白(はく)に変わる。

			　卵とはいえ畏(おそ)れ多くて手を出そうとすら思わないのが、まともな思考だ。

			　３人を襲った者が卵の保護を考えているのであれば、まずはその意思を伝えようとするだろう。

			　そうするだけで、まっとうな者であれば我が身可愛さに一にも二にもなく、卵を手放す。

			（どこまで突発的か分からないけど……３人を襲ったことも、目的の一つと考えた方がいいかも）

			　イリアは、今回得た情報をそう整理した。

			「ご自愛ください」

			「ピッ」

			　イリアのお辞儀と合わせて雛(ひな)も鳴く。

			　さすがに雛(ひな)が守ってもらっていたことを理解しているわけではない。しかし、雛(ひな)がお礼を言ったように思えて、ティモはバツの悪さを感じつつも、その愛くるしさに心が軽くなった気がした。

			　一方、退室したフランクとイリアは３階の応接間に移動した。

			「最悪の事態は免れそうだな」

			「そうですね」

			　フランクの重い呟(つぶや)きをイリアは肯定する。最悪の事態とは、竜神の怒りが情け容(よう)赦(しや)なく人々に降りかかることだ。

			「君はどう考える」

			「少し長くなるかもしれません。お茶を用意いたします」

			「あ、ああ」

			　彼女の悠長な振る舞いに、脱力してしまうフランク。

			　イリアにしてみれば、悠長にしていられるのは虚(きよ)勢(せい)でも諦(てい)観(かん)でもなく、焦っても仕方ないと分かっているからだった。

			　紅茶をポットからカップに注ぎ、ソーサーに載(の)せてフランクへ渡す。

			　芳(かぐわ)しい香りにフランクが落ち着いたのを見て取り、イリアは説明を始めた。

			「支部長は竜神がどこにすんでいるかご存知ですか？」

			「いや、知らないな」

			「竜神がすむのは、天宮と呼ばれる空に浮く島です」

			「島が浮くのか……？」

			「巨大な風の結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)を中心にできた島なんです」

			　その結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)が盗まれて墜落しかけたこと、それを取り返した功績でイリアが竜神の正妻候補になったことは、蛇(だ)足(そく)ゆえに話さずに続ける。

			「なので、私が最初に考えたのは、天宮から卵が落ちてしまったケースでした」

			「それで卵が無事にすむのか？　……ああ、それで地面の状態を聞いたのか」

			「はい。何らかの力が働いたとしても、周囲になんの影響も及ぼさずに着地できるとは思えません」

			　クレーターとまではいかなくとも、それに似たものは生じる。また、天候を聞く限りでも天宮が関わった可能性は低い。

			「天宮が上空にあると、外からは巨大な雨雲にしか見えません。少なくとも晴れや曇りと間違えるような天候にはならないはずです」

			「では、落ちた可能性はないとなると……」

			「はい。地上に運ばれた可能性が高くなります」

			　そして、イリアには犯人の目星がついていた。

			「なぜ地上に卵を持ってくるんだ？」

			「それは分かりませんが、少なくとも卵に害意を持った行為ではないと思います」

			「理由は？」

			「先ほど聞いた角と鱗(うろこ)を持つ馬ですが、その馬は麒(き)麟(りん)と言います」

			「キリン……？」

			「はい。幻(げん)獣(じゆう)種(しゆ)と呼ばれる、竜神の眷(けん)属(ぞく)です」

			　幻獣とは、神の眷(けん)属(ぞく)のこと。その存在はほとんど確認されておらず、たいがいが竜神や鬼神といった神の末(まつ)裔(えい)が、他の種族と交配した結果生まれてきたものだ。

			　麒(き)麟(りん)は竜神が馬の獣人と交配して生ませた子供だ。竜と同じく角と鱗(うろこ)を持ち、竜因子による高い魔力で、竜神同様に獣と人の姿をあわせ持つ。

			「その性質は仁そのもので、絶体絶命の危険でもない限り、他者に危害を加えようとはしません。むしろ、自分を傷つけた相手が傷つくことすら疎(うと)います」

			「そんな幻獣がどうして彼らを襲ったんだ？」

			「襲うふり、だったんでしょう」

			　どうしてそんなことを、と表情で物語るフランク。だが、すぐに自分で思い至ったらしく、眉(み)間(けん)に深いしわを寄せる。

			「……なぜリュネヴィルに……」

			　誘導したのか、それはイリアにも分からない。いや、分かりたくないと言った方が正しいだろう。

			　まさか竜神ともあろう者が、他人であるイリアに子供を育てさせようとした、あの水竜と同じだとは思いたくなかった。

			「しかし、その後彼らを襲った者たちは何なんだ……？」

			「分かりません。でも麒(き)麟(りん)とはまったく異なる意思で動いていることは確実だと思います」

			　その敵から卵を守るため、イリアのいるリュネヴィルに卵を運ばせた可能性もある。

			　ただその場合、そもそもなぜ天宮から卵を遠ざけたのか、その動機が分からない。何か天宮内に問題が発生したのだろうか。

			　しかし麒(き)麟(りん)や他の眷(けん)属(ぞく)に対する竜神の溺(でき)愛(あい)ぶりを考えると、自分の分身とも言える雛(ひな)を竜神が嫌(けん)悪(お)するとも思えない。天宮内に敵がいる可能性を考えるが、そんなものがいればそれこそ竜神が放っておくはずがない。

			（……さすがに情報が足りないか）

			　現状の情報では、真相を断定するにはいたらない。

			「何にせよ、麒(き)麟(りん)がわざわざ地上に運ばせたのだとすると、すぐに天宮に返すわけにもいかないか」

			「はい。麒(き)麟(りん)と襲ってきた人間から真相を聞ければ一番簡単なんですが」

			「そう上手くはいかないか」

			「でも、どちらも近いうちに何とかなるかもしれません」

			「そうなのか？……分かった。何か協力できることは？」

			「そうですね……」

			　フランクの申し出に、少し考えこむイリア。

			「今日の夕方、受付ってラシェルでしたよね？」

			「ああ。確か」

			「でしたら、夕方に彼女に食事を運んでもらうよう伝えていただいていいですか？　きっとその時間は雛(ひな)の世話で動けないので」

			「それだけでいいのか？」

			「はい」

			　頷(うなず)いて雛(ひな)を撫(な)でると、透き通(とお)るような青い瞳に見つめられる。罪のない雛(ひな)を巻き込(こ)んだ周囲への嫌(けん)悪(お)を押し殺し、イリアは雛(ひな)に笑いかける。

			「それじゃ、散歩に行こっか」

			「ピィ！」

			　やはり呑(のん)気(き)に映るのか、脱力してしまった様子のフランクにお辞儀して、イリアは雛(ひな)と一緒に支部を出たのだった。

			　

			『該当地域にて特徴を挙げた馬を追跡し、卵を奪取せよ。なお、卵の存在を知った者は例外なく排除すること』

			　それが、今回彼らが受けた命令だった。

			　カトーと名乗るうさん臭い男に案内され馬を見つけたまでは良かったのだが、途中で人間の男に遭(そう)遇(ぐう)した辺りから風向きが変わった。

			　次の瞬間にはその男が黄色の鱗(うろこ)と一本の角を生やした海蛇へと変(へん)貌(ぼう)し、彼らに襲いかかってきたからだ。

			　その強大な身体と水の魔術に苦戦しながらも敵を撒(ま)くことに成功するが、同時にカトーの姿もなく、卵を再び見つけるのに時間がかかってしまう。

			　ようやく見つけた卵の周囲に馬の姿はなく、代わりにいたのは３人の獣人だった。

			　彼らは３人の能力を推察し、任務遂行に支障はないと判断した。

			　現に、暗闇と戦力の分散に乗じた襲撃は成功し、あとは彼らが今まで行ってきた暗殺のように、静かに、速やかに対象を処理するだけだった。

			　しかし、今回はいつもの命令とは異なる点が一つだけあった。

			　それは〝卵〟という、害してはならない存在だ。

			　壊してはならないという慣れない行為が枷(かせ)となり、結果、３人を仕(し)留(と)め損なう。

			　ゆえに彼らは今、このギルド連合リュネヴィル支部の前にいるのだった。

			「バルド、あれ」

			　バルドと呼ばれた青年は、獣人の女性に示された先を見る。

			　目を向けた先に見えたのは、一人の少女と、その前をたどたどしく歩く竜の雛(ひな)だった。

			　先ほど仕入れた卵がかえったという情報と、珍しい白い肌の容姿を考えれば、命令にあった卵の中身だと考えて間違いないだろう。

			　しかし、バルドの視線は雛(ひな)ではなく、その後を歩く少女に釘づけとなる。

			「っ……！」

			　あまりに注視していては勘付かれてしまう。そう考えて引き剥(は)がすように強引に視線を外すと、嫌な汗が背中に滲(にじ)んでいることに気付いた。

			「……バルド、どうかした？」

			「……なんでもない」

			　そう。何でもないはずだった。

			　先の３人よりは実力はありそうだが、彼の得意分野……暗殺に持ち込(こ)めば問題ない程度だ。

			　ならば、先ほどの感覚は何だったのか。

			　その美しさに見(み)蕩(と)れた？　馬鹿馬鹿しい、とその可能性を振り払う。そんなまともな感情がある人間に、暗殺などできるわけがない。

			「どうする？」

			　女性に問われ、バルドは思考する問題を切り替える。

			　どうするも何も、彼らの目的は命令をこなす以外にない。卵を奪取し、関わった者をすべて抹殺する、それだけだ。卵がかえったという情報が真実ならば、すでに目的を達成することができないわけだが、その場合でもせめて雛(ひな)は奪取し持ちかえるべきであろう。

			「……まずは、あの雛(ひな)が卵の中身なのかと、どこで飼っているかの調査だな」

			「分かった」

			　一も二もなく了承する相方に、バルドは小さく息を吐いた。

			「カティ、お前はあのエルフが竜の雛(ひな)と一緒に支部に戻るか見張ってろ」

			「分かった。バルドは？」

			「俺は街を回ってもう少し情報を集める」

			「分かった」

			　行動をともにするようになってからこの方、相方の獣人、カティはバルドの判断に異を唱えたことがない。

			　判断を一任しているというよりも、判断すること自体を放棄しているようだ。

			　感情のない表情、判断することを放棄した思考。彼が再会した時、すでに彼女はこの状態になっていた。

			「……チッ」

			　苛(いら)立(だ)ちを舌打ちで紛らわし、彼はリュネヴィルの街で歩みを進めた。

			　

			　調査を終え、再びカティと合流したバルド。

			　調査と言っても、社交的な性格でも口が上手いわけでもないバルドにできることは、街を歩いて住民の会話に耳を傾けることだけだった。

			　聞いた話を統合すると、やはり雛(ひな)は卵から生まれたものであり、現在は雛(ひな)と一緒にいたあのエルフの少女がその親となっている、ということだった。

			「どうだ？」

			「エルフの子、雛(ひな)と一緒に戻ってた」

			「分かった。支部に入るぞ」

			　もちろん、目的は腹ごしらえではない。

			　あわよくば雛(ひな)が普段どこに匿(かくま)われているのかを知るためだ。

			　とはいえ、そう上手く事が運ぶとはバルドも考えておらず、街で得た情報と同様に参考程度になればいいと思っていた。

			　結局、本当に信頼できるものは自分自身の目で見たものだけ。それが、今まで生きてきた中で得た彼の経験則だった。

			「いらっしゃいませー」

			　彼らを迎える少女たちの声が耳に届く。

			　ざっと一階のホールを見渡すが、エルフの少女と雛(ひな)は見当たらなかった。席を探していると勘違いしたのか、獣人の少女が２人に近づいてきた。

			「お食事ですか？」

			「ああ」

			　黒(くろ)豹(ひよう)の獣人と黒猫の獣人。同じ猫科でも、特に同族意識などはない。

			　ぶっきら棒な返答にも態度を変化させず、獣人の少女は空いていたカウンター席に２人を誘導した。

			　あまり職員に顔を覚えられたくはないが、変に拒否した方がかえって目立つだろう。

			　大人しく席に着き、受け取ったメニューで適当な食事を頼む。

			　バルドは迷うのも面倒で目についた料理を頼み、カティはそれと同じものを頼んだだけだった。メニューを眺(なが)める際も、料理が運ばれた際も、カティの表情は動かなかった。

			　しかし、料理を口に含むと、

			「美味しい……」

			　彼女の表情がわずかに綻(ほころ)んだのを、バルドは確かに見た。

			　驚きで呆(ほう)けてしまい、何か言おうとするが言葉が思い浮かばない。結局、

			「……そうか」

			　とだけ呟(つぶや)く。そんなままならない状況への苛(いら)立(だ)ちを抑え込(こ)みながら、今度はバルドが料理をスプーンで掬(すく)い、口に運ぶ。

			「……美(う)味(ま)いな」

			　衝(つ)いて出た言葉にも気付かず、２人はただ黙々と料理を口に運んだ。
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			　だが、決して仕事を忘れたわけではなかった。

			　聞こえる会話に耳を傾け続ける。しかし話の内容はすべて外で聞いたものとほとんど変わらなかった。

			　無駄骨だったか、と諦(あきら)めかけた頃、その男はやってきた。

			「ラシェル」

			「あ、フランクさん。おはようございます」

			　フランク・デシャン。

			　リュネヴィル支部の支部長であり、近接格闘の専門家。洞察力や指揮能力にも長け、組織の要警戒人物のリストにも名を連ねている。重心のぶれない佇(たたず)まいや圧力にも似た雰囲気が、その実力を物語っていた。

			　本能的な警戒心からか、視界に捉(とら)えると自然とフランクに意識を向けてしまう。

			　彼がいるのであれば、やはり雛(ひな)の確保は急がねばならない。

			　そう考えたバルドだったが、

			「聞きましたよ。すっかりイリアを雛(ひな)にとられちゃいましたね～」

			「……あのなあ」

			「うーん、淡(たん)泊(ぱく)だなあ～。もっと反応してくれないと面白くないですよ？」

			「私はお前たちのオモチャじゃない」

			　受付嬢たちにからかわれ、顔を引きつらす様子を見ると、とても警戒するような人物には思えない。

			「ともかくラシェル。イリアは雛(ひな)の世話で手が離せないらしくてな、部屋に食事を持って行ってくれ」

			「え？　私がですか？　いいですけど……」

			「イリアのご指名だ。その間は俺が入っておく」

			　その言葉に、ラシェルはため息を零(こぼ)す。

			「フランクさんって、イリアに距離置かれちゃってますよね」

			「う……」

			　思い当たる節があるのか、言葉に詰まる。

			「まぁ変に真面目なイリアのことですから、上下関係ははっきりさせておきたいだけかもですけど」

			「……」

			「ちょっと、寂しいですよね」

			　そう言い残して、ラシェルは受付カウンターを後にした。

			　残されたフランクともう一人の受付の女は、何とも言い難(がた)い空気に包まれる。

			「部屋に入れないからって信頼されてないことに繋がるとは思いませんけど」

			「クラリス……あのな」

			「ラシェルの言ってることも、一理あると思いますよ？」

			「……分かってるさ」

			　それっきり、カウンターの２人は無駄話をせず、受付業務をこなすのだった。

			　バルドにとって、支部内部の人間関係など一つも興味はない。しかし、雛(ひな)がこの支部で匿(かくま)われていることがはっきりした。支部内部の見取り図が描かれた案内を見るに、目的の部屋があるのは３階。

			　職員たちの会話から察するに、フランクがイリアの部屋にいることはまずないだろう。

			「今日、潜入する」

			　支部を出たバルドは、カティにそう告げた。

			　

			　家屋への潜入には慣れている彼らだったが、苦手な分野が存在する。

			　それが、魔術による結界だった。現在、支部の扉や窓はこの結界により魔術的に施(せ)錠(じよう)された状態だった。

			　結界をやぶるには、かけられた術に対応した解(かい)呪(じゆ)の術を用いるか、単純に力押しで魔術をぶつけるしかない。

			　しかし、魔術師でもない彼らにそれらの方法は不可能だった。

			（別の方法を探すか……？）

			　苛(いら)立(だ)ち交じりに思案するバルドだったが、支部を見て回るうち、一か所だけ窓が開いていることに気付く。結界の穴だった。ここからならば、潜入することができる。

			（……）

			　しかし、バルドは判断に迷った。

			　これだけ強固な結界をかける支部の人間が、こんなミスを犯すのだろうか。

			　とはいえ、明日以降、結界の穴がまた見つかる保証はない。再び窓が開けられるまで待つなども論外だ。

			　雛(ひな)がいつまでもリュネヴィルにいるとも限らない。

			　わずかな逡(しゆん)巡(じゆん)の後(のち)、バルドはカティの耳元で囁(ささや)く。

			　現在、彼らは潜入に際して目だけが露出するマスクを被っており、かなり近づかなければ意思の疎(そ)通(つう)ができない。

			「俺が一人で潜入する。お前は合流地点で待機だ」

			「……なぜ？」

			　彼女が了承しなかったことに言葉を失いかけるバルド。

			「罠の可能性がある。お前は俺ほど気配を殺せないだろ」

			「……それでも、ふつうの人よりは消せる」

			「なっ……」

			　彼女がここまで食い下がるとは。

			「……足手まといなら、囮(おとり)にでもすればいい」

			「でっ……！」

			　できるわけないだろ、と叫ぼうとして、すんでのところで押し留める。

			　今までろくに反論してこなかったカティを言いくるめる方法が、バルドにはどうしても思いつかなかった。

			「……分かった」

			　呼吸を整え気配を殺し、まずバルドが壁を登って窓からの侵入を果たした。そしてカティが続く。

			　だが、部屋に侵入した２人は息をのむ。

			　それは、目的の雛(ひな)がまさにその部屋で眠りこけていたこともある。

			　しかしそれ以上に、雛(ひな)を抱きながら眠るエルフの少女に、２人はすっかり目を奪われてしまったからだった。

			　少女の寝姿には、触れてしまえばすぐに消えてしまいそうな神秘性と、ほんのわずかな歪みも許されないほどの美しさがあった。

			　彼らが心を殺せるプロの暗殺者でなければ、この場で朝まで立ちつくしてしまったかもしれない。

			　なんとか意識を引き戻したバルドは、すぐさま心と感情を殺し、腰のナイフに手を伸ばす。

			　目線でカティに周囲の警戒に当たるよう伝え、改めてエルフの少女に意識を向ける。

			　頬(ほほ)や背筋を伝う汗にも気付かず、彼は、少女の細い首に目がけてまっすぐにナイフを振り下ろした。

			「!?」

			　しかし、まっすぐに振り下ろされたナイフの切っ先は、壁に突(つ)き立てたようにビクともしない。

			　皮膚には触れている。しかし切れない。

			　困惑したバルドはナイフを振り上げ、少女の横顔を裂くようにナイフを再度振り下ろす。

			　しかし、皮膚はおろか、触れれば消えてしまいそうなほどに細い金色の髪でさえ、切ることができなかった。

			　――これは、なんだ？

			　今までに経験したことのない存在に戸惑い、バルドが一歩退(しりぞ)いた。

			　その瞬間だった。

			「！」

			　カティがドアに向かって駆け出すとともに、ドアが勢いよく開かれる。

			　彼女は、開くドアに衝突するような間抜けではない。

			　しかし、バルドが見たのは、まるで弾き返されるように窓側に叩きつけられたカティだった。

			（クソッ……！）

			　視界をドア側に戻しつつ、バルドはチリチリと刺すような殺気を頼りに身体をひるがえす。

			　直後、ハンマーのような拳が、バルドの頬(ほほ)を擦(さつ)過(か)する。

			　ギリギリで避(さ)けられたのは単なる偶然でしかない。

			　しかし、闇に乗じた接近戦ならば、一日の長は自分にある。

			　そう瞬時に判断してナイフを握りなおそうとした瞬間、突如バルドは腹から脳にぶち込(こ)まれた痛みの衝撃で全身の自由を失った。

			（あり、え……ねぇ……）

			　奇跡的に避(さ)けられた先ほどの打撃は、確かに左手によるものだった。

			　しかし、朦(もう)朧(ろう)とする意識の中で見たものは、ゆっくりと左腕を引き戻す男の姿だった。

			　

			　自分が拘(こう)束(そく)されていることに気付くバルド。何とか抵抗を試みようとするが、身体は一切の言うことを利かない。だというのに、腹部に残る痛みは、それだけで胃の中の物を吐きだしそうになるほどだった。

			「くっ……！」

			　バルドがうめき声を出すと、ベッドの盛り上がりがわずかに動く。

			　ゆっくりと起き上がったエルフの少女は、バルドたちを見ても特に反応を示さない。

			　まるですべてを知っていたかのような視線に、全身が震えあがる恐怖を覚えた。

			　そんな彼から何でもないように視線を外し、エルフの少女、イリアは彼らを拘(こう)束(そく)した青年、フランクに顔を向ける。

			「……まさか初日に来るとは思いませんでした」

			「呑(のん)気(き)にもほどがあるぞ」

			　受付で見た姿とは打って変わった闘志剥(む)き出しの佇(たたず)まいに、険(けん)のある言葉。何より手に嵌(は)め込(こ)まれた籠(こ)手(て)が、支部の制服にはそぐわない異彩を放っていた。

			　バルドのすぐ脇に倒れたカティは完全に意識を失っている。

			　イリアは２人の拘(こう)束(そく)を見て取ると、フランクに対して頭を下げた。

			「申し訳ありません、支部長。お手をわずらわせてしまいました」

			　虫が入り込(こ)んでいるのを処理してくれたことに感謝している一方、そんなくだらないことのために手をわずらわせて申し訳ない。バルドの目には、イリアの姿がそう言っているように映った。

			　あらゆる点が規格外。敵うわけがないという事実だけを叩きつけられる存在。

			「く、来るな化け物……！」

			「大人しくしてください。あ、舌を噛(か)み切ったり毒を飲んだりしても無駄ですよ。絶対に回復させて見せますので。あなた方が襲った人たちも全員無事です。これで信じていただけますか？」

			　襲撃した獣人たちが無事。

			　そんな情報はなかった。死に至る深手を負った人間が治(ち)癒(ゆ)すれば、もっと話題に上がるはずだ。しかし頭に浮かぶ否定は、一切の確信を持てなかった。

			　街で獣人たちの回復が話題にあがっていなかったのは、死にかけの人間が治(ち)癒(ゆ)することが、この街にとって珍しいことではなくなっていたからに他ならない。

			　死ねない。死のうとしても意味がない。

			　だとすれば、逃げるか倒すしかない。

			　可能か？

			　不可能だ。

			　現状を打開する策は、一(ひと)欠片(かけら)も存在しない。

			（……だめだ）

			　バルドは抵抗する意思を失った。

			「その落ち着きよう……イリア、最初から囮(おとり)になるつもりだったな？」

			「え、ええ。まさか初日に来るとは思いませんでしたが……」

			　散歩で街を徘(はい)徊(かい)したのはリュネヴィルに雛(ひな)がいることを確認させるため。

			　ラシェルへの伝言は大衆の前でイリアの部屋に雛(ひな)がいることを教えるため、窓を開け放っておいたのも、もちろんわざとなのだろう。

			　今ならフランクにもそう理解できるが、納得はできなかった。

			「俺が警戒してなかったら、どうするつもりだったんだ？」

			　もちろん、私が捕(ほ)縛(ばく)してました。

			（なんて……言える雰囲気じゃないよね……）

			　フランクはイリアの能力をすべて知っているわけではない。どうしたものかと悩むイリアを見て、フランクは一つため息を吐いて、頭と話題を切り替える。

			「この２人を地下に運んでくるから、イリアは応接間で待機」

			「……はい」

			　フランクらしからぬ有無を言わせぬ物言いに、イリアは素直に頷(うなず)くしかなかった。

			「……ぴぃ？」

			　この騒動で起きてしまったのだろう、寝ぼけた雛(ひな)が顔を上げる。

			　イリアは雛(ひな)をもう一度寝かしつけ、着替えた後フランクの言いつけ通(どお)り応接間で彼が来るのを待つことにしたのだった。

			　

			「業務さえこなしてくれるなら君の力に関しては詮(せん)索(さく)しないと採用の時には話したが、今回のことは看過できない。なぜ俺に言わなかった」

			「敵を騙すには味方からと言いまして……」

			「敵に露見するのを防ぐ意味は分かるが、俺まで警戒に含める必要はない」

			　地下にある倉庫の一つに侵入者を閉じ込(こ)めたフランクは、応接間に戻るや否や、イリアを叱った。

			　フランク自身、自分の一人称が地である〝俺〟に変化していることに気付いていない。

			　それほどに彼は怒り、また心配していた。

			「すいませんでした……以後気を付けます」

		

	
		
			[image: p_105.jpg]
		

	
		
			「……他に誘(おび)き出そうとしてたりすることはないな？」

			「はい」

			　イリアの返答が本心からのものだと信じ、フランクは大きなため息を吐いた。

			　雰囲気が変わったのを察してイリアが顔を上げると、フランクは虫も殺さなそうな普段の表情に戻っていた。

			「あの２人、盗賊ギルドに所属してるようだ」

			　差し出された登録証をイリアが確認する。

			「私はこれから尋問を行うが、何か聞いておいて欲しいことはあるか？」

			「え？　お一人で……いえ、なんでもないです」

			　フランクはどんな手を使ってでも情報を引き出そうとしている。残酷な尋問を行う姿を見せたくないという気持ちに気付き、イリアは言葉をとめた。

			（気をつかう必要なんてないんだけどなー……）

			　色々な意味で彼女の言葉は真実なのだが、ここで我を通(とお)すほどの案件でもない。

			「じゃあ一つだけ。聞いておいて欲しいことというか、支部長へのお願いというか」

			「フランクだ」

			「へ？」

			「フランクでいい。そうしないと君はいつまでも他人行儀なままだろう」

			　イリアの場合は他人行儀ではなく、あくまでそれは前世で身についてしまった縦社会ならではの癖(くせ)だった。

			　彼女自身それは自覚しているのだが、前世が絡むのでどうにも説明がしにくい。

			（……今の流れじゃ、何を言っても駄目そう）

			　上司に気安く接することに抵抗はあるが、イリアは頭を切り替えることにした。

			「分かりました。フランクさんへのお願いなんですが、あの２人に依頼を持ちかけて欲しいんです」

			「……どんな？」

			「竜神の卵に関するすべての情報の開示です。うちのギルドからの依頼という形で白状させることで、彼らを盗賊ギルドへの諜(ちよう)報(ほう)員(いん)として扱ってもらえませんか？　もちろん、盗賊ギルドには引き続き所属してもらったまま」

			　いわゆる、二重スパイである。

			　盗賊ギルドは総本山から各地のギルド員に直接繋がる独立した体制を持っている。この構造は縦(たて)の繋がりは強い反面、横の繋がりが極端に弱い欠点があり、本人が協力すれば寝返りは気付かれにくい。

			　その点を危(き)惧(ぐ)し、盗賊ギルドは独自の教育機関にて構成員の洗脳を行っているのだが、イリアにとってそこは問題ではない。目には目を。精神干(かん)渉(しよう)には精神干(かん)渉(しよう)を。洗脳されているのであれば、洗脳を解けばいいだけの話だ。

			　しかし、イリアの能力を知らないフランクには、そう簡単に頷(うなず)ける話ではない。

			「……彼らを見逃すのか？」

			「いえ。達成報酬は刑執行保留程度で、もちろん相応の償(つぐな)いはしていただきます。竜神の怒りが収まらないのであれば、真っ先に差し出しましょう」

			　と、そこでイリアはふと気付いた。

			　自分たちが知り得ているがゆえに、すっかり見落としていた一つのこと。

			「あの人たち、あの卵が竜神の卵だって知らないかもしれません」

			「そんなことが……あるか」

			「はい。部下を捨て駒というか、部品としか思っていない上司ならあり得ます」

			　若(じやつ)干(かん)言葉を濁(にご)したものの、すべての幹部がその種類の人間だとイリアには断言できた。

			　かつて出会っては打ちのめしてきた幹部だけでなく、彼女に盗賊ギルドの変革を約束した人間から得た情報も、その確信を裏付けている。

			「ですので、竜神の卵だったことは状況を見て切り出してください」

			「分かった」

			　立ち上がったフランクは、ドアに手をかけたところで立ち止まる。

			「君はすぐ部屋で休みなさい。あのごたごたの中でもなかなか起きなかった豪胆さの持ち主でも、君がいないときっとすぐに寂しがる」

			　トラウマにでもなってるのか、お腹を擦(こす)るフランクにイリアは苦笑いを浮かべた。

			　前世では妹が赤ちゃんの時にかなり手を焼いた覚えがあるが、それを考えれば竜の雛(ひな)はまったく手がかからないと言っていい。

			　寝つきが良く、夜泣きをせず、癇(かん)癪(しやく)も起こさない。

			（体当たりくらい可愛いもんだよね）

			　そう考えたのも束の間、自分は結界で身を守っていることを思い出したイリアは、自分が言えたことじゃないと改めて苦笑するのだった。

			　

			　翌日の昼。

			　フランクが淹(い)れた紅茶の香りが部屋いっぱいに広がる応接室で、イリアとフランクは向き合っていた。

			「彼らは竜の卵とは知っていたが、竜神の卵だとは知らなかったようだ」

			「そうですか……」

			「竜神と聞いてさすがに思うところがあったんだろうな。今朝になって依頼を受けてくれたよ」

			「良かった」

			　もし彼が聞き出せなかった場合【読心】スキルを使おうと考えていたイリアだったが、必要ないと知り安(あん)堵(ど)した。

			【読心】スキルはチートによる能力の向上が仇(あだ)になるタイプの典型であり、読み取った表層どころか深層心理、記憶までもを読み取ってしまう。なみの理性では自己認識が崩壊してしまうため、それは自殺行為に等しい。

			　他にもイリアには結界を外して魅了を解放する手段もあったが、こちらは完全に相手の意思を奪い下僕にしてしまうため、彼女にとっては忌(い)むべき手段だった。

			　イリアの安心をそのまま受け取ったフランクが言葉を続ける。

			「彼らが受けた依頼は、馬の魔物が奪った竜の卵の奪取と、卵に関わった者の排除。初めは依頼通(どお)り馬の魔物を追っていたが、途中で同じように卵を狙う者とやり合ったらしい」

			「同じように、ですか？」

			　イリアの問いに、フランクはわずかに顔をひそめて頷(うなず)く。

			「彼らの言葉をそのまま伝えるが……初めに近づいて来た時は人の姿をしていたらしい。だが、気付いた時には黄色の鱗(うろこ)と一本の角を生やした海蛇に変わっていたんだそうだ。その海蛇を何とかまけた時には、すでに卵はあの３人の手に渡っていたらしい」

			　海蛇の特徴を聞いて、イリアは天宮で見たウンクテヒを思い出す。

			　現在上がっている情報で雛(ひな)と関連していると考えられるのは、まず卵の奪取を依頼した者。それとは別に卵を狙う者。そして、卵を守ろうとした麒(き)麟(りん)だろう。

			（うわぁ……めんどくさ……）

			　挫(くじ)けそうになる心を叱(しつ)咤(た)して、イリアはフランクに訊(たず)ねた。

			「……馬の魔物にはどんな対処が命じられていたんでしょうか」

			「特に言及されなかったらしい。彼らも依頼主と会ったそうだから間違いないだろう」

			　イリアは耳を疑った。

			　盗賊ギルドは、基本的にブラック企業と一緒である。部下は人間でなく部品であり、末端は上層部から送られる依頼をこなすだけしか頭にない。依頼内容に是非を唱えることはおろか、依頼主に直接会うことすらないのだ。

			「あの２人、それなりの地位にいたんですね」

			　イリアは意外そうに零(こぼ)すが、フランクはそうは思わなかったらしい。

			「ああ。実力も相当のものだったからな。前にいた小悪党とは雲(うん)泥(でい)の差だよ」

			　一撃でのしたフランクだが、接近を察知したカティや初撃をかわしたバルドの実力は認めていた。一方、イリアは彼の言葉に頷(うなず)きつつも、内心では承服しかねていた。

			　彼女の知る盗賊ギルドは、老害で埋め尽くされた、実力ではなく血がものを言う組織だからだ。

			（アレン、早く改革しないと総本山ごと更(さら)地(ち)にしちゃうぞ？）

			　彼のハーフエルフと別れてから数年と経っていないため、彼女もそこまで焦らせるつもりはない。しかし、こうして周囲に害が及べば、内側からの変革を待たずして外側から変えてしまう手段も考えなければならなくなる。

			　今のところは内心で脅すに留め、イリアは再びフランクへと意識を向き直した。

			「依頼主について何か言いましたか？」

			「ああ。名はカトーと言っていたが恐らく偽名だろう。その男の特徴だが、中肉中背の優男で、肩まで伸びた長い茶髪に、目は明るめの茶色だったそうだ」

			　どこにでもいそうな容姿。これはまったく手掛かりになりそうにないな、と思った矢先だった。

			「それと、喉元に焦げ茶色の鱗(うろこ)のようなものがあったらしい。どこかの部族かと考えたようだが……君は知ってるか？」

			「ええ……はい」

			　喉元に残る一枚の鱗(うろこ)。

			　それは竜の姿に戻る際に反転し、逆(げき)鱗(りん)となる。竜が人に化けている証だった。

			「なるほど……おかげで分かってきました」

			「本当か」

			　イリアは落ち着いた様子で頷(うなず)きを返すものの、内心では叫びたい気持ちでいっぱいだった。

			　人に化けられる竜は竜神とその眷(けん)属(ぞく)に限られる。麒(き)麟(りん)は竜神を裏切るような行動は取らず、そもそも取ることができない生き物だ。

			　つまり、竜神にとって良くないことに、この雛(ひな)を利用しようとする者と、それを邪魔する者双方が眷(けん)属(ぞく)にいる、ということになる。

			　そこで、麒(き)麟(りん)は雛(ひな)の安全を確保するために自分を利用した。そうイリアは結論付け、

			（あのウマぁ……！）

			　一族のごたごたに巻き込(こ)まれた怒りが、彼女の内でふつふつと沸(わ)いてきた。

			「イリア？」

			「ひとまず放置しましょう。いずれあちらから接触があるはずです」

			　わざわざ天宮に行ってやる必要もない。雛(ひな)を連れて行くのは麒(き)麟(りん)への憂(う)さ晴らしにはなるが、雛(ひな)に罪はない。この子がゴタゴタに巻き込(こ)まれることは本意でなかった。

			「……その接触は、昨夜のようなことにはならないんだな？」

			「はい」

			　雛(ひな)を狙う陣営が先に来た場合は話が別だが、麒(き)麟(りん)も馬鹿ではない。殺意や敵意に敏感だからこそ、必ず相手より先に動くだろう。

			　昨日、彼女が遠い空で麒(き)麟(りん)を目撃したのも、殺気が消えるまで待っていたのだとすればその不可解な行動にも説明が付く。

			　まだ空から見ているのであれば、暗殺者が捕まったのを見て動き出すはずだ。

			　そう考え、イリアは雛(ひな)に笑いかける。

			「来たらどうしよっかな～」

			「ピ？」

			　首を傾(かし)げる雛(ひな)の頭を撫(な)でると、気持ちよさそうに目を細める。この子を守れと言うのであれば、その重要性に見合った物をもらわなければならない。

			（天宮の財宝といえば、やっぱり竜神の腕輪かな？　いや、竜神の耳飾りも捨てがたい）

			　竜神の鱗(うろこ)から作られた腕輪は所有者の魔力を使い魔術障壁を作り出す宝具である。自分で魔力をまとえるようになるまでは雛(ひな)に着けさせておきたい。

			　遺骨で作られた竜神の耳飾りは物理障壁となる。現時点でも普通の攻撃ならば物ともしない防御力を所持しているが、風の魔術で障壁を覚えるまでは持たせておきたいところだ。

			　どちらも以前天宮で受け取りを拒否したものだが、雛(ひな)を守るためであれば話は別である。

			（どっちも竜因子と相性がいいから、雛(ひな)にもぴったりだ！）

			　宝具に限らず、これからの雛(ひな)の成長を考えると胸が躍る。

			「夢が広がるね！」

			「ピィ！」

			　来るなら来てみろ麒(き)麟(りん)、とイリアは窓の外を睨(にら)みつけるのだった。

			　

			　イリアの意思が届いたわけではないが、麒(き)麟(りん)は宙を駆けていた。

			　一刻も早く彼の地に向かうため、脚に魔力を集中する。

			　黄色の大地を覆(おお)う雲海を突(つ)き抜けると、絶え間なく広がる雲の絨(じゆう)毯(たん)の一点に、渦(うず)を巻く穴が見えてくる。

			　雲の気流に飲まれぬよう渦(うず)の中央に下降すると、そこには青々とした森林が広がっていた。

			　森林の他にも、気高さを象徴するような独(どく)立(りつ)峰(ほう)があった。そこから湧(わ)く清流は滝を形成し、滝が流れ落ちることで生み出される虹は森林に幻想的な橋を架けていた。

			　滝の下に広がるのは湖。その中央にはコの字を描く屋敷が鎮座していた。

			　屋敷に降り立つや否や、麒(き)麟(りん)は人の姿へと変じる。

			　背に乗せた袋から服を取り出し、瞬(まばた)きのような速さで着込む。

			　すれ違う同胞たちには会釈をするに留め、麒(き)麟(りん)は屋敷の奥座敷へと向かった。

			「ジーン様！　白の御子について奏(そう)上(じよう)いたします！」

			　白の御子……自身の分身でもある雛(ひな)の名を上げられれば、到底無視できるはずがない。

			　そう考えていたとはいえ、数秒と経たずに襖(ふすま)が開かれたことは意外だった。

			「申せ、アウリール」

			　その表情は、明らかに憔(しよう)悴(すい)していた。

			　やむを得なかったとはいえ、主の様子を見て改めて胸が締(し)め付けられる。

			　麒(き)麟(りん)は即座に平(ひれ)伏(ふ)し、主に告げる。

			「白の御子の行方をご報告いたします」

			「無事なのか!?」

			「無事にございます。……イリア様の御(み)許(もと)にございますゆえ、ご安心ください」

			　イリア。

			　その名を聞いた瞬間ジーンは硬直する。

			　そしてその名を示す姿が記憶と結びつき、ジーンの脳内に像を結ぶ。

			　美しさだけでなく、その内面にこそ惚れ込(こ)んだエルフの少女。彼女の笑顔を思い出すだけで、今でも胸の高鳴りが抑えられなくなってしまう。

			　彼女の庇(ひ)護(ご)下(か)にいるのであれば、間違いなく安全だろう。

			「そうか……」

			　ジーンは安(あん)堵(ど)と焦がれる思いで息を吐いた。

			　

			　支部の２階に並ぶ個室の前に立ち、イリアはドアをノックして扉を開く。

			「失礼します」

			　イリアがお辞儀して入ると、

			「待っていたよ、愛しのイリア！」

			　肩までのばした緋(ひ)色(いろ)の髪を揺らしながら、美形の人物が飛びこんできた。

			　イリアはひらりと躱(かわ)し、侮(ぶ)蔑(べつ)の視線を向ける。

			「……まずは自分の子供に言うべきことがあるんじゃないですか。竜神様」

			「手厳しいなあ」

			　そう、竜神である。

			（……まさか張本人が来るとは思わなかった）

			　あきれながら、イリアは直立不動で竜神の横に控える青年へと目を向ける。

			「貴方(あなた)もそう思いますよね、麒(き)麟(りん)なんだから」

			「は、はい……」

			　茶髪の青年は彼女の視線を受け、気まずそうに視線をそらした。

			　気まずそうな理由が雛(ひな)を押し付けたせいなのか竜神を責めることに対するものなのか、イリアには分からない。それでも真面目な本音を言ってしまうあたり、やっぱり麒(き)麟(りん)は麒(き)麟(りん)だ。

			「もちろんこの子ごと抱きしめるつもりだったんだけどね。……うん。立派な子が生まれたようで何よりだ」

			「ピィ……」

			　竜神に撫(な)でられるが、雛(ひな)はあまり喜ばない。

			「ピッ！」

			「痛っ」

			　喜ぶどころか尻尾(しつぽ)で手を弾かれてしまう。

			　やーい嫌われてやんの、と口にはしなかったものの、視線で気付いたのだろう。ジーンは苦笑しながらイリアに向き直る。

			「いたた……やっぱり親が素っ気ないから子も真似してしまうんだな。そういうことでイリア、大人しく嫁に来なさい」

			「嫌です」

			　誰が親だ。そういうことでとか、そんな言い方で心変わりする奴がいると思ってるのか。

			　色々言いたいことがあるのに突(つ)っ込(こ)みが追い付かない。

			（だからこのバカと関わるのは嫌なんだ）

			　内心で毒づくイリア。しかしジーンはそれに気づいていないのか、はたまた気付かぬ振りをしているだけなのか、気にした様子を見せずに言葉を続ける。

			「君の心のことは知っているし、何より私のこの身体のことは知っているだろう？　私以上にお前を受け入れられる者は存在しないよ」

			「けっこうです」

			　男の記憶を持つイリアだからといって、両性具有の相手をする気はさらさらない。

			「そんなどうでもいいことに時間を費やすくらいなら、早く用件を言ってください」

			「私以上の不老長寿のくせによく言うよ」

			「私以外の人は貴方(あなた)に振り回されて無事でいられるほどの余裕はないんですよ。支部長を呼んできます。そこで説明していただきますので」

			「仕方ないなあ」

			　仕方なかろうが不承不承だろうが問答無用だ。

			　

			　呼んできたフランクと竜神がテーブルで対面して、イリアと麒(き)麟(りん)がその後ろに控える。

			　少し竜神が物言いたそうだが、イリアは完全に黙殺した。

			「ジーン様、ご紹介します。こちらギルド連合支部長のデシャンでございます。デシャン支部長、こちらは竜神のジーン様です」
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			　ジーンの正体を聞いたフランクが固まる。

			　対して、竜神は顔に能面のような笑顔を貼り付かせていた。

			「これはこれは。ジーンと申します、デシャン様。妻がお世話になっておりますゆえ、竜神でもジーンでもお好きな方をお呼びください」

			「と、とんでもないことでございます。竜神様。デシャンとお呼びください」

			「僭(せん)越(えつ)ながら訂正させていただきます。竜神様と私は赤の他人です」

			　ジーンの軽口をきっぱりと否定しておく。

			　万が一にも外堀を埋められては敵わない。天宮にいた頃のように挙式がどうのこうの言われても面倒なので、蒸し返す前に話題を変える。

			「竜神様、我々に雛(ひな)を預けられた真意をお聞かせ願いますでしょうか」

			「ふむ」

			　竜神は考え込(こ)み、やがて口を開く。

			「まず訂正しておくが、私が事を知りえたのはつい先ごろのことだ。アウリール。お前の口から申せ」

			「畏(かしこ)まりました、ジーン様。事の起こりはジーン様がそこにおられる第二子をお産みになられたことから始まります」

			「え、第二子？」

			「正確には双子にあらせられます」

			　双子。眷(けん)属(ぞく)の暗躍に、麒(き)麟(りん)の仁義。これらの情報を得たことで、イリアにも今回の流れが読めてきた。

			「通例通り、竜神の名を継がれる御子がお一方であれば何の問題も起こらなかったのですが、これを機にと暗躍する者が現れたのです」

			「後継者……いや、派閥争いですか？」

			　フランクの読みに麒(き)麟(りん)は首(しゆ)肯(こう)する。

			「天宮に満ちる敵意に私が気付いた時、お一方はすでに囲われてしまっていました。止むを得ず私はもう一つの卵をお守りするため地上に運んだのです。派閥争いに興味がなく、竜神様の御(み)児(こ)を利用することもない……何より信のおける人物として、勝手ながらイリア様を頼る他なく、より確実に受け取っていただくため、通りかかった方を誘導した次第にございます」

			　自身に話題が向けられたイリアは警戒を強めたが、守るだけの力がある、と口を滑らせなかったことで一応及第点と判断することにした。

			「無関係の方々を巻き込(こ)んでしまったことを深くお詫び申し上げます」

			　謝意を述べ、深く深く腰を折る。

			　眷(けん)属(ぞく)とは言え、竜神の血統である麒(き)麟(りん)の見せる誠意は、動揺する以上にフランクの心に響(ひび)いた。

			「頭を上げてください。幸い死者もいませんし、何より終わったことです」

			「御慈悲、痛み入ります」

			　会話の中、うんうんと悦に入る竜神をイリアは殴りたかった。

			　派閥が生まれるほどに多様性が生じたのは気の赴(おもむ)くままに眷(けん)属(ぞく)を産んだり産ませたりしたことに原因がある。争いが起きぬようまとめ上げる気がないのであれば、親を気取って眷(けん)族(ぞく)を作る資格はない。

			　そんな怒りを抑え込(こ)もうと雛(ひな)とじゃれ合ってる間も、フランクは冷静だった。

			「それではお二方がこちらにお見えになったということは、問題は解決を見たということでよろしいのでしょうか」

			「いや」

			　竜神は即答した。

			　いとも簡単に否定したことに、イリアは脱力するようにあきれてしまう。

			「先ほど言ったように、私が今回のことを知ったのはつい先頃だ」

			「では――」

			「今日来たのは、感謝と謝罪。それと懇(こん)請(せい)のためだよ」

			　竜神はイリアに向き直り、頭(こうべ)を垂れる。

			「愛する我が子を守ってくれたこと、心より感謝する、ありがとう。また、身内の不始末で迷惑をかけたこと心より謝罪する、済まなかった」

			「どちらも私一人で成したことではありません。どちらも正式な書類に起こし、ギルド支部に寄(よ)越(こ)してください」

			「分かった。それがこちらの慣習というならそうしよう」

			「では、最後の懇(こん)請(せい)とは？」

			　竜神の目に、いつにない真剣さを感じる。

			「どうか、その子を育てて欲しい」

			（だろうと思った）

			　天宮にとって、子守をイリアに押し付けることができたらどうなるか。

			　派閥争いは一応形を潜(ひそ)め、雛(ひな)の安全は保証される。ついでと言っては大きすぎるが、イリアとの繋がりも作れるのだから、竜神としては子を手放す苦痛に見合うだけのメリットがある。

			　ちょっと変わった養子縁組のつもりなのだろう。

			　絶対にお断り。

			　それが、〝天宮の動機〟だけを考えた場合の結論だ。

			　しかし、イリアは一度雛(ひな)を見て、

			「分かりました」

			　と竜神に答えた。

			　イリア以外の全員が驚きに目を見開く。

			「ただし、条件が二つあります」

			「なんでも言ってくれ。なんなら私の愛を」

			「そんなものいりません」

			　何が愛だ。そう言いたげな半眼をジーンに投げかける。

			　交配なしで自分の卵を産むことができ、しかし多くの眷(けん)属(ぞく)を持つ竜神の語る愛という言葉は性交の口実にしか思えず、イリアは竜神を信じることができなかった。

			「まず、この子の意思です」

			「ピィ？」

			　イリアは考え、抱いた雛(ひな)と視線を合わせてからジーンを示す。

			「あの人、君の親なんだよ」

			「……ピィ」

			　竜神に視線を向ける、雛(ひな)は一応理解したように鳴き声をあげた。

			「君はあっちの人たちと暮らすこともできるんだよ？」

			「イ、イリア様」

			「派閥争いなんて私が止めさせます。誰が相手だろうと」

			〝誰が〟でジーンに視線を向け言い切ると、さすがの竜神も顔を引きつらせた。麒(き)麟(りん)に至っては顔が青ざめてしまっている。

			「君はどっちで暮らしたい？」

			「ピィ……」

			　やはり理解しているのか、雛(ひな)はイリアと竜神を交互に見る。

			　抱えたままじゃ選べないだろうとテーブルに降ろしてやると、雛(ひな)はおずおずと歩き出した。

			　その歩みの先には竜神がいる。

			　イリアによる派閥争いの鎮(ちん)圧(あつ)。ただならぬ事態を引き起こす恐れがあるとはいえ、やはり親なのだろう。複雑そうにしながら喜びを隠しきれない竜神のもとに、雛(ひな)はゆっくりと向かっていく。

			　ためらいがちに竜神が手を差し出すと、雛(ひな)はその手を舐(な)めた。

			「そうか……」

			　何かを決意するように目を伏(ふ)せる。その親子の姿を見て、イリアは微笑む。

			（私も覚悟を決めよう）

			　派閥争いを起こす者たちにお灸(きゆう)を据(す)えるだけなら、自(じ)戒(かい)を破ったことにもならないだろう。いつの間にか考えていた言い訳に、イリアは自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)する。

			「イリア、済まないが……よろしく頼む」

			「うん。分かった」

			　イリアと頷(うなず)きを交わした竜神が立ち上がり、雛(ひな)を抱こうとしたその時、

			「ピッ！」

			「痛っ！」

			　尻尾(しつぽ)でその手が弾かれた。

			「「「　へ？　」」」

			　驚きに目を瞬かせる彼女たちをよそに、雛(ひな)はイリアに猛ダッシュで飛びついた。

			「ピィッ！　ピィ～！」

			「あ、こら」

			　ぺろぺろと顔を舐(な)めまわし、甘えたい放題の雛(ひな)。

			「「「　…………　」」」

			　先ほどまでの雰囲気はどこへやら。困惑や失意が綯(な)い交(ま)ぜになった、複雑な空気が部屋に充満した。

			（さっき舐(な)めてたのって、もしかして、別れの挨拶みたいなもの？）

			　消沈した空気にかける言葉も見つからず、仕方なくイリアは話を進めることにした。

			「あー……えっと、二つ目の条件なんですけど」

			「あ、うん」

			「この子を守るのに天宮は全面的に協力してください」

			「う、うん。もちろんだよ。宝具でも作物でも力でも、なんでも言って」

			　妙に気の抜けた空気で交わされる約束。

			　ちゃんと守られるかを一瞬心配したイリアだったが、義理の塊(かたまり)とも言える麒(き)麟(りん)がこの場に居合わせているため、おそらく大丈夫だろう。

			「で、ではこちらをお納めください」

			　麒(き)麟(りん)が渡してきたのは、半透明の核を中心に装飾の施された竜神のピアスだった。

			　竜神のピアスは風を介してどんな距離でも竜神と通話が可能となる、トランシーバーに近い機能を持った宝具だ。

			　以前使った時に丁重にお返ししたものが再び戻ってくるとは思わなかったものの、持っていた方が便利だと判断し、イリアはピアスを受け取る。

			「ではイリア……すまないが、よろしく頼む……」

			「あ、はい……」

			　ほんのちょっと前に同じやり取りをしたはずなのに、テンションが天と地ほど違う。

			　もともとそのつもりだったのに、予定通りに事が進んでも凹(へこ)まされる竜神。

			（ナイスだ雛(ひな)！）

			　内心の喝(かつ)采(さい)をおくびにも出さず、イリアはかねてより気になっていたことをジーンに訊(たず)ねる。

			「ところで、この子の名前はなんて言うんですか？」

			「え？」

			　え、じゃないだろこのバカ。という言葉を言いかけ、すんでの所で押し留める。

			　対して、ジーンはさも意外だと言わんばかりの表情だ。

			「てっきりもう名前をつけてるもんだと」

			「親が分かってるのに、そんなことするわけないじゃないですか……」

			　それもそうか、と竜神は笑い、麒(き)麟(りん)は声にならないため息を吐く。

			「ではイリアに任せるよ」

			「……正気ですか？」

			「もちろん正気。それに本気だよ。その方が君も愛をもって育ててくれるだろ？」

			　計算したうえでの馬鹿な振りなのか、それとも天然なのか。

			　竜神の性格がよく分からなくなるイリアだった。

			　

			　雛(ひな)の動向に決着がついたことで、竜神は天宮に帰還した。だがフランクは心労のせいか、部屋のベッドで横になっている。

			（あとでお粥(かゆ)でも持って行ってあげようかな）

			　自分にも責任があると考えたイリアは、罪悪感からそんなことを考えた。

			　だがそれとは別に、彼女の頭を悩ませる問題があった。

			「どうしよっかな……」

			「ピィ～……」

			　受付に戻ったイリアは、暇なのをいいことに物思いに耽(ふけ)っていた。

			「どうしたの、イリア。悩み事？」

			「あ、エリーゼ。お疲れ様。ちょっとね」

			「ピィ」

			　まるで気遣うように鳴いた雛(ひな)を見て、エリーゼはくすりと笑う。

			「イリア、すっかりその子に懐かれちゃったね。悩みってその子のこと？」

			「うん。実は」

			　ちょうど言いかけた時に入り口の扉が開かれた。

			「いらっしゃいませ」

			「いらっしゃいませー……」

			　客を迎える挨拶がほとんど条件反射で出たが、やる気のない方がイリアである。

			（接客で悪い評判も聞かないし）

			　免(めん)罪(ざい)符(ふ)のように言い訳を考えるイリアだが、彼女はその気(け)怠(だる)そうな様子が「物(もの)憂(う)げ」や「儚(はかな)げ」で美しさを引き立てているという本当の評判を知らなかった。

			「こんにちは、エリーゼさん。イリアさん、お久しぶりです」

			「やぁイリア、エリーゼ。その子……もしかして噂の竜!?」

			　やってきたのは、資金稼ぎの遠征から戻ったカティアとエリヴィアだった。

			　街の人たち同様、人に懐いている様子の竜に恐怖心はないようで、２人揃って雛(ひな)に手を伸ばす。

			「あはは、可愛いですね～。名前はなんていうんですか？」

			「まだ決めてないんですよ」

			「もしかして、悩んでたのってそのこと？」

			「うん」

			　最初の候補は「ヒナ」だった。しかし、大きくなれば「子供」という名前は半人前のように取られてしまうかもしれないと却下した。

			　名前を考えるうえで最も頭を悩ませる原因が、性別である。

			　中世的な竜神とは言え、成長するにつれ男寄りの容姿か女寄りの容姿かが明確になっていく。現時点ではどちらになるか判からないので、響(ひび)きのいい名前だとしても可愛すぎるものや厳(いか)ついものをつけるのは避(さ)けたかった。

			「ハクがいいかなって思ってるんだけど……」

			　穢(けが)れを知らない白。すべてが平等に映える白。ずっとそうあって欲しい、というただの自身の願望にイリアはバツが悪そうな表情を浮かべるが、周囲の反応は異なっていた。

			「いいと思います！」

			「うん、綺(き)麗(れい)な白竜だし、ぴったりじゃない？」

			「イリアちゃんが親なんだ。その子も喜ぶに決まってらあ」

			「うんうん」

			　カティアとエリーゼ、そしていつの間に話を聞いていたホールにいた者たちにも認められたことで、いつの間にかハクで決まってしまった。

			　まったく異論を持たないカティアが、改めてハクを撫(な)でながら微笑む。

			「よろしくね、ハクちゃん」

			「しっかりイリアちゃんのこと守ってやんな」

			「ピィ！」

			　ホールに笑顔が溢(あふ)れて、イリアは苦笑する。

			「おお！　頼もしいじゃないか」

			「こりゃイリアちゃんも安心だな！」

			　ホールが盛り上がる傍ら、厨(ちゆう)房(ぼう)から話に加わっていたリディがイリアに問い掛ける。

			「子供って言えば、イリアちゃんの親はどうしてんだい？」

			「生きてますよ。たぶん」

			「ならよかった。たまには顔でも見せてあげなよ？」

			「そうですね……」

			　イリアは曖(あい)昧(まい)な返事を返して話題を切り上げた。子供を捨てるような親でも周りからすれば一応家族だから、何かあれば里を出ることができるヨルクあたりから報告があるだろう。

			（来なくていいけど）

			「ピィ？」

			「ううん。なんでもないよ」

			　見上げてくるハクを撫(な)でながら、イリアは昔を思い出していた。

			　前世の家族はごく普通の家族だった。自慢する長所もなければ、卑下する短所もない普通の家族。

			　一時期、もっと裕福な家に生まれていれば、コネのある親の下に生まれていればと思ったことがある。だが、発注の桁(けた)を間違えてクビになりかけた時、育休をとった結果自主退職させられた同僚の仕事に追われて死にそうだった時、変わらず励(はげ)まして送り出してくれたのは、その普通な家族だった。

			　――この家に生まれて良かった。

			　心からそう思えた。

			　この子もいつか、ここを離れていくだろう。

			　離れた先で傷つくこと、辛いこともあるかもしれない。

			　傷ついて、苦しんで、

			　クレーマーや暗殺者のように、心を腐らせて他者を脅かそうとするくらいなら――

			　盗賊ギルドの幹部のように力に怯(おび)え、他者を押さえつけようとするくらいなら――

			　竜神のように、身内以外には心を閉ざしてしまうくらいなら――

			　逃げていい。

			　みっともなく逃げて誰かに笑われたって、その世界で生きていれば、やり直すことだってできるのだから。

			　だからその時、安心して逃げられる、安心して帰って来れる場所……、

			「よろしくね、ハク」

			「ピィッ！」

			　――この子にとって、私がそんな場所になってあげられたらいいな。

			　イリアは微笑み、幼い竜を撫(な)でながらホールを眺(なが)めるのだった。

		

	
		
			第３章　決意

		

	
		
			　ロンドヴィル王国の王都から南に位置する都市、リュネヴィル。

			　リュネヴィルはかつて東のピネアヴィルがアクラディスト王国の領土、ピネアディストだった頃、東からの侵略に対する重要な拠点として発展した城(じよう)郭(かく)都市だ。

			　だが先々代国王の時代にピネア地方が併合され、先代の国王がアクラディスト第一王女を王妃として迎えたことで、拠点としての重要性は失われた。また、王都への物資搬送ルートからも外れてしまったこともあり、その後リュネヴィルはその城壁には似つかない、農業都市へと推移していった。

			　農業都市といっても特産物があるわけでもなく、そのくせロンドヴィル中を股にかける２つの大きな盗賊ギルド〈銅(どう)紙(し)のサーレ〉と〈蓮(はす)のマベルタ〉が互いに覇(は)権(けん)を争うという闇を抱えていた。

			　当然大半の住民はそんな都市から離れていったのだが、様々な事情で離れられない住民たちは、ギルドの抗争に怯(おび)えながら細々と暮らしていた。

			　そんな重要性も低いうえに厄介な場所に（自称）左(さ)遷(せん)されてきたエクトル。

			　そして、27歳という若さでギルド連合リュネヴィル支部の長に大抜擢されたフランク。

			　この２人の活躍で２つの盗賊ギルドは跡形もなく駆(く)逐(ちく)され、今では誰もが昼間から悠々自適にすごせる安全な都市へと変(へん)貌(ぼう)した。

			　そこに目をつけたのが彼女、イリア・シュルツだ。

			「私の平穏を邪魔する奴は、絶対にゆるさないんだから。べ、別に街の人たちのためじゃ（略）」

			　リュネヴィルは長い根無し草生活の末に彼女がやっと見つけた、安息の地だった。

			　

			「宿場町、ですか？」

			　応接間でフランクと対面するイリア。おねむのハクは前掛けの上で丸まって熟睡中だ。

			「最近ここも人が増えてきたのはイリアも知っているだろ？」

			「ええ……まあ」

			　その大半が料理目当てに来ていることも知っている。

			　残りは金の匂いを嗅ぎつけ、旅行者やギルド員たちを狙った商業・工業ギルドのギルド員だろう。

			　そんなイリアの予想は当たらずとも遠からずだった。

			「周りの都市に比べてリュネヴィルは平和で安全だって認知されるようになってきたからなんだけど、それが王都にも知られるようになってね。先日の予算編成会議で、リュネヴィルの開発計画が持ち上がったらしいんだ」

			　フランクから差し出された書類に目を通(とお)すと、確かにリュネヴィルを宿場町として再開発する旨の内容が書かれていた。その最後の書類には、丁寧にロンドヴィル国王の印鑑まで捺(お)してある。

			　内容は区画と街道の整備。今まであった〝なんちゃって街道〟に代わり、新街道を建設する予定まで書かれていた。

			「エクトルさんは王都ですか？」

			「ああ……貴族の嗜(たしな)みがどうのとぼやいていたからね。先に計画案だけをうちに回してくれたんだよ」

			（ご愁(しゆう)傷(しよう)様(さま)です）

			　幽閉と言うべきか軟禁と言うべきか。飼い殺しにしようとした新興貴族の台頭に、他の貴族がアレルギー反応でも起こしたのかな、とイリアは予想した。

			「エクトルさんはこの計画について何か仰(おつしや)っていましたか？」

			「いや、聞いてない。ただうちに回してきたところを見ると、そこまで否定的ではないんだろう。あの人は本気で嫌だと言ったら、その場で破り捨てるような人だから」

			「そ、そうなんですか」

			　温厚そうな印象を抱いていただけに、意外だった。

			「国から割り振られた予算の中でやりくりするのが普通なんだけど、今回は次の予算編成までに見積りを出さなければいけないらしくてね。ギルドに依頼として出した場合の経費を算出して欲しいんだろう」

			「ギルドですか。……そもそも、どの程度の宿場町を目指しているのか、この計画書では分からないんですが」

			「どの程度というと、規模のことかい？」

			「いえ、泊まる客層ですね」

			　上流階級の宿泊施設を作るならいざ知らず、数人が雑(ざ)魚(こ)寝(ね)で過(す)ごすような宿泊施設を作るのであれば、彼女としては賛同できない。

			「人が増えるということは、そのまま治安の悪化に繋がります。下手な客層の誘致でリュネヴィルの強みを消してしまっては元も子もありません」

			「しかし、うちに来るほとんどはギルド員だ。あまり宿泊費に金をかけるとは思えないな」

			「現在の客層を維持する、という前提で問題ありませんか？」

			　フランクは少し考え、やがて頷(うなず)いた。

			「やはりこの状況が続くことだけは避(さ)けたいからね」

			「……そうですね」

			　最近では、ほとんどの宿が満室状態となっている。

			　酷(ひど)い時には宿が確保できなかった者のために、支部の個室まで貸している。

			　一軒家を持つ住人に部屋を貸してもらえるよう、支部から依頼を出したこともあった。

			　多少売れ残ることより売り切れることを危(き)惧(ぐ)する、マーケティングとしては最悪の状態と言っていい。

			「各土地の所有者を集め、宿と居住地の区画整備を話し合うのはエクトルさんの仕事ですよね？　うちは土地の所有者向けの宿の建築費と、エクトルさんに説明するためのインフラ整備費を計上する、ということでよろしいでしょうか」

			「ああ。カロンにも連絡は出しておいたから、工業ギルドの人間を連れてきてくれるだろう」

			　今回声をかけることになるのは、工業ギルドに所属する建築技術者だ。

			　家屋の建築は通常の依頼受注と異なり、各パーティ（一団というよりむしろ工務店）の代表が集まり、ギルドに回された建築依頼の会合を行う。そして依頼された建築内容に対する見積りを各パーティが行い、集められた中で最安値の建築費を入札した者が受注権を得られる仕組みになっていた。

			　会合に参加するかどうかは各パーティ次第で、規模が小さい採算依頼からは大きいパーティほど暗黙の了解で手を引いていく。

			　依頼主はギルドを通(とお)さずパーティに直接依頼することも可能だが、その場合他のギルド同様貢献手当やランクアップといったメリットも同時に消失してしまうため、互いに何か特殊な事情を抱えていない限り、成立することは少ない。

			　むしろ懇(こん)意(い)にしているパーティがある場合は依頼作成時に指名する場合がほとんどで、その場合費用は依頼主との直接交渉を行うため、力関係の如何(いかん)によってはどちらかが損をすることもよくある話だ。

			　よって、傭(よう)兵(へい)ギルドの役割が所属ギルド員の統括と管理にあるとすれば、工業ギルドにおける建築業界への役割は適正価格の維持とモラルハザードの抑止だ。技術の維持と発展という役割もあるが、そちらは各職業に任せきりになっているのが現状である。

			　ちなみに、日曜大工程度であれば、資格を持つ工業ギルド員でなくても依頼を受注することができる。リュネヴィルには大工がいないため、武具の修繕・販売を行うサリヴァンがよく受注している。

			　閑(かん)話(わ)休(きゆう)題(だい)。

			　まずは工業ギルドの代表者と打ち合わせを行い、規模と設備の違いによる宿の大まかな経費の算出。その経費を元に、土地の所有者から宿に建て替える希望者を探すことになった。

			　しかし、そこまでに行くにも解消しなければならない疑問点があった。

			「資料にあるのは街道の整備予算だけのようなんですが、宿の建築とその間の移住における補助金などは下りるのでしょうか」

			「そうだな……国主導で行うんだ。そのあたりも経費として含めても問題ないだろう」

			「……補助金はエクトルさんが出すとか言いそうですけどね」

			　恩を売る意味も含めて国は出してくれそう、とイリアは予想しているが、希望的観測で計画は立てられない。

			　ともあれ、不安要素を割り出しておくことは決して無駄にはならない。

			「あとは、建築や整備に使う資材の運搬とその護衛、街道の整備に当たる作業員の護衛ですね」

			「ああ。こうなるとまずは建築区画の基盤整備に宿の建設、その後に街道の整備の順番だろうな」

			「……人が増えますね」

			「そうだな。護衛はリュネヴィルにいる傭(よう)兵(へい)を回すにしても、相当の人員がここに滞在することになる。うちで賄(まかな)えそうか？」

			　賄(まかな)うとはもちろん食事のことだ。

			「食材を多く買い込(こ)んで、配達する形にすればおそらく問題はないと思います。……飲食店はどのようにするおつもりですか？」

			「それはまぁ……出店の希望者が現れないといかんともしがたいな」

			「ですよね……」

			　しかし実のところ、イリアにとってそんなことはどうでもいいことで、彼女が本当に心配なのは、人が増えたせいで魔物が増えることだった。

			　魔物の発生源を考えると、人と魔物が比例するように増加する悪循環に陥(おちい)りかねない。

			　人が増えると魔物が増える。魔物を退治するため、さらに人が集まる。

			　まさに悪循環だ。

			　ギルド的には依頼が増えるため、魔物の増加は願ったり叶ったりだろう。しかし、今回は計画そのものが魔物の増加を招くため、街の危険を取り除くはずのギルドが利益のために街を危険に晒(さら)すという矛盾を生むことになる。よって本心では反対なのだが、イリアは一介の受付が口を出すことではないと自負していた。

			　それよりなにより、発展を望む街の住人がたくさんいることを彼女は知っている。

			（それを邪魔するわけにはいかないよね）

			　そう内心で呟(つぶや)き、感情の蟠(わだかま)りに決着をつけたのだった。

			　

			　多くの会議や会合を経て、各所に書類や依頼登録を済ませる頃にはほぼ一か月が経ち、資材の運び込(こ)みや建築が始まって数週間が経とうとしていた。

			「イリア、ごめん！　これエリーゼに持ってってあげて！」

			　カウンターの横にある厨(ちゆう)房(ぼう)から皿を受け取り、入り口の外に設けられた臨時のテラスに向かう。

			　扉に手を掛けようとした矢先、勢いよく開かれた扉からエリーゼが現れる。イリアはもとよりエリーゼも身軽な方なので、ぶつかることなく軽いステップを踏む程度に交差する。

			「あ、ごめんイリア！　ありがとう！」

			「ううん。私が持ってくからいいよ。エリーゼは残りを」

			「分かった！」

			　扉の向こう、目抜き通りに面したテラスには十二台の大きなテーブルが置かれているが、そのどれもが満席の状態。中はいつものことにしても、外にまで立ちながら飲み食いする者がいる始末だ。

			「お待たせしました、焼き鳥の盛り合わせです」

			「「「　おぉ～！　」」」

			「空いてるお皿をお下げしますね」

			　酔ってるせいか、彼らの目つきから危険を察知して即退散。入れ代わるように出てくるエリーゼと苦笑を交わしつつ中に戻ると、イリアの代わりに受付を務めていたのか、カウンターにはフランクが立っていた。

			「すいません、フランクさん」

			「いや、舐(な)めてた。リュックも済まないな。今日は夜のシフト入ってなかったのに」

			「いえ。自分暇人ですから」

			　あくまで普段通りのリュックにフランクは苦笑する。

			　現在、２階ではリアとラシェル、それに狼の獣人ダレンが給仕に回っており、１階ではエリーゼとクラリス、シンシアが給仕に入り、イリアとリュックで受付をしている状態だ。

			　つまり全員が出勤している状態であり、ダレンとクラリスに至っては受付業務が主のため、２人を給仕に回さなければいけないほど切羽詰まっている状況だった。

			「しかしすごい人数だな……」

			　フランクの呟(つぶや)きにつられてイリアはホールを眺(なが)める。

			　常連に混じる新参の顔ぶれは、主に工業ギルドの作業員だ。宿の建設と区画整備ラッシュで、一時的にしろリュネヴィルの人口はかなり膨らんでいた。テラスを増設する程度ですんでいるのは、工事現場に直接配達する分もあるからだった。

			「これは早めに給仕の人員を募集しないとまずいかな」

			「厨(ちゆう)房(ぼう)の方も忘れずにお願いしますね」

			「そ、そうだな」

			　チートによって体力の問題はないが、一人で回すのは精神的に辛いものがある。

			　すでにエクトルの要請もあって、リュネヴィル連合支部は食堂を増設中だった。その建物が現在の支部のすぐ横に建設中なのだが、そのオープニングスタッフをフランクはまだ決めかねていた。

			　フランクが頭を悩ませているのは、先日の一件で暗殺者が侵入するのを警戒しているからだ。

			（見つけたら言うって言ってるのに……）

			　拗(す)ねたようにフランクを軽く睨(にら)み付けると、視線を感じた当人がイリアに向き直る。

			「支部の機能はこのままでいいと思うか？」

			「はい。皆さんの能力だと、今までが役不足すぎたんです」

			「うん。そうだな」

			「もし支部の業務が増えるようでしたら、２階の食堂部分を事務室に改装すればいいですし」

			「だな」

			　とは言え、今のままでは給仕と受付の負担が大きいのも事実。

			　ちょうどいい機会だと捉(とら)え、イリアは手伝ってくれそうな人をあたってみることにした。

			　

			　翌日の早朝。イリアが向かったのは、支部の地下倉庫の一室。

			　倉庫全体が鍵を持つ者でなければ内側からも外側からも開けられない仕様となっており、現在は２名の暗殺者を監禁する牢(ろう)屋(や)として用いられていた。

			　監禁と言っても三食の食事と簡易とはいえベッドが備わっているため、下手な宿よりも恵まれた環境だ。

			　しかし、鍵を開けたイリアを迎える住人の視線は、警戒心が滲(にじ)み出ていた。

			「長らく拘(こう)束(そく)してしまい、申し訳なく思います」

			　謝(しや)辞(じ)を述べるイリアを見ても、牢(ろう)の２人は警戒心を解こうとしない。

			　回りくどい手法では埒(らち)が明かないと判断したイリアは、早速本題に入ることにした。

			「盗賊ギルド所属、バルドさん。カティさん。お２人の処遇が決定しましたので、お伝えに参りました」

			　名前を呼ばれ、２人はビクリと身体を揺らす。

			　尋問の後、この牢に入れられてから拘(こう)束(そく)は解かれており、今イリアが扉を開けたことで唯一の脱出口ができたことになる。だが、身体は一向に動こうとしない。

			　まるで、目の前の少女に逆らうな、と身体が命令しているようだった。

			「処遇ね。ギルドとの交渉にでも使う気か？」

			　バルドは震えそうになる声を無理矢理抑え込(こ)み、精一杯の虚(きよ)勢(せい)を張る。

			「いえ、処遇を決めたと言っても、最終的な決定は貴方(あなた)方の行動次第です」

			「……？」

			　イリアの妙な言い回しに、２人は疑問符を浮かべた。

			「鬼ごっこをしましょう」

			「は……？」

			　２人は耳を疑った。

			　まったく子供らしくない幼少期を過(す)ごした彼らではあるが、鬼ごっこのルールぐらいは知っていた。

			　だからこそ、彼女の意図がまったく分からなかった。

			　イリアは困惑する２人を満足そうに見つめ、続く言葉を口にした。

			「範囲はリュネヴィルの街全体です。貴方(あなた)方が逃げ、私が見つける。夜になるまでに貴方(あなた)方のどちらか一方でも私から逃げ切れば無罪放免。どちらも捕まった場合は私の言うことを聞いていただきます」

			「っ」

			　舐(な)めるな。

			　そう叫びかけて、すんでのところで抑え込(こ)む。

			「……他にルールは？」

			「リュネヴィルを出た時点、住民に被害を出した時点で命はないものと思ってください」

			　表情をまったく変えず、剣(けん)呑(のん)な物言いをする少女に息をのむ。

			「他にルールはありません。質問はございますか？」

			　無言を貫く２人の反応を見て取り、イリアは一度頷(うなず)いてみせる。

			「では、私は支部に戻りますので、ここを出る時間はお任せします」

			　お辞儀して去っていくイリアを半ば呆然と見送ったバルド。

			　舐(な)められているのであれば好都合。思惑があるのなら、単純にそれを踏み越えればいい。

			「カティ。倉庫を出たら別行動だ。あの女に意識を集中して、逃げ切ることだけを考えろ」

			「わかった」

			　イリアの気配が完全に離れたのを察知したカティがバルドに頷(うなず)きを見せ、２人は慎重、かつ迅速に倉庫を離れたのだった。

			　

			　開始直後から探し始めると思われたイリアだったが、実際に彼女が支部から出てきたのは昼すぎだった。

			　現在カティはイリアの気配をギリギリ察知できる距離に隠れ、距離を保つように逃走経路を確保していた。対してバルドは支部が見える位置に気配を殺して潜(ひそ)み、逃げるという前提の裏をかき、鬼の行動を尾行しつつ発見を逃れる算段だった。

			　彼らの下をイリアが訪れたのは早朝だったので、時間はすでに半分を過(す)ぎている。

			（精神的に追い詰めるつもりだったのか……？）

			　そういぶかるバルドに疲労は一切見られず、残念だったな、と笑みを浮かべた。

			　しかし次の瞬間、バルドは笑みを消し脱(だつ)兎(と)のごとく、その場から離れた。

			（あ、ありえねぇ！）

			　支部の職員専用入口から出てきたイリアは、一度立ち止まったかと思うと迷うことなくバルドを見(み)据(す)え、まっすぐこちらに歩き出したのである。

			（気配が殺せてねーのか!?）

			　混乱する頭で状況を確認するが、住人の誰一人としてバルドに目を向ける者はいない。

			　イリアの追跡があると思い全速力で駆けたバルドだったが、イリアが追い付く気配はない。

			　さすがに脚力では負けないと分かり心が落ち着いたのか、バルドは改めてイリアの接近を見張るのに適した位置を探す。

			　一方、カティは焦っていた。

			（え……？　消えた……!?）

			　気配の塊(かたまり)……支部から離れたところまでは確かに感じていたそれを見失った。

			　相方のバルドでさえ呼吸の揺らぎでほんのわずかであるが気配を察知できるカティだが、イリアの気配は微塵も感じることができない。

			　そのことが、彼女を激しく動揺させる。

			（どうしよう……）

			　バルドは気配を察知して逃げに徹しろと言った。

			　気配が分からない。ならば逃げるしかない。

			　しかしどこへ？　何を基準に？

			　疑問だけが思い浮かぶ思考は決着を見せず、当然身体は動かない。

			（どうしよう……っ）

			　悪寒が走る。考えてはだめだ。廻(まわ)り続ける疑問に頭が痛みを訴え始める。

			　久しく忘れていた感覚をカティは抑え込(こ)むことができず、

			「捕まえた」

			　崩れ落ちる身体を何者かに受け止められた。

			「安心して、今はゆっくり休んでください」

			　再び感じた気配と声は、間違いなくイリアのものだった。

			　捕まった。

			　そう理解した直後、カティはイリアの顔も見ることなく意識を手放した。

			　

			　カティの脱落から数時間。

			　バルドは完全に憔(しよう)悴(すい)しきっていた。

			　どれだけ遠くに逃げてもどれだけ上手く隠れようとも、イリアはゆっくりと近づいて来る。

			　その歩みには淀(よど)みがなく、明らかにバルドのいる場所が分かっている動きだ。

			（逃げられない……）

			　せめて、リュネヴィル内という制限さえなければ。そう考えた矢先のことだった。

			「明らかにスピードが落ちましたね。疲れちゃいましたか？」

			　親指ほどの大きさに見える距離にいたはずのイリアが、目の前にいた。

			　気を失っていた？

			　一瞬そう考えたバルドだったが、周囲にいた人間の位置はほとんど変わっていない。

			　速度ですら勝てないのか。たたき込(こ)まれるように理解させられたバルドは呆然と立ち尽くし、その肩にイリアが触れる。

			「捕まえました」

			　バルドはイリアを見る。

			　微笑むエルフの少女は美しいが、魔物以上の化け物だ。

			　刃向う気力さえなくしたバルドは脱力し、

			「カティさんの休んでいる宿にご案内します。支部の宿舎にもなっている宿なので、変なことはしないでくださいね？」

			「……しねーよ」

			　大人しく、イリアの誘導に従った。

			　こうしてイリアは処遇を決める勝負と言う表の目的のみならず、実力の違いを認識させるという裏の狙いも達成するのだった。

			　

			　翌日。

			　更衣室にいるイリアの目の前には、支部の制服を着こんだ男女が並んでいた。

			「……で、何で俺がこんな恰好をせにゃならんのだ」

			「よくお似合いだと思いますが。カティさんもそう思いませんか？」

			「うん。バルド、良く似合ってる」

			　カティにほめられて、バルドはまんざらでもなさそうだ。

			　しかし、イリアに見られていると気付き、すぐにしかめっ面に戻る。

			「……俺たちに接客なんかができると思うか？」

			「できるできないじゃなくて、やってもらいます。貴方(あなた)方は勝負に負けたんですから」

			　その一言でバルドは口をつぐむ。

			　バルドは黒髪に褐(かつ)色(しよく)の肌を持つ黒(くろ)豹(ひよう)の獣人であり、ほどよく筋肉の付いた細身の長身が執事服に似た支部の制服とよくあっている。カティはふわふわの黒髪に色白の肌、耳が垂れているサルーキという種類の犬の獣人で、黒を基調とした制服と、動きに応じて揺れる白のフリルが絶妙のコントラストを演出していた。

			　唯一イリアにとって不満なのは、訓練によって尻尾(しつぽ)が感情に反応しないことだろう。

			（もったいない）

			　盗賊ギルドの情報を提供したことで、刑執行は保留となっていた２人。だが仮釈放するにしても、最終的に２人の処遇をどうするかはうやむやのままだった。

			　そこでイリアはフランクに許可をもらい面会をしたが、拘(こう)束(そく)を解いたにもかかわらず奇怪な行動や自害をしない状況を見て、改めて２人は洗脳されていないものと判断した。

			　そこで持ちかけたのが先日の勝負だ。

			　勝者であるイリアから２人に告げられたのは、もちろん支部職員としての労働だった。

			「なので、お２人にはこれからうちで働いてもらいます。マニュアルを渡しますので、バルドさんはリュックから受付業務を、カティさんはリアに付いて給仕業務の説明を受けてください」

			「分かった」

			「……チッ」

			　バルドの額にデコピンをかます。

			　装備で抑えられてるとはいえ、彼女が少し本気を出せば鈍器で殴った程度の衝撃にはなる。

			「いっでぇ～……！」

			「舐(な)めてると本気でぶちのめしますから」

			「は、はい……」

			　教育は最初が肝心。彼女としては愛の鞭(むち)でも敵以外に暴力はふるいたくないのだが、フランクに責任はとると豪語した手前、中途半端なことはできない。どうやら、効果はてき面のようだ。

			　現在まだ早朝ということもあり、客の入りは少ない。業務を覚えるには最適といえる。仕事を一(ひと)通(とお)り教えてもらった頃に朝食を食べに人が増え、周囲にフォローしてもらいながら仕事を覚えていくという、抜かりのない計画だった。

			　……はずなのだが。

			　

			「てめぇ、もういっぺん言ってみろ！」

			「だから、あんたらの技量じゃ、この依頼は危ねぇんじゃねぇかって言ってんだよ」

			「お、おい、バルドくん」

			　バルドが向かい合うのは、５人編成のギルド員。リュックの制止も利かず、真っ向から対立していた。

			「……はぁ」

			「ピィ？」

			　小さくため息を吐きつつイリアが移動すると、ハクは無警戒でついてくる。

			　問題を放棄して愛でていたくなる衝動に駆られるが、仕事中と割り切って欲望を抑え込(こ)む。

			「おいお前、受付に何が分かるってんだ！」

			「そーやって甘く見てると痛い目見るってのが――」

			「それ、バルドさんが言いますか？」

			　にっこり笑顔で話しかけると、彼はまるで怖がるように口をつぐんだ。

			（おかしいなー。こんなに自然な笑顔なのに）

			「化け物め……」

			「ああ!?　てめぇイリアのどこが化け物だ!!」

			　唐突なリュックの怒声に、イリアを含めた全員が目を瞬かせる。彼が怒りを露(あら)わにすることはおろか、大声を出すところさえ初めて見るのだから無理もないことだろう。

			　なぜ彼が。

			（……じゃなくて！）

			　それそうになった思考を引き戻し、表情を戻して２人に訊(たず)ねる。

			「何があったか説明していただけますか？」

			「あ、はい。こちらの方々にお持ちいただいた依頼表を見て、彼が危険だと言いまして」

			「んな言い方じゃなかっただろうが！　ごまかしてんじゃねぇぞおい！」

			　激怒する客への謝罪は取りあえずリュックに任せ、依頼表を確認する。

			　依頼表は二枚あり、一枚はロンドロウカスト。そしてもう一枚は、

			（ラオロアボアだ……）

			　彼女が受注登録でその名前を見たのは比較的最近のこと。そのうえ、依頼の指定地域も同じ場所だった。前に受けた討(とう)伐(ばつ)依頼は成功しており、ラオロアボアの数はそれなりに減ってるはずなのだが、

			（増えだしたのかどうか、調べる必要があるかも）

			　浮かんだ考えを頭の片隅に置き、受注しようとするギルド員を改めてうかがう。編成は剣士１人、片方が鎖術スキル持ちの拳闘士２人、魔術師１人、それに錬金術師だ。

			「バルドさん。なぜ危険だと思ったのか、きちんと言葉にしてください」

			「あ、ああ？　んだよ面倒くせぇ」

			「貴方(あなた)は喧嘩を売りたかったんですか？　忠告したかったんですか？」

			「……」

			　この沈黙は間違いなく後者だろう。彼の不器用な性格から考えて、普通に忠告するのも恥ずかしいからぶっきらぼうな言い方になってしまった、というところか。

			（……子供かっ！）

			　推測に突(つ)っ込(こ)みながら、表層では改めて微笑みを浮かべる。

			「喧嘩を売ろうとしてたなら、相応の罰は受けてもらいますが？」

			「わ、分かった！　言えばいいんだろうが！　あんたら、ロウカスト系とラオロアボアと戦ったことはあんの……ありますか？」

			「ああ？　あるに決まってんだろうが」

			「戦士の試験だぞ」

			「なら、その２つを同時に相手にしたことは？」

			「……いや、ねーけど」

			（バルドさん、当たり）

			　そう確信し、イリアは問題ないと安心した。

			「戦ったことあるならロウカストは毒持ちだってことは知って……お知りでございますよね？ラオロアボアは毒耐性が低くて、すぐ全身に感染する。それはロンドロウカストの毒でも同じだ……ですよ」

			「あ……」

			　闘士２人が顔をしかめる。その変化を他の３人は訝(いぶか)っていたが、すぐにその意味を察して顔をしかめた。

			「別々に狩るなら問題はねー、ですよ。けど同じ狩場で遭(そう)遇(ぐう)して、もしボアが感染してたら？」

			　その時、おそらくラオロアボアは激(げつ)昂(こう)状態だろう。激(げつ)昂(こう)状態の恐ろしいところは敵を完全に見失うか殺すまで（もしくは自分が死ぬまで）走り続けることにある。自分が毒に侵されていようがおかまいなしだ。

			　後衛の魔術師はまだいい。だが剣士は斬れば体液が飛び、また拳闘士も直接相手に触れなければいけない。感染した体液や血に触れてしまえば、彼らの耐性では数秒と持たないだろう。

			　毒に侵された状態の仲間を守りながら、大勢の敵と戦えるかどうか。

			　彼らを見たバルドは、それを難しいと判断した。ゆえに危険だと忠告したのだった。

			「……どうする？」

			　彼らもまた悩み始めた。

			　特に拳闘士たちのレベルが高いこともあり、他の仲間は直接的な物言いを避(さ)けているように見える。

			　そう判断したイリアは、話を進ませるためにバルドへと問いかけた。

			「で、バルドさんはどうしたらいいと考えているんですか？」

			「は？」

			「忠告したら助言もしなきゃ。ただ無理と言うだけでは誰のためにもなりませんよ？」

			「んなこと言ったってな……」

			　バルドは考え込(こ)むものの、なかなか結論は語らない。

			　見かねたように口を開いたのは、事態を見守っていたリュックだった。

			「魔法ギルドの方もいらっしゃることですし、やはりここは魔術による攻撃をメインとされてみては？」

			　リュックの言葉に、５人組は気まずそうに顔を見合わせるだけだった。

			　魔法ギルド所属の魔術師とはいえ、その実力はピンキリ。ルーラやヨルクのように下級魔術ですら十分な殺傷能力を持つ術師は稀(まれ)なうえ、そもそも優秀な術者は徒党を組むことすら珍しい。

			　イリアのように能力を見分けられなくとも、大勢の戦士と同行する魔術師がどの程度の力量か、おおよその予想はつく。

			「でも俺の魔術、そんなに威力ないっすよ」

			　案の定の告白にもリュックは動じない。それどころか、安心させるように微笑みを浮かべる。

			「効率ではなく安全性を優先させるということで、威力の大小はいったん置いておきましょう。威力が控えめとはいえ、数発撃てば倒せるのでしょう？」

			「まぁ、一応」

			「つっても撃ったら狙ってくるし、他の奴が来ないとも限らねーぞ？」

			「皆さんはボアがどうやって外敵を追いかけるかご存知ですか？」

			「足……って話じゃないか。目じゃないのか？」

			「もちろん最終的に敵を見つけるのは目視ですが、森に住むボア系は視力が総じて低く、肉食獣特有の視野では走り回る最中に敵を探すことはできません。彼らはその大きく突(つ)き出した鼻で敵の臭いを嗅ぎ取り、その臭いを追いかけるのです。なので、皆様には匂い袋か香水を使うことをお勧めします」

			「そうか、臭いで攪(かく)乱(らん)するんだな」

			　さすがにここまで言えば理解するだけの経験はあったらしく、５人組は作戦を自ら考案していく。

			　普通のパーティであれば、本人たちに着けた匂いをより強く付着させた袋などを囮(おとり)にしたり、木に付着させてあわよくばダメージを狙う程度だろう。

			　しかし、彼らの中には錬金術師がいる。発展途上のため、まだ草木を生えさせるだけの能力しかないことをイリアは知っているが、木に枝を生やして匂いを着けることで棘(とげ)のようなトラップになり、人の形に巻き上げた蔓(かずら)を岩や水際に設置するだけで十分な効果を期待できる。

			　もちろんそこまで口を出す気はなく、今回はリュックの助言だけで十分だろう。

			「道具屋で準備を整えるぜ。それなら受注しても文句はないだろ」

			「……ロンドロウカストがいるってことも覚えといてくださいよ」

			「わーってるよ」

			　バルドはリュックのサポートを受けながら、たどたどしくも受注登録を完了させた。

			　先ほどの諍(いさか)いを忘れたように意気揚々と去っていく５人組を見送り、バルドは胸を撫(な)で下ろす。

			「……助か、りました。受付も大変なん、っすね」

			「そうだね。でも今のは人の受売りだから」

			「そうなんすか？　支部長っすか？」

			「いいや、イリアだよ。今の９割方、彼女が前に言ってたことなんだ」

			　苦虫を噛(か)み潰(つぶ)したような表情でイリアへと振り向く。

			（……そこまで嫌われるようなことしたかな）

			　リュックもあえて名前を挙げる必要はなかったのに、と思わないでもなかったが、変に否定して謙虚さをアピールしていると思われるのも嫌だった。

			「見聞きしたことを上手く活用できるかどうかは本人次第ですよ。バルドさんもリュックから色々学んでくださいね」

			　結局うさん臭そうな表情はされたが、今度は反抗的な態度を見せることなく、バルドは姿勢を正した。

			　恐る恐るトレイを運ぶカティもだが、イリアとしてはここで上手くスキルを取得してレベルアップしてくれることを願うばかりだ。

			（バルドさんは時期を見て、討(とう)伐(ばつ)依頼を出した人の討(とう)伐(ばつ)方法を予想してもらうことにしよう）

			　そして、討(とう)伐(ばつ)完了時に出された素材の状態で答え合わせをする。

			　それだけでも十分認識が改められ、彼もスキルアップに励(はげ)んでくれるだろう。

			　そう考えながら受付に戻ったイリアは、支部にやってきた人物と視線が合い、お互いに会釈する。

			「おはよう。フランクはいるかな？」

			　カウンターにやってきたのは、領主であるエクトルだった。

			「おはようございます。自室にいると思いますが、お呼びしますか？」

			「ああ、よろしく。応接間で待たせてもらってもいいかな」

			「はい。ではこちらへどうぞ」

			　イリアはハクを抱きかかえ、エクトルを伴(ともな)って３階へと登っていく。

			「カウンターにいたのは例の？」

			「はい。今日から入ってもらっています」

			「君の判断だから大丈夫だとは思うが……忙しい給仕はともかく、受付を入れる必要はあったのかい？」

			「もちろんです」

			　彼らを雇用するよう提案した理由は彼らのためだけではない。

			「今後依頼が増えることが予想されますから、その備えです」

			「依頼が増える？　今回の工事のことか？」

			「……無関係ではありません、としか」

			　今は言えない、とイリアは口をつぐむ。

			　彼女以外誰も知りえない情報は口外しない。それが自分に課した戒(いまし)めの一つである。魔物が増える原因そのものを伝えることはできない。ただ、今回のように結果が分かりきっている場合、心構えだけはできるようにぼやかしてでも伝えておくようにしていた。

			「……そうか。エルフの戒(かい)律(りつ)というのも厄介だな」

			「そうですね……申し訳ありません」

			　エルフの戒(かい)律(りつ)という物は本当に実在するものだが、当然まったく関係はない。他の人種と関わらないエルフの習性を隠れ蓑(みの)に利用しているだけだった。

			　バルドたちに襲撃された獣人たちを治療した回復魔術や、調味料などの知識も、エルフの知恵ということにしてごまかしている。

			　エルフという種族は頭が良く、閉鎖的な性格であることは広く知られているため、彼女の嘘にも疑問を抱く者はいなかった。

			「フランクさん、おはようございます。エクトル様がお見えです」

			「……おはようイリア。ハクも」

			「ピィ！」

			　その後、応接間まで付き添い紅茶を淹(い)れ、退散しようとしたのだが、

			「ああ、イリアも聞いておいてくれると助かる」

			「……かしこまりました」

			　やはり今回も逃げられなかった。上司命令として従うものの、彼女自身としては一介の受付を大事な話に同席させるのはどうかと思っている。

			（フランクさんの執事とか秘書ってわけじゃないんだけど……）

			　話の内容は工事の進(しん)捗(ちよく)状況や追加の施工にかかる人員と費用についてが主で、もう一つは魔物の研究使節団がリュネヴィル周辺を調査する際の護衛についてだった。

			　全人種の脅威になりうる魔物は、各国が連携してその生態や能力を研究している。……とはいえ同盟国でもなければ生態情報は真っ当に開示されず、能力に関しては実際に討(とう)伐(ばつ)にあたるギルドの方が詳しいのが現状だった。

			　そのせいで各国の研究施設は肩身の狭い思いをしているのだが、今以上に立場を危うくしたくないのか、机上の空論で変な情報をばら撒(ま)いたりしないだけましだった。

			　仕事の話が終わると、２人の話題は世間話にかわる。

			　エクトルとフランクは直接的な面識はなかったものの、経歴に共通項があり、２人の談話にはロンドヴィル以外の地名がたくさん出てくる。

			　エクトルも王都での日々に相当ストレスが溜(た)まっていたせいか、いつもより饒(じよう)舌(ぜつ)だ。

			　ここで加わるのも野(や)暮(ぼ)だと思いイリアがハクを愛でていると、ドアをノックする音が部屋に響(ひび)いた。

			　イリアが先んじてドアを開くと、現れたリアがお辞儀する。

			「フランクさん、アリュネの村長がお見えです。２階の個室にお待ちいただきますか？」

			「用件は聞いてる？」

			「魔物討(とう)伐(ばつ)についてだそうです」

			「……良ければ私も同席したいのだが、かまわないか？」

			　エクトルの提案を受け、アリュネの村長を応接間に案内してリアは退室した。

			　そして当然のように同席させられるイリア。

			（別にいいんですけどね）

			　依頼の話であれば、後で聞かされることになるだろう。

			　そう言い聞かせたイリアは村長にも紅茶を淹(い)れ、フランクの後ろに控えるように移動する。

			　それを合図に、村長は訥(とつ)々(とつ)と話を始めた。

			「支部長殿。近頃、我が村の周囲に魔物が出没するのはご存知ですか？」

			「ええ。討(とう)伐(ばつ)依頼の制作は当方が承りましたし、受注も当方の受付が登録したと記憶していますが」

			「……はい。そうなのですが」

			　煮え切らない態度に、フランクとエクトルが訝(いぶか)るように眉(まゆ)をひそめる。

			　とはいえ、彼が口ごもる話の内容がイリアの想像通りであれば、２人を相手にしてるこの状況は辛いだろう。そう判断したイリアは、助け船を出す。

			「同じ魔物がまた出没しましたか？」

			「！　ご存知でしたか」

			「いえ、村長が言いづらそうにしていらしたので。緊急で依頼を出されますか？」

			「いや、その……」

			　またもや村長がうつむく。

			（まぁ言いたいことはわかるけど）

			「村で依頼を出そうと資金を集めようとしたのですが……」

			「そもそも前回狩っていないのでは、と疑念を抱く者が出ましたか？」

			「っ……はい」

			　そもそもリュネヴィルは魔物が少ない土地だ。狩ってすぐ同じ魔物が現れたとなっては、初めから狩られていなかったのでは、と疑う者が出てくるのも無理からぬことに思える。

			　登録証のシステム上討(とう)伐(ばつ)数をごまかすことは有り得ないのだが、ギルド連合がグルになって金を巻き上げようとしている、などと勘繰られる可能性もある。

			「では、今回は狩った証拠を持参し、納得していただき次第、依頼報酬と仲介料を支払うということでいかがでしょう」

			「よろしいのですか!?」

			　村長が見たのは、発言したイリアではなく支部長であるフランク。

			　身分を考えれば当然なのだが、この街ではあまり見られなくなった反応に新鮮さを味わう。

			「……特例として処理しましょう」

			「ありがとうございます！」

			　それから制作した依頼表に村長がサインして支部を去った後、イリアはフランクたちに説明を求められた。

			「あそこまでする問題ではなさそうだったが」

			「今回は今後のための先行投資みたいなものです。今後魔物が増えた際に、ギルドに不信感を抱き依頼を出し渋って被害が増えたら元も子もありませんから」

			　それもそうか、と納得する２人。

			　だが、エクトルはためらいつつも口を開く。

			「やはり、今後も魔物は増えると君は考えているのだね」

			「……おそらく、ですが。村が全額負担するのは難しくなるかもしれません。税を上げるか借金とするか、何か対策は講じていた方がいいかもしれません」

			「そんなにか……」

			　フランクが深刻そうな表情を浮かべる。

			（あ、やば。言いすぎたかも）

			　あえて態度と口調は変えず、何でもないように装い２人に説明を付け加える。

			「備えあれば憂いなし、程度に考えておいていただけたらいいと思います」

			「……分かった」

			　不安を煽(あお)るようなことは極力避(さ)けたかったイリアだが、

			（変に被害が増えるよりはいっか）

			　そう前向きに考えることにした。

			　

			　カティが初めて就いた真っ当な仕事は、目が回るような忙しさだった。

			　朝、明るくなりきる前に目を覚まし、眠気と戦いながらシャワーを浴びて身支度をする。

			　宿舎である宿からおぼつかない足で歩き、職員用の入り口から中へ入ると、すぐに見えてくるのは事務室だ。

			「あ、おはようカティ」

			「……おはよう」

			「おはよーさん……って眠そうだな。立ちながら寝て皿落とすなよ？」

			「大丈夫……だと思う」

			　事務室を抜け、カティはその先の更衣室に向かう。

			　体力には自信があったが、慣れない規則正しい生活と集団の中での暮らしは予想以上に彼女を疲(ひ)弊(へい)させた。

			　疲労には精神的な原因もある。

			　例えば、先ほどのデジレやクロードのような対応だ。

			　彼女たちは自分のしたことを知っているのだろうか。

			　知らないのであれば騙している罪悪感が湧(わ)き、知っているのであれば受け入れる態度が理解できない。

			　自身の感情を処理できず、解決方法も分からない。

			　それでも逃げ出さずに出勤するのは、イリアに命令されたからだった。

			　更衣室に辿(たど)り着いたカティは自分の名前の書かれたロッカーを開き、制服に着替える。

			「あ、カティ。おはよ～」

			「おはよう、リア」

			　着替えにもたつく横で、リアはてきぱきと制服を身につける。

			　腰の紐(ひも)を上手く通(とお)すことができずに四苦八苦していると、突然手にした紐(ひも)が消失した。

			　何ごとかと後ろを振り向くと、

			「じっとしてて」

			　とリアが屈(かが)んでいる。

			　疲労のせいで集中力が落ちているのか、リアが後ろに回ったことすら気づかなかった。

			「はいできたっ」

			　満足げな笑顔を浮かべるリアに、カティは頭を下げる。

			「ごめんなさい」

			「へ？　いいよいいよこのくらい。この制服可愛いけど、私も最初は苦労したしね。それと、そーいう時はありがとうって言わなきゃ」

			「そう、なのか。わかった」

			　目を瞬かせるカティをよそに、リアはロッカーを閉め、事務室に向かっていった。

			　

			「ねーちゃん、注文いいかい」

			「はい」

			「カティちゃん、次こっちいい？」

			「は、はい」

			「カティ、注文の途中で空いてるお皿見つけたら下げちゃって」

			「わ、分かった」

			「カティー！　これ３番テーブルに持ってってー」

			「わ、……分かった……」

			　右往左往、東(とう)奔(ほん)西(せい)走(そう)。

			　目が回るような忙しさに、うたた寝をする余裕もない。
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			　救いと言えば、昼食と二度の休憩だろうか。

			　疲労も度が過(す)ぎれば食欲を減衰させるが、支部の賄(まかな)い料理は一度口にすればそんなことを忘れさせてくれる魔力があった。

			「でさ、ジミーさん、ニノンに言い寄ってるとこ見られちゃったらしくて」

			「あ～あ。ご愁(しゆう)傷(しよう)様(さま)だねぇ」

			「で、奥さんに泣きついてるところをニノンさんに見られて」

			「うわぁ……」

			　休憩中も事務室ではほのぼのとした会話がやりとりされるが、カティには興味のない話ばかりだった。

			　そもそも自分がどんな会話に興味を持つか、彼女自身もよく分かっていなかった。自分たち給仕が四苦八苦している間も、事務員は楽そうだと思わなくもない。

			「カティ、お疲れ様。もうエリーゼが来るだろうから、上がっていいよ」

			「分かった」

			　支部の給仕は朝～夕、昼～夜、夕～夜の３つの時間帯に分かれており、カティはまだ最も混み合う夕方から夜にかけての時間帯は任されていなかった。

			　本来であれば夕方から出勤する者がホールに入って初めて上がれるのだが、疲労いっぱいで気遣われたことを気付く余裕すらなかった。

			　更衣室で着替えていると、事務室からカティを呼ぶ声がした。

			「お疲れ様。イリアが賄(まかな)いを作ってくれるって言ってるけど、食べていく？」

			「うん。食べる」

			　一も二もなく首(しゆ)肯(こう)して、イリアの作った賄(まかな)い料理に舌(した)鼓(つづみ)を打った。

			　ほどよい満腹感で疲労を忘れたまま宿に戻ったカティだったが、部屋に入るや否や再び疲れが押しよせ、シャワーも浴びずにベッドになだれ込(こ)む。

			　そして、気が付けば翌日の朝だった。

			　それからは、また同じ一日の繰り返し。

			　命のやり取りのない日常、心を殺さなくてすむ仕事。

			　不満はない。運が良かったとさえ思える。

			　朝起きてシャワーを浴びて、

			　支部に向かい制服に着替え、

			　休憩をはさんで給仕をこなし、

			　仕事を終えて泥のように眠る。

			　しかしそんな毎日に、カティの心と体には澱(おり)が蓄積されていく。

			　

			「じゃあ、今日で研修は終わりだから、頑張ってね」

			「え……？」

			　研修期間の終了はリアの補佐がなくなるということ。顔を青くしたカティを見て、リアは苦笑する。

			「そんなに心配しなくても大丈夫。私もホールにはいるし、いつもどおりやればいいんだよ」

			「わ、分かった……」

			　いつも通(どお)り。

			　客が来たら座席に案内し、メニュー表を渡して注文を受け、オーダーを厨(ちゆう)房(ぼう)に伝え……

			　カティは習ったことを頭で繰り返す。

			「いらっしゃいませ」

			　リアの声で我に返り、慌(あわ)てて身体を反応させる。

			「カティ、今日のセットメニューって何？」

			（いつもどおり）

			「ごめん、この皿片付けてくれる？」

			（いつもどおり）

			「おかわりいいかな」

			（いつもどおり）

			「あ、君、ちょっといい？」

			「注文お願いしまーす」

			（いつも……）

			「カティ――――――」

			「あっ――――――」

			「――――――」

			（いつ……）

			「――」

			「――」

			　何かが割れる音がした。カティはただ、真下で粉々になったグラスを眺(なが)めている。

			「――い！　カティ！　大丈夫!?」

			「え……？」

			　揺さぶられた反動で意識を取り戻したカティの目の前には、心配そうにこちらを見るリアがいた。気が付けば、周囲の視線も自分に集まっていた。

			「大丈夫？　怪我は……ないよね」

			　ほっと息を吐くリアを呆然と眺(なが)めるカティ。

			　だが、次の瞬間リアが眉(まゆ)をひそめたのを見て、身体が強張る。

			　雰囲気はまったく異なるものの、その表情には見覚えがあった。

			　それは、大人が怒声を放つ直前に浮かべる表情だった。

			　言われたことにほんの少しでも逆らった時。

			　言われたことを忠実に行えなかった時。

			　大人は声を荒らげ、私を叩く。

			　声を上げればもっと叩かれる。

			　やめてと懇(こん)願(がん)すればもっと叩かれる。

			　叩かれるのは嫌だから、痛いのは嫌だから、ただ必死に言われたことをこなす。

			　自分が叩かれなくなっても、他人が叩かれるのを見ただけで痛みを思い出し、音を聞くだけで身が竦(すく)んだ。そして、何度言ってもできない子供はなかったことにされると気付いてからは、死に物狂いだった。

			　何とか生きてこられたのは、バルドをはじめとする仲間がいたからだ。

			　大人たちに隠れながらではあったが、励(はげ)まし合える相手がいるだけで、彼女は救われた。

			　たとえそれが、蜘(く)蛛(も)の糸をたどるような極わずかなものであっても、だ。

			　生き延びた彼女が抜きん出た暗殺者となっても、過去のトラウマは容易に払(ふつ)拭(しよく)できるものではなかった。

			　ミスをした。

			　叩かれる。

			　痛いのは嫌だ、

			　言うとおりにします、

			　だから、叩かないで、

			　私を殺さないで――

			　しかし、震えあがる彼女にかけられた言葉は、

			「もう！　具合が悪いなら休まなきゃ！」

			「えっ……？」

			　彼女にとって予想外のものだった。

			　言われたことを理解できずにいるカティを、リアは半ば強引に引っ張る。

			　連れて行かれたのは、査定室の横にある休憩室。革(かわ)のソファに座らされ、呆然とする。

			「お疲れ様。ホールは大丈夫。イリアが入ってくれてるから」

			　２人抜けるのは相当痛手のはずだが、イリアであれば問題なく回せるだろう。

			　失敗を最も知られたくない人物にフォローされてしまったことで、カティの表情は暗い。

			「疲れちゃった？」

			　リアの問いかけに、カティはうつむかせていた顔を上げるが、すぐに視線が下がる。

			　内心を察したように、リアは慌(あわ)てて明るい声をかける。

			「かなり連続でシフトに入ってもらってたもんね。疲れてるのに気付いてあげられなくてごめん」

			「う、ううん……」

			　頭を下げたリアに、カティは狼(ろう)狽(ばい)する。

			「役に立てなくて、ごめんなさい……」

			「そんなことないよ」

			　強い否定、その意外な反応にカティは窮(きゆう)する。リアが断言する理由が分からない。

			「カティが入ってくれて、すごく助かってるんだよ？　もちろんバルドくんも」

			　やっぱり分からない、といった表情を返すカティに、リアは微笑む。

			「人が増えて、休みを入れてシフトを回せるようになったから、大助かり。……って言っても、カティには無理させちゃったみたいだけどね」

			「体力は……問題ない」

			「そう？」

			　まっすぐに見返しながら頷(うなず)くと、一応納得したようにリアも頷(うなず)く。

			「何にしても、私たちはカティが入ってくれて助かってる」

			　それは覚えておいてね。

			　そう締(し)めたリアは、話題をただの世間話に変え休憩時間をすごす。

			　そして休憩を終えカティがホールに戻ろうとすると、入れ代わりでイリアが入ってきた。

			　その手にはソーサーに載(の)せた陶器のカップと、ガラスに透ける赤が鮮やかなティーポットがあった。

			　カティは謝罪の言葉を発しようとするが、

			「…………」

			「具合はどう？」

			「…………大丈夫」

			　上手く言葉にならず、結局イリアの声が先になってしまった。

			　表情は乏(とぼ)しいものの、バツが悪そうなカティ。

			「明日はもともと休みの予定だったけど、明後日も休みにする？」

			「え……？」

			「連勤にさせちゃったのは私だからね。二連休しかあげられないっていうのが情けないけど」

			　バツの悪さをごまかすように苦笑するイリアだが、カティが驚いたのはもっと別のことだった。二連休。その言葉が示すところを察し、困惑する。

			「……辞(や)めさせない、の……？」

			「このくらいのことじゃ辞(や)めさせません」

			「でも……、私、また」

			「カティ」

			　悲観的な思考を遮(さえぎ)る声。

			「誰だって失敗します。リアだって、シンシアだって、エリーゼだって、失敗してきたよ」

			「…………イリアも……？」

			「もちろん」

			　即答したイリアの表情は変わらない。

			「前にいたギルドは違ったかもしれないけど、失敗したらやり直せばいいんだよ」

			　やり直せばいい。

			　簡単に言われたその一言が、上手く飲み込(こ)めない。

			　どこか虚(うつ)ろなカティの視線が向けられたのを感じたイリアは、カップとティーポットをテーブルに置き、カティをまっすぐに見つめる。

			「失敗したら、何で失敗しちゃったのか……何がいけなかったのかを考えれば、次は同じ失敗をしなくなるでしょ？」

			　確かにそうかもしれない。実行できる自信がなく、頷(うなず)くことはできなかったが、否定もしない。

			　それで十分と言うように微笑み、イリアは言葉を続ける。

			「失敗したらそこで終わりなんて、成長するチャンスを潰(つぶ)すだけ。見せしめに辞(や)めさせるなんてことをしても、失敗を怖がっちゃうから逆効果になるしね」

			　失敗しても、終わりじゃない。胸の奥が締(し)め付けられるカティ。

			　彼女の表情を見て、イリアは話題を移す。

			「ここで問題です」

			「……え？」

			　若(じやつ)干(かん)明るくなった声の調子に戸惑う。

			「カティは今回、どうして失敗してしまったのでしょう」

			「そ、それは……どうして？」

			「私が聞いています」

			　その口調も表情も和やかなもの。しかし、カティは退路を断たれたような気分だった。

			　なぜ？

			　考えようとすると、ぞわりと背中を這(は)うものがあった。

			　思考を中断したいが、そうすると答えられなくなる。

			　カティは焦った。

			（これじゃ、答えられない……）

			　焦る。しかし考えられない。さらに焦る。

			　悪循環に陥(おちい)ったカティは、

			「はい、ストップ」

			　と目の前に迫ったイリアの声で我に返った。

			　その距離は目と鼻の先。イリアの青い眼に、自分の姿を見て取れるほどだった。

			「質問を変えよっか。今日の仕事は何をしたの？」

			「給仕……」

			　与えられた疑問に対する事実や経験そのものは答えられるらしい。イリアは安(あん)堵(ど)し、身体を離して質問を続ける。

			「今日の仕事は辛かった？」

			「……」

			　少しためらいがちに、カティは頷(うなず)いた。

			「そっか。疲れてた？」

			「それは……少しある、かも……」

			「連勤だったからね。ちょっとシフトは考えてみるね」

			「……いいの？」

			　乏(とぼ)しいながら驚きを隠さないカティ。イリアは「もちろん」と笑う。

			「それは後で考えるとして……疲れが少しってことは、別に原因があるってことだよね？」

			「……いつもどおりに、できなかった……」

			　カティは指示されればたいていのことをこなせる。

			　それはサポートについたリアたちの言葉からも明らかだ。しかし、教わっていないことには順応できないとも言っていた。

			　自分で判断することができないから、不測の事態に対応できない。だが、それが失敗の原因なら打つ手はある。

			「いつもどおりじゃなかったのは、どんなこと？」

			「それは…………一度に話しかけられて、どっちに行けばいいか分からなかった……」

			　それから混乱したまま仕事をしたせいで、いつの間にか我を忘れてしまった。

			　まるで自分の罪を告白するかのように、カティの声は小さい。

			　それでも、ちゃんと答えられたので十分だった。

			「そういう時、リアたちはどうしてた？」

			「私に行かせるか、待って……もらってた」

			　答えながら、カティがより深くうつむく。

			　そうすればよかったと、彼女自身が気付けたのだ。

			「じゃあ、次は大丈夫だ」

			「……！」

			　顔を上げたカティに、イリアが笑いかける。

			「どうすればいいか、なんて難しいことじゃないんだよ。一回深呼吸して、他の人がどうしてたか思い出してみるの。それでも分からなかったら、少々お待ちくださいって言って、他の人に聞く」

			　カティの手を強く握る。

			「そうすれば失敗しないし、しても次に生かせる」

			「次……」と呟(つぶや)くカティ。

			「そう、失敗は終わりじゃない。次に生かそう」

			　まっすぐにイリアを見る。その視線を受け、イリアはゆっくり手を離した。そして、「でも」と苦笑を零(こぼ)す。

			「失敗はしない方がいいよね」

			「……うん」

			「だから、手が空いてる時はお客さんだけじゃなくて、他のスタッフも見てみよう」

			「他の……？」

			「そう、他の人を見て、どういう時に何をすべきか、勉強していくの」

			　これはマニュアルにも書いていなかったため、リアたち教育係も失念していたことだった。

			　なにせ、今イリアが言ったことは、子供が親や家族のマネをして成長するという、当たり前のことなのだ。それすら教育されなかった……あるいは、忘れさせられてしまったカティに、自発的な習得を期待するのは酷な話だった。

			　できるだろうか。

			　不安に駆られるカティに、イリアは笑いかける。

			「大丈夫。貴女(あなた)の味方はバルドさんだけじゃない。皆、助けてくれるから」

			「……うん」

			　突(つ)いて出た頷(うなず)きだったが、カティは撤回しようと思わなかった。

			　翌日、そして翌々日も、カティは休みにもかかわらず支部を訪れた。

			　目的はもちろん、スタッフの働きを見るためだ。

			　やがて〝見て学ぶ〟ことを覚えたカティは、様々な発見をする。

			　例えばある日の休憩時間。

			　何の気なしに会話を弾ませるクロードとデジレを眺(なが)めていた。

			　２人が仕事中に雑談しているのはいつものことで、何度も見てきた光景だった。

			　しかし、改めて見ると、雑談を交わしながらも２人は仕事の手を一切休めない。

			　それを理解すると、今まで事務仕事が楽そうだと考えていた自分が恥ずかしくなった。

			　自分には、見えていない世界がある。

			　改めて思い知ったカティは、その後も積極的に他者を見て学ぼうと努力を始めた。

			　その健気な姿は微笑ましくもあり、自然と職員だけでなく客として訪れた者も彼女に協力するようになっていった。

			　そして気付けば、周囲には笑顔が溢(あふ)れていた。

			　下(げ)卑(び)た情欲を含んだ笑み。満たされた支配欲からくる笑み。弱者を嬲(なぶ)る優越感の笑み。これまで幾度となく向けられた笑顔はみな、彼女の心と身体に這(は)うような寒気をもたらしてきた。

			　だが、ここの笑顔は違う。

			　寒気がしない、心が穏やかでいられる笑顔。

			「ありがとう」

			　帰り際に掛けられた声に、その笑顔に、カティは何と返せばいいか分からなかった。

			「ありがとう、ございました」

			　だから、いつもどおりの見送りとお辞儀をした。

			　ただ一つ、頭を下げた彼女の口角が少し、上がっていたことだけが違った。

			　それはほんのわずかな変化で、慌(あわ)ただしい周囲はおろか、彼女自身も気付かないものだった。

			　やがて、先ほどの困惑も支部の繁忙にかき消される。

			　カティが初めて就いた真っ当な仕事は、目が回るような忙しさだった。

			　朝、明るくなりきる前に目を覚まし、眠気と戦いながらシャワーを浴びて身支度をする。

			　命のやり取りのない日常、心を殺さずにすむ仕事。

			　しかし今、宿舎である宿から、やけに立派な建物に向かう彼女の足取りは、軽い。

			　

			　ある日の午後。バルドは３階の執務室にいた。

			　革(かわ)の椅(い)子(す)に座る彼の表情が硬いのは、目の前にフランクが座っているからだ。

			　有利なはずの状況で、完(かん)膚(ぷ)なきまでに叩きのめされた相手。

			　だがそれ以上に彼の気を重くさせる原因は、フランクがリュネヴィル支部の長を務めていることにあった。

			　フランクが手にした紙をテーブルに置く。

			「今回のことについて、何か弁解はあるか？」

			「……ない、です」

			　身長でいえばバルドの方が高く、それに応じて座高もバルドの方が高い。しかし、委縮してしまっているせいか、その姿はフランクよりも小さく見えた。

			「バルド。君のした失敗は、支部だけでなく連合全体の信用を落とす危険があった。それはうちがいくら努力しても、挽回できるものではない。それは理解できているか？」

			「……はい」

			　先日、バルドは一つの失敗を犯した。

			　混み合う依頼の受注登録で、焦ったバルドは登録が終わる前に完了したと勘違いしてしまい、登録証と依頼表を返却してしまったのだ。

			　それが発覚したのが今日。受け取った登録証で依頼達成の処理が行えず、不審に思い調べてみたところ、ミスが発覚した。

			　そこで慌(あわ)てたのが事務員たちだ。

			　登録が完了されなければ、別の誰かが別の場所で依頼を受けてしまえば、達成報告に来たギルド員たちの努力は無駄になってしまう。

			　至急調べた結果、まだ他の場所で受注登録はなされていなかったため、なんとか事なきを得た。しかし、受注と達成の登録が同時に行われた場合、不正を防ぐためにその理由をまとめた報告書を作成する必要がある。

			　そして今回の件はその重大さから、その報告書は支部長であるフランクが作成することになった。

			　上司に尻(しり)拭(ぬぐ)いをさせることがどういうことか、分からないバルドではない。

			　ただ、不満がないわけでもなかった。

			　登録の有無は登録カードの内にも表示されるため、受注したギルド員の不注意に責任がまったくないとはいえない。

			　そして、バルドが焦ってしまった原因は経験不足の一言に尽きるが、イリアに課せられていた結果の予想も要因の一つだった。

			　混み合う中で集中力の鈍ったバルドは、上手くギルド員の実力を読み取ることができなかった。そして、結果を予想することもできず、時間がかかってしまった。

			　そこに、待たされていらだつギルド員が急かすような言葉をかける。

			　慌(あわ)てたバルドはよく確認せずに登録証と依頼表を返却してしまった。

			　イリアがよけいなことを言わなければ、とは思うが、それを口にするということは、自分の未熟さを暴露すると同義だった。だから、バルドは素直に自分の失敗だと認めた。

			　そんな彼を見て、フランクは「うん」と一度頷(うなず)き、椅(い)子(す)の背もたれに体重を預ける。

			「では、君が今後気を付けることは？」

			「……ちゃんと確認する」

			「登録確認の徹底。後は？」

			「しっかり、集中して仕事に臨む」

			「よし、その２つをちゃんとこなせれば、同じ失敗はしないだろう。今回の失敗を忘れなければ、慣れて適当にやることもないだろうしね」

			　口調は軽いがその視線は真剣そのもの。決して今回のことを軽んじているわけでも、遺(い)憾(かん)に思っていないわけでもないと理解させられた。

			　だが、バルドとしてもこんな情けない自分をもう一度晒(さら)す気はさらさらない。

			　歯を食いしばり、何とかフランクの視線を真っ向から受け、

			「……すいませんっした」

			　と頭を下げた。

			「うん。気を付けるように。戻っていいぞ」

			「……え？　あ、はい」

			　拍子抜けするようなフランクの態度に返答してから、腑(ふ)に落ちないバルドは恐る恐る訊(たず)ねる。

			「……罰とか、ないんすか？」

			「ちゃんと反省してるからね。もちろん、失敗が続くようだと反省じゃすまないぞ」

			　冗談と分かっていても、笑って流せる相手と状況ではない。

			　失敗を罰せられないという事態に理解ができず、戸惑うバルド。

			　フランクは書こうとした報告書から顔を上げ、そんな彼を見て笑みを浮かべる。それは優しさというよりも、頼もしさを感じる笑みだった。

			「事務員、受付、給仕、厨(ちゆう)房(ぼう)……彼らが居(い)れば支部は回るのに、どうして支部長なんてものがあると思う？」

			「……まとめるため、じゃないすか」

			　言いながら、正解ではないことに気付いていた。

			「まぁ、半分正解。もう半分は、責任を取るためだ」

			「責任？」

			　バルドには理解できなかった。彼がいた盗賊ギルドでは、失敗の責任は必ず自分自身に返ってきた。配下の失敗を償(つぐな)う上司はいない。

			　責任と言うなら、配下を処罰するのが最も近い行為だった。

			　だが、フランクの言う責任の取り方は上司が犠牲になるものであり、まったくの別物だ。

			「盗賊ギルドがこの世のすべてじゃない。彼らが権力を欲するのは、まさしく力を手に入れるためだろう。でも、普通は違う。権力は責任を負うために持たされるものだ。自分だけじゃない、誰かを守るために請け負うものだ。……と言っても、権利にしがみついたり、私(し)腹(ふく)を肥やそうとする者も多いけどな」

			　最後には苦笑したフランクだったが、その目は、意志の強さを物語るように鋭(するど)かった。

			　責任。バルドにとって、それは自分自身のことでしかなかった。

			　だが、自分の行動でカティが死ぬことになったら？

			　つい先日のことを思い出し、バルドは自分の行動の重さに改めて気付く。

			　それは、自分の実力に慢心していた頃には絶対に自覚できないものだった。

			「こんな説教を受けてもつまらんだろ。事務室に行って謝罪とお礼、ちゃんとしてこいよ」

			「……了解っす」

			　小さく頭を下げ、バルドが退出する。

			「……後は、言葉遣いだな」

			　そんな呟(つぶや)きはいざ知らず、２階に降りたバルドは簡易キッチンを通(とお)って１階に降りた。

			　受付カウンターには入らず、事務室の扉の前まで来たバルドは手をかけたまま一度立ち止まり、大きく深呼吸してゆっくりと扉を開いた。

			　バルドに視線が集中する。いつもは気にしないバルドも、今回ばかりは罪悪感で気(け)圧(お)されるような心地がした。

			「おーう、どしたー？」

			　そう笑顔で声をかけて来たのはクロードだった。いつにも増してふざけて見えるのは、バルドの罪悪感を察しているからだろう。

			　思わず睨(にら)みそうになったバルドだが、子供じみたイラつきをぐっと飲みこみ、クロードだけでなくデジレにも見えるよう頭を下げた。

			「……迷惑かけて、すんませんした。……あと、助かった、りました」

			「どういたしまして」

			「次は気を付けなよ？」

			　責められる。あるいはからかわれると思っていたが、２人は笑みを浮かべていた。

			　その笑みも馬鹿にした様子はなく、厭(いや)味(み)は一切含まれていない。

			「今回は何もなかったからね。ちゃんと謝って、お礼を言えたからチャラにしてあげる」

			「フランクさんに言われたことは理解してるんだろ？」

			「あ、ああ……」

			「なら、俺たちが改めて言うことはないよ。次、頑張れ」

			　そう言って自分たちの仕事に戻る２人。バルドはあっけにとられる。クロードは、自分が何を言われたのか知っているのだろうか。

			「気がすまないってんなら、後で付き合え」

			「……は？」

			　怪(け)訝(げん)な顔をするバルドに向け、クロードはにやりと笑う。

			「飲めんだろ？　さ・け」

			　

			　支部としての機能が終了し、食堂が完全にバーのような空気になった頃。

			　２階の個室で、クロード、バルド、デジレによる酒の場が開かれた。

			「「　かんぱーい　」」

			「……かんぱい」

			　良く冷えたビールをあおるクロードとデジレ、そして２人のテンションに若(じやつ)干(かん)引きながら、ジョッキを傾けるバルド。そんな彼の様子を見て、クロードが笑う。

			「二対一で緊張してんのか？」

			「……は？」

			「受付に立ってる時と同じだぞ？　今のお前」

			　挑発だ。そう分かっていても受け流せず、ジョッキを一気にあおる。

			　その勢いのよさにクロードは感(かん)嘆(たん)の声を上げ、デジレが褒(ほ)め称(たた)えるようにはやし立てる。

			　どうだと言わんばかりにジョッキをテーブルに叩きつけたバルドは、気をよくしたのか、デジレに注がれたビールをさらにあおった。

			　こうして彼が完全に酔ってしまうまで、そう時間はかからなかった。

			「で、どうだよ。支部は慣れそうか？」

			　ツマミを口に入れながら訊(たず)ねるクロード。

			「なれるかこんなもん！」

			　否定的な言葉を発しているはずなのに、表情に嫌(けん)悪(お)感(かん)はない。

			「らいたい、あめーんだよ！　おれらんか雇いやがって……なめてんのか！」

			「イリアちゃんは考えなしに雇うような子じゃないと思うけどね～」

			　酔いで若(じやつ)干(かん)頬(ほほ)を赤く染めながら、ニコニコと上機嫌なデジレが果実酒を口にする。

			「おめーららってそうら！　いっつもニコニコしやがって……おれらは必死こいて生きてきたんら！」

			「ま、確かに甘いね」

			　クロードは同意した。

			「今のこの街の人間は、甘い」

			「……そうら」

			　不機嫌そうに同意するバルドに苦笑しながら、クロードは続ける。

			「甘くて、優しくて、暖かい。だから、皆が笑顔でいられる。そういうのは嫌いか？」

			「……」

			　嫌いではない。ただ、羨(うらや)ましいのだ。

			　自分が得られなかったものを、得られないものを持っているこの支部の人間が、街の住民が羨(うらや)ましかった。

			　その中にいるはずなのに、自分はそうなれないと見せつけられているようで、苦しかった。

			「お前だって、そうなっていいんだぞ？」

			「……ムリだ」

			　バルドはテーブルにうつむく。

			　所詮自分は人殺し。それも、カティが壊れていく様を見ていなければ、その生き方に疑問すら抱かなかった人間だ。

			　支部にいられるのはイリアのおかげであって、自分たちが何かをしたわけじゃない。何かをしてあげられたわけじゃない。

			　罪悪感による壁。そう気付く前に、バルドは意識を手放した。

			「……ありゃ、寝ちゃった」

			　デジレがバルドの耳を引っ張るが、何の反応も返ってこない。

			　寝息一つ立てないことに関心しながら、デジレはクロードに半眼を向けた。

			「飲ませすぎ」

			「えー。お前だって思いっきり煽(あお)ってたじゃん」

			「まーね～。この弱さはちょっと想定外かな？」

			「もうちょっと吐かせられると思ったんだけどなー」

			　彼が抱えている物を吐かせ、酒で覚えていないのであればそれとなく改善させ、覚えているのであれば真っ向から改善させる。

			　それが２人の計画だったが、そう上手くは行かなかった。

			「どれもこれも、イリアのつくった肴(さかな)が悪い！」

			「そーいえばなくなっちゃったね。何か持ってこようよ」

			「俺は酒もらってこよー。あ、その前にトイレ」

			「ちゃんと送ってあげなさいよ？」

			　分かってるって、とデジレに軽く返し、クロードは１階に向かった。

			　１階のホールは賑やかな喧騒とそれを許容する笑顔で溢(あふ)れていた。

			　以前の死んだような支部の光景を思い出したクロードは、その記憶とバルドの表情を重ねて苦笑を零(こぼ)し、酒を回収する。

			　鬱(うつ)陶(とう)しがられるかもしれないが、デジレなら共感してくれるだろうと期待し、足早に２階へと戻っていくのだった。

			　

			　月日が流れるにつれ、リュネヴィルは新しい宿場町としての姿を成していった。

			　街道の整備も進み、宿の建設に当たる大工はもちろんのこと、様々な品物を売りつけようとする商人、工業ギルドの鍛(か)冶(じ)屋(や)といった面々も続々とリュネヴィルに集まってきた。

			　連合支部のホールと厨(ちゆう)房(ぼう)がいっそう忙しさを増すのは皆が予想していたが、事態はそれだけではすまなかった。

			「受注登録が完了しました。ご武運を」

			　丁寧にお辞儀したバルドに、一息つく暇もなく差し出される依頼表。

			「だいぶ受付らしくなったんじゃねぇの？」

			「お陰様で。登録証の提示をお願いします」

			　以前、バルドが最初に受注登録を請け負った５人組だった。差し出す登録証を受け取り、登録を開始する。その手つきにはもうたどたどしさはない。

			「しっかしすげぇ依頼の数だな。魔物が増えまくってるって話、本当なんだな」

			「ええ。おかげで新米の俺がサポートなしで駆り出される始末ですよ」

			　リュックが休憩に出ている現在、イリアとバルドが受付に立っていた。

			「ピィっ」

			　イリアはハクの声で登録が完了したことに気付き、依頼表と登録証をカウンター越しのギルド員に渡す。

			「受注登録が完了しました。ご武運を」

			「うん。じゃあねイリアちゃん」

			「また来るからね～」

			「お待ちしております」

			　２人組の傭(よう)兵(へい)をお辞儀して見送った矢先に、次の依頼表が差し出される。

			　依頼希望者が来れば応接間に案内し、事務の職員と連携してすぐに依頼表を作成。成功報酬と仲介金をサインと一緒に受け取り、掲示板に依頼票を張り出す。また、厨(ちゆう)房(ぼう)と給仕の人手が足りない時はそちらの手伝いにもまわる。

			　ここのところ、そんな多忙な毎日を送るイリアだった。

			「イリア、エリーが休憩に入るから、リュックが戻ったらホールに出て」

			「分かった。カティももう少し頑張って」

			「うん。頑張る」

			　相変わらずの口調だが、表情はかなり豊かになったカティ。今のところ２人とも順調に成長している。

			　それから数人の受注を終えた頃、風変わりな連中を引き連れたエクトルが支部を訪れた。

			　ぞろぞろと歩く彼らは白衣に似たコートを羽織り、その胸には研究使節団を示すエンブレムが縫(ぬ)い付けられていた。

			　その姿は様々な文化が入り混じるこの世界でも異質に映る。そのくせ悪目立ちしているにもかかわらず、彼らはそれを誇示するように歩くため、一般人の印象は最悪だった。

			「お待ちしておりました。使節団護衛の件、支部長より応接間にご案内するよう申し付けられております」

			「うん。頼む」

			　だがその時、使節団の一人が声を上げた。

			「おお！　竜の子がいるというのは真であったか！」

			　普人の男はハクに駆け寄り、その小さな身体を持ち上げた。

			「ピィ？」

			「白い表皮に青い瞳……！　このような竜は見たこともない！」

			「マンセル殿、今は……」

			「やかましい！　この魔物を目の前にして何もしないなど、何が研究使節団か！」

			　エクトルの言葉を、使節団の長エフィー・マンセルが勢いで押し切る。

			　その一方で、イリアは別の意味でマンセルに冷たい視線を向けた。

			（こいつ、今なんて言った？）

			　国の研究機関が竜を魔物と考えているのを知り、そのレベルの低さにあきれた。

			「ピ、ピィッ！」

			「珍しい個体……どれほど研究のしがいがあるのだろうなあ！」

			「放していただけますか？」

			　マンセルからハクを取り上げる。このままハクが嫌がって暴れ、インドア派の細腕に尻尾(しつぽ)でも当たろうものなら骨折は確実だろう。どっちを助けたのか分からないのだから、イリアが敵意を向けられるいわれはない。

			　しかし、マンセルは下(げ)卑(び)た笑みに変えてイリアを見(み)据(す)える。

			「竜の飼い主がエルフというのも真(まこと)であったか」

			「それが何か？」

			「いや何、獣人だろうと何だろうとかまわんよ。で、いくらだ？」

			「……仰る意味が分からないのですが」

			　バルドを含め、勘のいい数人が顔を引きつらせるが、イリアは怒りを抑え込(こ)むのに必死だった。にもかかわらず、目の前の無能はそれにまったく気付くことなく、声高々に提案する。

			「竜の子ともなれば我がロンドヴィルの研究は10年以上他国に先んじるであろう。貴様もロンドヴィルの国民であればその誉(ほま)れを拒みはすまいが、ただ手放すのも癪(しやく)であろう？　ゆえに言い値で買い取ってやろう」

			（こいつ……）

			　イリアの魔力がざわつく。彼女の魔力による結界をまとう支部全体が、呼応するように雰囲気を変える。

			「ピィ……」

			（おっといけない。大丈夫だよー。怒ってないよー）

			　弱々しいハクの鳴き声に、イリアは怒りを鎮(しず)めて笑顔を向ける。イリアは改めてマンセルに向き直った。

			「お断りします」

			「な……き、貴様は馬鹿か!?　一介の受付でしかない貴様ごとき、私が国王に具(ぐ)申(しん)すればすぐに処刑することもできるのだぞ！」

			　結界で守られるとはいえ唾(つば)が飛んで不快感を覚えるが、一度鉄面皮を被ったイリアが表情を変えることはない。

			（国王ですか）

			　だが、内心では失笑を禁じえない。

			「どうぞご自由に」

			　何度か面会したことのあるイリアだが、あの国王にそれだけの勇気があるとは思えない。

			　切り札が効かず国王を侮辱されたと感じたのか、あるいはイリアの態度が自身を軽んじるものだと感じたのか、マンセルは怒りで握りしめた手をぶるぶると震わせる。

			「き、キサマぁ……！」

			「マンセル殿、それくらいにしていただきたい」

			「領主ごときが口出しするか！」

			　そろそろ本格的に周囲の視線が痛くなってきたイリアは、エクトルと目配せし、取りあえず３階に連れて行くことにした。

			「こちらにどうぞ」

			「待たんか亜人が！」

			（あ、まずい）

			「ピィッ!?」

			　１階に渦(うず)巻く怒気に、ハクが怯(おび)えたような声を上げる。

			　亜人……ニンゲンもどき。その蔑(べつ)称(しよう)は普(ふ)人(じん)以外の人種はもちろん、それらの人種と親交のある普(ふ)人(じん)にとってもタブーだ。

			　その時、カウンターに休憩を終えたリュックが戻ってきた。

			　彼を見たマンセルは表情を凍らせる。

			　さもありなん。リュックは国王とも近しい貴族の出であり、彼自身も国王との面識がある。

			　彼自身は現在貴族の立場を隠してはいるが、それでも貴族であることには変わりない。

			「リュック、今の発言は聞いていましたか？」

			「ええ。この耳でしっかり」

			　リュックは無表情で頷(うなず)く。身分を隠しているとはいえ、〝見て見ぬふりはしない〟が彼の身上。到底無視できる発言ではなかった。

			「ご足労をかけて申し訳ないけど、報告をお願いしてもよろしいでしょうか」

			「もちろん。ロンドヴィルは普(ふ)人(じん)至上主義者を外(がい)患(かん)誘致に準ずる国(こく)賊(ぞく)と認めています。しかるべき処罰を与えてくれるでしょうね」

			「それは良かった」

			　彼女たちのやりとりを、本当の意味で理解できたのはほんの一握り。

			　それでも、マンセルがガタガタと震える姿を見て少しは溜(りゆう)飲(いん)が下がったのか、１階に満ちた淀(よど)んだ空気が薄まった。

			「では、こちらです」

			　改めて案内を再開する。そして周囲に一般の者がいなくなったことを確認し、イリアが、

			「そうそう」

			　とマンセルに告げる。

			「この子は竜の子ではなく、竜神の児です」

			「なっ!?」

			　ざわつく使節団の中で、マンセルが絶望に満ちた表情で固まる。

			「研究というのがどういった行為かは追及しないでおきますが、言葉はもう少し選ばれた方がよろしいかと存じます」

			　目には目を、歯には歯を。権力(こくおう)を振りかざす人には権力(りゆうじん)を。竜神に伝える、という脅しが分からないほど馬鹿ではなかったらしい。

			　実際は面倒だから伝える気などさらさらないが、言われた方からすれば死刑宣告のようなものである。いい薬になるだろうという判断だったが、予想以上の効果だった。

			　生きた屍(マンセル)を無視して、イリアは応接間のドアをノックするのだった。

			　

			「くそっ、くそっ、くそっ！」

			　支部を出た後、王立魔物研究所所長、エフィー・マンセルは馬車の筐(きよう)体(たい)を何度も怒りにまかせて踏みつけていた。

			　怒りの原因はもちろん支部で出会ったエルフの少女だ。

			（あいつの目、思い出すたびに煮えくり返るっ……！）

			　彼の脳内で重なるのは、彼が王都の大学にいた頃の周囲の目。

			　能力の劣る自分を軽んじ、蔑(さげす)み、時に同情するような視線を向ける者たち。

			　彼は貴族ではなかったが、必死に勉強して大学に合格した努力の人間だった。決して才能がなかったわけではない。

			　だが、獣人に実技で負け、鳥人に医学で負け、また、ある獣人には薬学で負けた。

			　特化した才能の前に、彼は何度も敗北を味わった。

			　初めこそ負けを糧に努力を重ねたマンセルだったが、負けが重なるうちに心は歪み、屈折していった。

			（くそっ!!）

			　実際にはホールにいた他の者の視線こそ侮(ぶ)蔑(べつ)の視線そのものなのだが、イリアとハクにしか目が行っていなかった彼はそのことに気付かず、また、一度見たら忘れられないイリアの容(よう)貌(ぼう)も、些(さ)細(さい)なことを深く印象付けてしまう一因だった。

			　誤算だったのは２点。

			　国王に通じる貴族がいたことと、ハクが竜神の児であったこと。

			（このままではっ……）

			　怒りで顔を歪ませながら、自身の行く末に青ざめる。

			　現状を変えられる案を必死に探すマンセルは、どこかにヒントはないかと忙(せわ)しなく視線を泳がせているうちに、外の風景が先ほどから動いていないことにようやく気付いた。

			　馬車のドアを叩き、人を呼ぶ。

			「何事だ」

			「護衛が進路を変えるか相談してるようです」

			「進路を変える？　馬鹿なことを言うなと伝えろ！」

			「は、はい！」

			　御者は小窓を閉じると、護衛にマンセルの言葉を伝えに戻る。

			「どいつもこいつも……！　私の邪魔ばかりしおって……！」

			　しばらくすると、一目でギルド員と分かる青年が馬車の扉を開いた。

			「目的地の途中にある森に飛竜が住み着いたらしいです。進路を変えましょう」

			「飛竜だと……？」

			「ええ。ベリュネの町民の証言です。間違いないかと」

			「ぬ……」

			　飛竜と聞いて、マンセルは迷う。

			　目的地であるドトケ高原で見つかったという研究資料は、マンセルたちが長らく追い求めていた垂(すい)涎(ぜん)の物。何としても最短最速で手に入れたい。しかし、

			「おい、飛竜は住み着いたと言ったな」

			「ええ。群れでいるらしいんで」

			「なら、卵もあるな？」

			　青年はマンセルが言わんとすることを察し、狼(ろう)狽(ばい)するよりもまず眉(まゆ)をひそめた。

			「現状で飛竜を倒すのは無理です」

			　護衛の数は18名。

			　その数をもって無理と断言するのだから、飛竜の群れとはどれほどの脅威なのか。とはいえ、その発言には「現状の戦力」という意味の他に「現状の報酬」という意味もあった。

			　それを知ってか知らずか、マンセルは引かなかった。

			　臆するどころか、不気味な笑みさえ浮かべる。

			「何も倒せと言っているわけではない。私が欲しいのは卵だけだよ」

			「……しかし、倒さずに卵だけを回収するのは」

			「追加の報酬を出す。３倍でどうだ？」

			「……」

			「仕方ないな。５倍出そう」

			「……。……何かあっても、王国でフォローしてくださいよ」

			「無論だとも」

			　マンセルは笑った。もちろんフォローなど知ったことではない。

			　そして、目的地を一時変更したマンセルたちはベリュネの町に辿(たど)り着く。小さな町でしかないベリュネにとって、大量に金をまく客など滅多に訪れない。

			　一時的にせよ懐が潤うことを町は喜んだが、しかしギルドの青年と話していた町民の男性は不安を抱えていた。

			　

			　それからしばらくの後、マンセルが王都に去ってから間もなくのこと。

			　農作業に精を出していた男は、息子が呆然と空を眺(なが)めていることに気付く。

			「こら！　ぼさっとしてねーで手を動かせ！」

			「父ちゃん……」

			「あん？」

			「あれ……何だろ」

			「あれは……」

			　空に漂(ただよ)う複数の黒点。高度と半径は異なるものの、それらはぐるぐると村の上空を回っていた。

			　いつの間にか服を掴(つか)んでいた息子の手は、その握る力を強くする。その原因は恐怖。

			　次第に大きくなる黒点の正体は、現存する生物の頂点とも言われる種族、竜種の一族だ。

			「……だ」

			　父親の呟(つぶや)き。

			「……飛竜だ」

			　一家の柱であり、彼の知る最も強い存在。その表情は、自分よりも恐怖に染まっていた。

			　

			　使節団の来訪から数日が経過したある日。

			「おはようございます、カロンさん」

			「ああ、おはようイリアちゃん。朝早くに申し訳ない」

			　早朝に出勤したカロンが、イリアのもとを訪れた。いつになく焦った様子の彼に、イリアは気を引き締(し)める。

			「緊急事態だ。王都に飛竜の群れが向かってきてるらしい」

			「……群れ、ですか」

			「ああ。すでにいくつかの村が被害を受けていて、城と連合本部で対策を練っているところだ」

			　飛竜……竜因子が最も少なく、風竜の下位にあたる獣に近い竜。とはいえ生物の中では最も強い種族であり、それが群れで襲ってくるとなれば、災害指定レベルの脅威である。

			　飛竜は他の竜種と同様に縄張り意識が強く、かつよほどのことがない限り自分の縄張りを出ようとしない習性をもつ。今回の行動は異常だ。

			「原因は分かりますか？」

			「……竜の卵だろうってさ」

			　イリアは絶句する。

			「使節団の連中が調査中に見つけて運んだらしい」

			「……親も狩らずに、ですか？」

			「うん、護衛の連中は狩ることを提案したけど、聞く耳を持たなかったそうだよ」

			　先日の訪問の時点で最低だったマンセルの評価だが、ここに来てさらに急降下を見せた。驚きの速度である。

			　一時期偽名で傭(よう)兵(へい)ギルドに登録していたこともあるイリアとしては、不安定な職業柄、稼げる時に稼いでおこうという護衛たちの判断は分からなくはなかった。

			　しかし、そこは断固拒否するか、最悪でも狩っておくべきだった。

			「それで、わざわざ私のところに来たのはなぜですか？」

			「君の意見を聞きたいそうだよ。王と本部長じきじきのご指名だ」

			「わざわざ行くまでもありません。原因が卵なら、さっさと卵を返してあげてください。そもそも、なぜ使節団は竜の卵なんて拾ってきたんですか？」

			「なんでも、使節団の長が功を焦ったらしくてね。ハクちゃんが卵から生まれたなら、魔物も卵から生まれるだろうって考えたらしい。魔物の生態はほとんどが謎だからね。解明すれば処刑されずにすむとか考えたんじゃないかな」

			（あ・い・つ・かぁ……！）

			　本当に馬鹿ってよけいな事しかしない、竜種は魔物じゃないのに。それに、竜の生態を知りたいならミスリレージュ王国と交渉した方が早い。周りに迷惑かけんな。

			　ふつふつと湧(わ)き上がる怒りと不満を抑え込(こ)み、ため息を吐くことで心を落ち着かせる。

			　ちなみにミスリレージュ王国とは、ジーン以前の竜神と普(ふ)人(じん)から生まれた子が国王を務める国である。

			「よけいな被害と費用を防ぎたいなら、絶対に返してくださいとお伝えしてください」

			「了ー解っ。で、返却方法は？」

			「こちらで人員は確保します。依頼表もすぐ用意しますので、確認だけ取らせてください」

			「よしわかった。じゃあ僕は走りすぎたから少し寝るよ。お休み～」

			「お休みなさい」

			　ふらふらのカロンを見送った後、イリアはある人物を呼び寄せた。バルドとカティだ。

			「お２人に依頼があります」

			「んだよ、改まって」

			「飛竜の卵を巣に返してきてください」

			「「　っ!!　」」

			　多くの危険で汚い命令を受けてきた２人が息をのむ。その反応は当然だった。

			　普通なら竜種の巣に少人数で行けという命令は、死ねと言っているに等しいからだ。

			　能力の高い２人でも、３体以上の飛竜を相手にすれば、その先には確実な死しかない。

			「……なんで、今さら」

			　拳を握りしめながらバルドが呟(つぶや)く。

			「これが貴方(あなた)たちへの罰だからです」

			「なっ」

			「この依頼を終えたら無罪放免。貴方(あなた)方は自由の身です」

			　イリアの言葉に半ば呆ける彼らだが、その意味するところを察して声を荒げる。

			「……イリアは、私たちに死ねっていうの？」

			「死んで無罪ね……ハッ。最低だな、あんた」

			　それは、怒りに似て、しかし悲しみに満ちた言葉だった。

			　それほどに自分を信頼してくれていたのだと思うと心苦しいが、それとこれとは話が別だ。

			「貴方(あなた)たちは成長していませんね」

			「なん、だと……!?」

			「なんで捕まったかわかりませんか？　貴方(あなた)たちの判断が甘かったからですよ？」

			　イリアの目に映るのは、彼らの能力。

			　バルドは【観察】スキルを持っている。その能力は初見のギルド員の戦闘能力を見破るほどの高レベルだったにもかかわらず、バルドたちは捕まった時、イリアの危険性を察知することができなかった。

			【隠(いん)蔽(ぺい)】スキルで９割は隠してあるものの、残り１割でも十分脅威だと判断できたはずなのに、だ。

			　なぜか。

			　答えは簡単。察知しても、バルドが自身を過大評価し、相手の力量を認めなかったからだ。自他の評価を違(たが)えなければ、もう少し冷静に事を運べたはずだった。

			「バルドさん。貴方(あなた)に受付業務を覚えてもらったのは、人や周りを見る目を養って欲しかったからです。貴方(あなた)の気配を殺す術は一級品です。あとは自分と相手の実力を推し量り、冷静に事を運ぶ余裕を持てばよいのです」

			「……一級品とか、俺を簡単に見つけたあんたに言われても信(しん)憑(ぴよう)性(せい)ねぇよ」

			　本当にあまり嬉しそうじゃなかった。

			「嘘は言いません。バルドさんは気配を消し、卵の運搬を担当してください」

			「俺……だけ？」

			「はい。カティには飛竜の誘導を担当してもらいます」

			　カティはただまっすぐにイリアを見る。

			　彼女の適正は【気配遮断】ではなく【気配察知】にあった。

			「カティに給仕を担当してもらったのは、自己判断能力を養ってもらいたかったからです。貴方(あなた)は身軽で敏(びん)捷(しよう)性(せい)に優れているうえに、周囲の気配にも敏感です。周囲の状況を把(は)握(あく)しつつ、自分で何をどうするべきか。今の貴方(あなた)なら一人で判断できるはずです」

			「……分かった。頑張る」

			（せっかく似合ってたのに、見納めとなるとさすがに寂しいな）

			　そんな内心を吐(と)露(ろ)すれば、彼らの足(あし)枷(かせ)になってしまうかもしれない。

			　そう考えるイリアは表情を変えず、２人を交互に見る。

			「本音を言えばもっと覚えて欲しいことはたくさんありましたが、今回の依頼は急を要しますし、貴方(あなた)方ほどの適任が他にいません。ですので、この依頼を罰として受けていただきます。よろしいですか？」

			「分かった」

			「……これで自由になれるってんなら仕方ねえか。で、報酬額は？」

			　バルドの問いに、イリアは満面の笑みを返す。努めて、わざとらしく。

			「あるわけないじゃないですか。無報酬。罰ですから」

			「ま、マジかよ……」

			「はい。だって貴方(あなた)方なら確実にこなせる依頼ですから。それで報酬まであったら罰にならないでしょ？」

			　イリアの笑顔にカティは笑顔を浮かべ、バルドは力なく肩を落とした。だが、そのうつむいた顔の下では、口角が上がっていた。

			　その後、地図を使い巣へのルートと誘導方法を２人に説明する。

			　登録証で受注登録を済ませ、２人に手渡す。２人はその登録証に驚きを隠せなかった。

			「これ、俺らのじゃねぇぞ」

			「盗賊ギルドじゃなくなってる……」

			　そう、それはイリアが新しく傭(よう)兵(へい)ギルドとして作っておいたバルド・カティ両名の登録証だった。

			「以前の登録証では盗賊ギルドに足がつきますからね。今の貴方(あなた)方ならどこでも生活できると思いますから、新しい門出をするなら使ってください。あ、２つ使って悪用とかしちゃダメですよ？　それと、今日まで働いていただいた給料はその登録証の口座に振り込(こ)んであります。なくさないでくださいね？」

			「ありがとう……イリア」

			「……チッ」

			　こうして、誰もいないホールを歩きだす２人を、やはり誰もいないカウンターからイリアは見送る。

			「無事と成功を心より願っております」

			　

			　リュネヴィルを後にしたバルドとカティは、南下する街道を歩く。

			　久しぶりの２人旅だが、そこに気楽な雰囲気や気安い会話はない。

			「……いい人たちだったね」

			　カティの呟(つぶや)きに返答はない。

			　だが、彼女にはそれが彼の肯定だとはっきり分かった。

			　ここ最近、支部で働くバルドには笑顔が増えていた。

			　これまでの彼女にとって笑顔とは、体中に悪寒が這(は)うような、嫌(けん)悪(お)感(かん)の塊(かたまり)だった。

			　だが、今は違った。

			　リュネヴィルは違った。そこで見た笑顔を思い出すと、心が温かくなる。

			　気持ちが安らかになり、気が付くと自分まで笑顔になる、穏やかな場所だった。

			「あ……」

			　頬(ほほ)を伝う物を感じて触れてみると、それが自分の涙だと分かった。

			　気持ち悪くないのに、胸が痛む。

			「……いやだ」

			　言っても仕方ないと、彼女自身分かっている。

			　それでも、口をついて出る言葉。

			「……いやだよ……」

			　一言口にするたびに、また涙が溢(あふ)れる。

			　イリアが、自分たちのことを嫌って追い出したわけではないと理解はしている。

			　それどころか、自分たちが思うよりもずっと、自分たちのことを考えてくれていたと知った。

			　それが嬉しいのに、胸が締(し)め付けられるように、痛い。

			「……帰りたいよ……」

			　堰(せき)を切ったように涙が止まらなくなる。

			　ついには足を止めてしまったカティ。だがその時、懐かしい感触がともる。わしゃわしゃとカティの頭を撫(な)でるバルドの手。

			「……バルド……？」

			　良く見れば、彼の肩は小さく震えており、そして腕を顔に擦(こす)り付けたかと思えば、

			「この依頼、絶対生き残るぞ」

			「え……？」

			　戸惑うカティに、笑顔を浮かべる。

			　捻(ひね)くれた人の悪そうな笑み。

			「あいつが言ったんだ。どこでも生活できるってな」

			「……、あ……！」

			　初めは理解できなかったカティも、その意味を理解して声を上げる。その顔にもう涙はない。

			「行くぞ」

			「分かった」

			　何度となく繰り返してきた応答。

			　しかしそこに込(こ)められた感情はまったく異なるものであり、新たな一歩を踏み出す２人に相応(ふさわ)しい光景だった。

			　

			　住民のいないベリュネに入った２人は、王都から派遣されたギルド員から卵を受け取る。

			　それは以前見たハクの物とは異なり、くすんだ灰色のバスケットボール程度の大きさだった。

			「飛竜は？」

			　バルドの問いに、ギルド員が頷(うなず)く。

			「作戦通(どお)り、卵を見せたおかげでそのままこちらに向かっている。予定では、明日の未明にはベリュネに着くだろう」

			「了解だ。後は任せてくれ」

			「ああ、君たちが頼りだ」

			　肩を叩くギルド員に頷(うなず)きを返し、バルドとカティは装備を確認後、就寝して体力の回復に努めた。

			　そして、夜の暗闇の中、２人は行動を開始する。

			　カティは先行して森に入り、巣の周辺にいる飛竜を刺激する。

			【気配察知】によってすべての飛竜が追いかけてくるのを確認しながら、カティは懐(ふところ)から火の結石を取り出した。

			　火の結(けつ)晶(しよう)柱(ちゆう)から取り出されたそれは、含有する火の因子を利用することで、様々な現象を引き起こす。

			　ライター替わりであったり、大きめのものなら寒冷な地方で暖房としても活用される。

			　カティの持つ結石の効果は、魔力を送り込(こ)んだ場合、極わずかな時間だが強烈な光を発するものだ。それを空中に放り投げることで、信号弾として利用する。

			（よし……）

			　合図を確認し、森の別方向で待機していたバルドは進行を開始する。

			　もちろん、飛竜や他の魔物などに気付かれないよう、【気配遮断】による隠密行動だ。

			　感覚の鋭敏な魔物でも、彼のスキルであれば下手なことをしない限り見つかることはない。

			　３つの卵を背(せ)負(お)いながらも、木々に足を取られることなく進むバルド。やがて、折った木々を集めて築かれた巨大な籠(かご)が鎮座する、飛竜の巣へと辿(たど)り着く。

			　巣の中央に卵を置いた後、すぐにその場を離脱する。

			　飛竜が巣に戻っても感づかれない距離にまで離れたバルドは、火の結石に魔力を注ぎ、木々の高さを超えるよう天高く投げた。

			（あとは……）

			　明るくなり始めた空に瞬(まばた)く閃(せん)光(こう)を捉(とら)え、カティは飛竜たちに向けて弱い魔術を発動する。

			　巣から誘い出した飛竜を、改めて巣へと誘導する。

			　あまりに先行しすぎると、飛竜が彼女の追跡を辞(や)めてしまうため、気を抜くことはできない。

			　森に突入してからも、【気配察知】によって魔物や巨大な生物のいる地点を避(さ)け、微妙にコースを変えながら飛竜たちを誘導していく。

			　だがその時、頭上から木の葉がひらひらと舞い落ちた。

			「!?」

			　木の葉は、彼女の目の前で２枚に増えた。

			　その瞬間、彼女の【気配察知】はすぐ近くに魔物の存在を知らせた。

			（魔っ、蝶(ちよう)!?）

			　正確には蝶(ちよう)ではなく蛾(が)。ロンドリーフモスという名の魔物だった。その蛾(が)の特徴は【気配遮断】の派生スキル【隠(いん)遁(とん)】で葉に擬態しながら獲物を待ち、鱗(りん)粉(ぷん)の毒で動けなくしてから、生きたまま卵の苗(なえ)床(どこ)とすること。

			　飛翔を始めた蛾(が)は、その翅(はね)に付着した毒の鱗(りん)粉(ぷん)を撒(ま)き散らす。

			「くっ……！」

			　足が、身体が、思うように動かない。

			　朦(もう)朧(ろう)とする意識。頼れる相棒はそばにいない。しかし、彼女は考える。

			　自分が生き残る活路はどこにあるのか。

			　周囲を見渡し、状況を把(は)握(あく)し、最善の路(みち)を考える。

			　体は重く、いくら呼吸しても空気がまるで入ってこないように息苦しい。

			　それでも考える。

			（できるって、言った……）

			　イリアが、私ならできると言った。認めてくれた。

			　イリアの言葉が、温かさが、カティを守るように包んでいくようだった。

			　そして希望を捨てない彼女の瞳に、一筋の光明が映る。

			　彼女の得物は、投(とう)擲(てき)用と近接戦闘用の短剣。

			　数ばかり多いロンドリーフモスすべてを落とすには数が足りないが、路(みち)を開く程度なら、問題はなかった。

			　一筋の光明……彼との連携のために、脱出経路を開く程度なら。

			「バルド！」

			　カティは正面の数匹を短剣で切り落とし、ふらつきながらも隙(すき)間(ま)から包囲網を突破。

			　その直後、バルドから放たれた複数の火の矢が蛾(が)の集団に殺到する。

			　続けてカティが身体を反転し、風の下級魔術、エアロプレッシャーを発動。

			　集団の中央で巻き起こる風は火をまとい、蛾(が)の群れを燃やし、吹き飛ばしていく。

			「カティ！」

			　急ぎバルドは、解毒魔術アンチドートを詠(えい)唱(しよう)し、カティをむしばむ毒を除去する。

			　だが、礼を言う時間も惜しいと２人は駆けだす。

			　蛾(が)で足止めを喰らっていたために、飛竜たちが追いついてしまっていたからだ。

			　しかし、速度で劣るバルドが飛竜に捕捉され、風を圧縮させたブレスに曝(さら)される。

			「くそっ……！」

			「っ……！」

			　辛うじて避(さ)けはしたものの、地面で炸裂したブレスの衝撃波につかまってしまう。

			　よろけながらもバランスを取り戻し、互いの役割を暗黙で確認した２人はそれぞれ別の方向に走り出す。

			　バルドは逃げに徹しながら徐々に気配遮断を強める。逆にカティはバルドと徐々に距離を離しながら、魔術を飛竜に放ち、気を引き続けた。

			　やがてカティの魔力が尽きかけた頃、ようやくすべての飛竜の意識が彼女に集中する。

			【気配遮断】が完全に機能したことを確信し、バルドは一気に方向転換して離脱した。

			　カティも速度を上げ、攻撃されない距離を保ちつつ、一気に飛竜を巣へと誘導する。

			（よし……！）

			　そして、巣で卵を発見した飛竜は全速力で逃げたカティを見失い、意識を卵の防衛と警戒に切り替えたため、彼女も無事に離脱することができた。

			　

			「……はぁ、良かった」

			「ピィ？」

			　一部始終を見終え、イリアは安(あん)堵(ど)のため息を零(こぼ)す。

			【千里眼】を切り、ハクの頭を撫(な)でる。

			　これから先は２人の自由。知ろうとするのは野(や)暮(ぼ)というものだ。

			　彼らの口座には、支部で働いた分の給料はもちろん、実は今回の依頼による報酬も振り込(こ)まれている。口座を見たら桁(けた)に驚くかもしれないが、正当な行動には正当な報酬があるという最後の授業だ。

			（……騙されたって怒らせるだけかも）

			　カティはともかく、バルドの怒る様子は目に浮かぶようだった。

			　

			　数日後。

			　昼食の混雑が終わり、ほんの少しだけ落ち着きを取り戻した連合支部。

			　もちろんホールにカティはおらず、カウンターにバルドもいない。

			　本音を言えば、もう少し【話術】や、その他のスキルを上げてあげたかった。

			　そう考えるイリアの顔を、

			「ピィ……、ピィッ！」

			　慰めるようにハクが舐(な)める。

			　竜の成長速度を知らないイリアにはハクの成長が順調かどうかの判断はつかないが、その背中に小さな羽が生え、飛べるようになるのはそう遠くないことのように思えた。

			（ちゃんと飛べるように、私も一緒に飛んであげた方がいいのかな？）

			　そんなことを考えていると、出勤したばかりのリアが顔を出す。

			「イリア、エクトルさんが呼んでたよ。館に来て欲しいって」

			「分かった。着替えてくるまで待ってるね」

			「ありがと！」

			　フランクなしでエクトルに呼ばれる時は、だいたい依頼がらみだ。思い当たるとすれば、一向に減らない魔物の数くらいか。

			　バルドとカティに作った登録証はちゃんと審査員の資格を持っているから問題はないし、定期的にくる竜神からの連絡を無視していることは関係ないはずだ。

			　依頼以外で他に思いあたることは何かと考えていると、制服に着替えたリアが戻ってきた。

			「お待たせ～。ハクはどうする？」

			「ハク、お留守番できる？」

			「ピィ～！」

			　しがみついた手を放してくれそうになかった。

			「あはは、絶対イヤだって。行ってらっしゃい」

			「うん。行ってきます」

			　支部を出たイリアとハク。工事の進む街並みを眺(なが)めつつ、領主の館へと向かう。

			　すっかり馴染んで忘れそうになるが、初めのうちは工事などで来た者の中には、ハクを怖がる者も多かった。だが今ではすっかり慣れたものだった。

			　季節はもう冬。外を歩くと、ロア山脈から吹き降ろす乾いた風が体温を奪う。

			　結界で身を守っているイリアには無関係の話だが、風を操るまでに至らないハクは身を守る術がない。

			「ピィ～……」

			「おいで」

			「ピィッ」

			　少しだけ寒そうに身じろぎさせたハクを抱きかかえる。

			　見えてきた領主の館は以前と同じもの。今回の再開発で新しく建て直すという案もあったが、エクトルは必要ないと突(つ)っぱねた。

			　門番の兵士にエクトルがいるかどうかを聞くのが常だったが、今回はメイドが門の前に立っていた。

			「お待ちしておりました。イリア様」

			「こんにちは、シビルさん」

			　黒と茶色の二色の髪に褐(かつ)色(しよく)の肌、ピンと尖(とが)った耳を持つジャーマン・シェパードの獣人。シビルに案内され、館の廊下を歩く。

			　そこかしこにある華美な調度品の数々。それらがエクトルの堅実な印象と合わないのは、先任の領主の趣味だったからだ。いざという時に売って金の足しにするために残しているのだそうだ。そんな話を聞き、素直に納得できてしまうのがエクトルの仁徳だろう。

			「よく来てくれたね、イリア」

			「いえ」

			　案内されたのは館の応接間。部屋に入った瞬間、イリアは自分が呼ばれた理由を察した。部屋にはすでに、男が一人。

			「久しぶり、イリア」

			「お久しぶりです。国の宰(さい)相(しよう)とここでお会いするとは思いませんでした。まさかお一人で？」

			　ハクを抱えたまま皮肉を言うと、男性は苦笑を濃くする。

			「騎士を連れて歩いたら、自分で身分の高さを証明するようなものだろ？」

			　ロンドヴィル王国宰(さい)相(しよう)ルチアーノ・コンティ。２代にわたり国政を取り仕切ってきたハーフエルフで、彼のおかげでロンドヴィルは多種族国家として栄えたといっても過言ではない。

			「本当は国王にも同席して欲しかったんだけどね。さすがに玉座を空けるわけにはいかないから」

			「イリア、立ち話もなんだろう。座りなさい」

			　その言葉を跳ね除けるのも憚(はばか)られ、イリアは素直に座り、宰(さい)相(しよう)の話に耳を傾ける。

			「まずは報告だ。無事卵を巣に戻し、飛竜を巣に戻すことに成功したようだ」

			「それは良かった。ようやく安心できますね」

			　安(あん)堵(ど)した反応を見せるイリアに反し、しかし宰(さい)相(しよう)の表情はさえなかった。

			「そう、我々も一安心していたんだけど、すぐに別件の報告が上がってきてね」

			　そこでいったん言葉を切った宰(さい)相(しよう)は、背もたれに身体を預けて手を組んだ。それは、彼特有の「お手上げ」を意味する。

			「……氷竜がロンドヴィルに向かって来ているらしい」

			「っ……」

			　口元に手を当て黙り込(こ)むエクトル。さすがに天災が相手では、事実を受け入れるので精一杯なのだろう。

			「アクラディストは何の対策も講じなかったんですか？」

			「さすがイリア、早耳だね。あちらは人的被害がないのをいいことに、ずっと放置していたようだ」

			　ロンドヴィルに流れてきたからといってアクラディストの対応を非難することはできない。下手に手を出せば矛先を向けられる可能性があり、軍を出すには実入りが少なく、ギルドに討(とう)伐(ばつ)依頼を出した場合は失敗しても仲介料は取られてしまう。時にはじっと耐えることも必要だ。

			　ようやく事態を呑み込(こ)めたのか、エクトルが身体を起こして宰(さい)相(しよう)に訊(たず)ねる。

			「では、我々も静観する、ということでよろしいでしょうか」

			「話が早くて助かる。体裁ばかりの貴族ではこうはいかないな。不幸中の幸いと言うべきか、収穫期はとうに終えた後だ。ある程度人里に近づいても、人を避難させてやり過(す)ごすことになった。各主要都市には避難民を受け入れる用意をしておいてもらう」

			「はい。確かに承りました」

			　まだ完成していないとはいえ、もうそれなりに宿場町の体裁は整っているリュネヴィルだ。元拠点の壁も、こうなると安心感が増す。

			　だがそれはともかくとして、ルチアーノの話には一つ不明瞭な点があった。

			「氷竜が主要都市を襲う事態になったら、いかがするおつもりですか？」

			「うん。そのことでイリアに話があったんだ」

			　宰(さい)相(しよう)は姿勢を正し、イリアに身体を向ける。

			「イリア、氷竜はなぜロンドヴィルに来たと考える？」

			　確かにその疑問はもっともだ。

			「……まさか前に言っていた依頼が増えるって話、この件も含まれているのか？」

			「そうなのか？　イリア」

			　エクトルの言葉に、宰(さい)相(しよう)も興味津々。

			　しかし身を乗り出すような彼の反応にも、イリアは表情を変えない。

			「いえ、違います。私が予想していたのは工事が始まってから増えた魔物討(とう)伐(ばつ)依頼の話です。氷竜の話は聞いていましたが、こちらに向かってくるなんて思いませんでした」

			　だが宰(さい)相(しよう)は納得するどころか、別の所に興味を持ってしまう。

			「どうして魔物の増加を予想できたんだ？　リュネヴィルの計画では工事で魔物の生息地域を刺激するようなことはなかったはずだ。何か法則のようなものがあるのか？」

			　質問してくる瞳はまるで少年のようだ。エルフの賢さと普(ふ)人(じん)の知識欲が合わさるハーフエルフは、その多くが興味を持ったことに関して彼のような反応を示す。

			「人が増えると魔物が増える。ただそれだけですよ」

			「そ、そうなのか？　それも軽視できんが……、うーむ……」

			　考え込(こ)む宰(さい)相(しよう)にも、イリアは詳しい事情を話そうとしない。

			　この世界にはその根を世界中に広げる、三本の世界樹がある。

			　その世界樹から放出されるのが、魔(ま)素(そ)、精(せい)素(そ)、光(こう)素(そ)の三元素。そのうち、世界を光で満たし昼を生み出すのが光(こう)素(そ)だ。

			　そして、あらゆる動植物が呼吸で光(こう)素(そ)を吸引すると、その体内で影(えい)素(そ)という元素に変化する。その影(えい)素(そ)は呼吸で吐き出され、光(こう)素(そ)のない夜に活性化し、世界樹の呼吸でその内部に蓄積される。

			　その影(えい)素(そ)と、土に還り世界樹の根に吸収された動植物の構成物質や因子が寄り集まってできた生物、それが魔物だ。

			　光(こう)素(そ)が影(えい)素(そ)に変わる原因は、その動植物が抱く負の感情を光(こう)素(そ)が吸い取るためだ。

			　光(こう)素(そ)が負の感情を吸い取るおかげで、生物は昼間をそれなりに陽気に、光(こう)素(そ)のない夜はネガティブな思考をするようになり、そのネガティブの塊(かたまり)が魔物の中には蓄積されることになる。

			　人は他者への負の感情を抱きやすい。

			　とどのつまり、魔物は人への負の感情を抱えて生まれるため、普通の生物よりも人に対して攻撃的になる。

			　よって影(えい)素(そ)が大量に排出される人の多い場所・地域では、人を襲う魔物が増加し集まりやすくなる、という事態が起こるのだった。

			（……そんなことを言えるわけないじゃないですか）

			　イリアは目を伏(ふ)せ、内心でため息を零(こぼ)す。

			　彼女の知る事実はどれも、世界樹を尊ぶラトヴェスター教が多いロンドヴィルでは考えられないことばかりだからだ。

			「とにかく、氷竜が来た理由については不明としか言いようがありません」

			「いや、その大勢の人に引き寄せられたってことは考えられないか？」

			「竜種は魔物じゃありませんよ」

			　一般常識では人を襲う動植物を総称して魔物と呼んでいるため、竜と関わりが少ない国ではよく起こってしまう勘違いだった。もちろん、脅威になるかならないかで判断するというのも真理だ。だが、戦わずに済む方法があるなら、わざわざ滅ぼしあうことはない。

			「……そうか。だが、いずれかの都市を襲うようなら討(とう)伐(ばつ)しなければならない」

			「……はい」

			「氷竜の動向を警戒しつつ、物品の搬送は怠らないよう留意しておいてくれ」

			「「　かしこまりました　」」

			　宰(さい)相(しよう)の言葉に、エクトルとイリアは形式的に返答した。

			　

			　宰(さい)相(しよう)を見送った後、エクトルは今回の件についての情報を書類にまとめていた。

			　思考と執筆と目視。

			　理解しがたい事実も、これらを用いることで理解度を高めると、思わぬ閃(ひらめ)きを生むことがある。その経験から、エクトルが長年続けてきた習慣だった。

			「お茶をお持ちしました」

			　そう言ってカップを差し出したのは、メイドのシビルだった。

			「おお、ありがとう」

			　カップを手にとり、一息入れたところでエクトルは椅(い)子(す)の背もたれに体重を預けた。

			「で、どうした？」

			「……」

			　彼女からの返答はないが、苦笑を浮かべ、エクトルは彼女の不満を言い当てる。

			「イリアのことか？」

			「……はい」

			　今度は肯定が返ってくる。しかし、エクトルは動じない。この問答は、以前から彼自身も何度か繰り返してきたことだからだ。

			「……個人的な感情ではありません」

			「分かってる」

			「ですが、彼女は謎が多すぎます！」

			　エクトルが騎士であった時、彼に命を救われたシビルもまた騎士だった。その恩を返すため、今はこうしてメイドとして仕える彼女は、エクトルを支えることこそが自分の役目だと強く思っていた。

			　だからこそ、底が知れないイリアは不安であり、怖かった。

			「彼女は、まだ、そのすべてを貴方(あなた)に話してはいないでしょう」

			「だろうね」

			　平然と答えた主に、シビルは言葉に詰まる。

			「では、なぜ助言はするのに、すべてを言わないと思う？」

			「それは……、自分が優位に立つため……でしょうか」

			　言いながら自分で違和感を覚え、言葉は尻すぼみに萎(な)えていく。

			　これまでイリアが自分の立場を向上させようとした意思は見られない。

			　上司である支部長や領主であるエクトルの指示には従うものの、支部の業務以上のことを成そうとせず、行動するのは依頼や要望があった時のみ。

			　そう思っていたシビルだからこそ、先の自分の発言が間違っていることを、何よりも自身で認めてしまっていた。

			「俺が思うに」

			　それを察してか、エクトルは否定をせず、自身の考えを語る。

			「イリアは、俺たちの成長に合わせてくれてるんじゃないかな」

			「成長……ですか？」

			　思わず繰り返したシビルに、エクトルは頷(うなず)く。

			「過(す)ぎた成長は、一歩間違えれば増長と歪みを生む。イリアは俺たちの成長に合わせて情報を開示し、警告し……導いてくれる」

			「導くだなんて……神を気取っているつもりでしょうか」

			　シビルの剣(けん)呑(のん)な口調に、エクトルが笑う。

			「市(し)井(せい)に紛れ、民とともに笑い、苦心する。可愛い神様じゃないか」

			　それは、統治者としては甘いとも言える在り方。

			　しかしそれこそ、彼の望む領主(じぶん)の在り方だった。

			　

			　ロンドヴィル王国は、一年を通(とお)して降水量の少ない、比較的温暖な気候の土地だ。

			　北部のロア山脈や、南西のカルデラ湖から流れる河川が国土を横断するほか、貯留量と滞留時間の豊富な地下水が国土の至る所にみられ、水不足に陥(おちい)ることはない。

			　そして、それらを生かした農業国であり、首都である王都に限定すれば、貴族のような上流階級向けの観賞用園芸栽培が一年を通じて盛んであった。

			　文化が発展するにつれ、他の諸国でも火の結石を用いた温室での栽培を行う国が見られるようになった。だが、土に含まれる栄養が異なるのか、色づきや発育状況でロンドヴィルのそれより見劣りしてしまう物ばかりだった。

			　そうして園芸において確固とした地位を築いたロンドヴィルの王都は、一年中四季折々の花が咲く〝花の都〟と称されるようになった。

			　栽培された花は他国の貴族向けに出荷されるほか、季節ごとに行われる品評会は貴族の婦女子にも好評で、わざわざ海を渡って訪れる王家もいるほど。

			　冬の品評会を控え、ロンドヴィル王家のお墨付きをもらおうと奮起するある栽培農家は、その緊張からいつも以上に早く目覚めるのであった。

			「……今日も一段と冷えるな」

			　震える身体を擦(こす)りながら暖を取る男は、花の管理のため暖房をつけず、服を大量に着込む。

			　農場に出た男は、寒さに耐えたくましく咲こうとする花たちに勇気づけられながら、その一つ一つを丁寧に検分する。

			　その拍子、露出する鼻に触れたものがあった。触れてみると、手袋が少しばかり湿る。

			　朝露とも考えた男性だったが、すぐに視界を横切った白い物体に目を見張る。

			「こりゃあ……雪か……!?」

			　見るのは何十年ぶりだろうか。

			　空から舞い降りる幻想的な光景。一転、現実に戻った彼は雪対策のために突(つ)っ立て棒を持って走り回り、結果着こんだ服を一枚一枚と脱いでいく羽目になった。

			　貴族はその光景に酔いしれ、子供は初めて見る雪に興奮しながら走り回る。

			　見回りの騎士たちは寒さと転んだ子供を立たせながら、どこか暢(のん)気(き)に雪を眺(なが)めていた。

			　そして、それから数日後。

			　色鮮やかな花が咲き乱れるはずだったロンドヴィル王国王都は、氷竜の巻き起こす雪で白銀の世界と化していた。

			　

			　支部の２階にある個室の一角。

			「では、傭(よう)兵(へい)ギルド、〈蒼(あお)の剣(つるぎ)〉の指揮に同意される代表者は、組員の登録証をご提示ください」

			　集まった８人の代表者が一様に頷(うなず)いて登録証を差し出す。イリアはシンシアに回収した登録証を渡し、受注登録を任せる。

			「何かご質問やご意見はございますか？」

			　挙手したのは商業ギルド〈曙(あけぼの)の轍(わだち)〉の代表者。

			「先に出発した仲間はどうなったか分からないか？　第２隊として王都に向かったんだが」

			「ボーリュー様の隊ですね。先日王都を発たれたと報告がありました」

			「ほ、本当か？　状況は？　どれだけの人数を運んでるんだ？」

			「１５０人ほどです。数人が負傷していますが、皆積雪が原因で負傷した王都の住民です」

			「１５０……なら、もっと毛布と食糧が必要じゃないのか？」

			「後続の隊で物資の搬送は完了しています。皆様には、先ほどお伝えした通(とお)り王都住民の脱出に当たっていただきますので、道中の消耗品以外は必要ありません」

			　この期に及んで儲けようとすんな。

			　言(げん)外(がい)にそう伝えると、さすがの商人も空気を読んで沈黙する。

			　他に不満そうな顔をしているのは、今回の騒動を聞きつけ、駆けつけてきてくれた新顔の傭(よう)兵(へい)ギルドの人々。イリアが顔を向けると、そのうちの一人が観念したように口を開いた。

			「あんた何者？　やけにはっきり言うけど、その情報って正確なの？」

			「はい。早耳は商業ギルドと盗賊ギルドだけの特権じゃありませんから」

			　盗賊ギルドという言葉に、相手がほんのわずかにだが目を動かした。。

			（ステータス欄に映る職業も、こういう時には役に立つんですよね、〈落(らく)涙(るい)の風〉の諜(ちよう)報(ほう)員(いん)さん）

			　牽(けん)制(せい)や対策をするとしないとでは、その後の対応と流れが大きく変わる。

			　イリアはその目を生かして有利に事を進めることが多い反面、知るはずのない情報を知ることをごまかすのに苦労する、といった欠点もあった。

			　後者の一端が先ほどのような周囲の不信感だが、

			「イリアの情報は正確だよ。俺らが保証する」

			〈蒼(あお)の剣(つるぎ)〉以下、Ａランクの傭(よう)兵(へい)ギルドの証言でその場の不満は霧散した。

			　他に何か言いたそうな人はいるだろうか、と目配せしている際に、シンシアが登録を終えて戻ってきた。

			「他にございませんか？」

			　沈黙の肯定。

			「では登録証をお返しします。キャラバン第７隊の編成が完了次第、王都住民の救出をお願いします。……皆様の無事と成功を心より願っております」

			　登録証を受け取った代表者たちが個室を後にするなか、イリアは２人の代表者を呼び止める。

			　傭(よう)兵(へい)ギルド〈朱(あけ)の双刀〉の表の代表者であるグレースと、〈蒼の剣〉の代表者であるファデーレ。〈朱(あけ)の双刀〉は〈蒼の剣〉に劣らない実力者揃いだが、アクの強い性格から指揮には向かない。

			　だがそんなグレースだからこそ、頼めることもある。

			「〈朱(あけ)の双刀〉の皆さんは、〈落(らく)涙(るい)の風〉の警戒もお願いします」

			「……最悪捕(ほ)縛(ばく)？」

			「いえ、危害を加えるようでしたら切り捨ててしまってかまいません。邪魔ですから」

			「相変わらず容(よう)赦(しや)ないな、イリアは」

			　ファデーレの苦笑に、グレースは朗らかに笑った。

			「敵なら仕方ないだろう」

			「だね」

			　内容は剣(けん)呑(のん)だが、２人の反応に揺らぎはない。色々な経験を重ねてきた２人特有の、頼れる雰囲気が滲(にじ)み出るやりとりだった。

			「よろしくお願いします」

			「「任せて」」

			　個室を出ていく２人を見送っていると、ファデーレが立ち止まって振り返る。

			「僕たちは君がこっちにいるから救出隊に参加することにしたんだけどさ」

			「はぁ……」

			「君はどうしてあっちの会議に混ざらないのかな」

			　あっち。それは、３階の応接間で行われている討(とう)伐(ばつ)隊の編成のことだろう。

			「どっちが急務かって言われたらもちろん救出なんだろうけどさ、ちょっと気になったから聞いてみただけ。ごめんね」

			「いえ。ご無事を願っています」

			「うん」

			　ファデーレが退室したことで、部屋にはイリアとハク、それにシンシアだけとなった。

			「私もちょっと意外だな」

			　テーブルや椅(い)子(す)を直しながらシンシアが言う。

			「イリアって受注の時、たまに助言するじゃない？　聞かれなくても。あれって、魔物と正面からぶつかったら危ない人にだけ言ってるんだよね」

			「……うん。まぁね」

			　シンシアは普(ふ)人(じん)だ。

			　上限は低めとはいえ、潜(せん)在(ざい)的にあらゆるスキル適正を持つ者が普(ふ)人(じん)には多い。そんな種族らしく、彼女もまた受付で鍛えた【観察】スキルで、受注依頼者の実力をある程度見抜くことができる。

			　それを鑑みれば彼女に看破されることは意外なことではないのだが、このタイミングで言われたことでイリアは動揺し、返答に詰まってしまった。

			「だからさ、今回の討(とう)伐(ばつ)隊にもイリアが助言してくれるのかな、って思ってた人多いみたいなんだよね。助言もらった人とか、職員は」

			「別に、助言なしで勝てないって決まったわけじゃないよ。参加する人たちも知らないし」

			「うん。そうなんだよね」

			　でも、とシンシアは宙を仰いだ。

			「ちょっと不安に思っちゃったりするんだ。イリアなしで大丈夫なのかな～、とか」

			「私が倒すんじゃないんだから」

			「だよね。あはは」

			　笑うシンシアに他意がないことは分かっている。それでも、イリアは図星を突(つ)かれた気分だった。彼女は、氷竜の討(とう)伐(ばつ)に参加したくなかった。

			　その理由は、氷竜が魔物ではないから。

			「ピィ……？」

			　遥(はる)か遠い親戚であるハクを預かってるせいで、情が湧(わ)いたわけではない。

			　弱肉強食の色が強いこの世界で、共存できない者同士がぶつかってしまうことに異論はなく、殺しはダメだ、なんて綺(き)麗(れい)ごとを言うつもりもない。

			　そもそも、たいていの種族を殺したことがある自分には言う資格がない。

			　――ただ、自分が加わることで、本来の力の天秤を大きく傾けてしまうのは違う気がした。

			　シンシアが言った通(とお)り、イリアが助言するのは魔物が相手の場合に限られる。魔物以外の討(とう)伐(ばつ)依頼には、確実に殺される力の差がない限り止めたことはなかった。

			　殺すことしかしない、殺されることで世界の鬱(うつ)屈(くつ)が減る……世界の歪みそのものが形を得たような魔物や悪魔であれば助言することにためらいはない。また逆に、人同士の戦争ならば、迷うことなく無視もできる。

			　魔物ではないから助言はしない。だが、もしこの街に来ていたとしたら？　そう考えただけで決断できない自分に、イリアは知らずため息を零(こぼ)した。

			　

			　それからも、ロア山脈の王都にほど近い山頂に居(い)座(すわ)った氷竜は、王都に吹き降ろす風に乗せた降雪で被害を拡大させていた。

			　真っ先に逃げようとする貴族を王が御せず、本来国民を守るべき騎士団はその貴族の護衛にまわってしまった。我先にと逃げる上流階級の護衛に騎士団が割かれた結果、氷竜を討(とう)伐(ばつ)する戦力が足りなくなり、結局王族も逃げることになってしまった。

			　そして現状、騎士団は彼らのお守りで遠くグーレイズヴィルから動くことができない有様だった。

			　そこで駆り出されることになるのがギルドである。

			　救助隊の依頼をわざわざキャラバン（商隊）と称させ、金は出すから後はどうにかしろと言わんばかりの討(とう)伐(ばつ)依頼。

			（ふざけてますよねー。うふふ。……まぁ、素人が机上の空論で口を出してくるのも邪魔なんだけどさ）

			　本当に体裁ばっかり、と続く言葉を、これでは宰(さい)相(しよう)の愚(ぐ)痴(ち)と同じだと気付き中断する。

			「――では登録証をお返しします。キャラバン第13隊の編成が完了次第、王都住民の救出をお願いします。……皆様の無事と成功を心より願っております」

			　ぞろぞろと退室する代表者たちを見送り、シンシアが大きなため息を吐いた。

			「やっと終わったあ～」

			「ご苦労様。少し早く終わったけど、早めにあがる？」

			「まさか！　時給なのに今あがったら中途半端になっちゃうじゃん！」

			「大丈夫。今日の勤務内容は特別手当も付くし、ちゃんと定時まで働いたってことにしておくから」

			「……いやいやいや！　ダメ！　そういうケジメのないのあたし嫌い！」

			　嫌いと言いつつ、ちょっと絆(ほだ)されそうになったシンシア。

			「とりあえず一息つこっか。待ってて。お茶持ってくる」

			「あたし持ってくるからいいよ！　イリアこそ休んでて！」

			　言うや否や、部屋から飛び出す。

			　勤務内容はイリアの方が多かったのは確かだが、チートのせいで体力的な疲(ひ)弊(へい)はない。

			　ひとまずお言葉に甘えて椅(い)子(す)に座ると、待ってましたとばかりにハクが前掛けに飛び乗る。

			　そういえば、と前世でもパソコンをいじっていると猫がキーボードの上に乗ってきたのを思い出した。

			（ハクもあんな感じなのかな）

			　氷竜の問題は頭の片隅に置いて、ハクを撫(な)でる穏やかな時間を過(す)ごす。

			　とはいえ、非常時にそんな時間が長く続くわけもなく、

			「ここにいたのか、イリア」

			　ドアから顔を覗(のぞ)かせたのは、シンシアではなくフランクだった。

			「会議は終わりましたか？」

			「ああ、といっても、隊列と陣形のことばかりで、具体的な対策は立てられなかったけどな。……せめて、むこうがどんな術を使うか分かってれば良かったんだけど」

			「氷竜と戦ったことがある人はいなかったんですね」

			　イリアの言葉にフランクは苦笑する。

			「そんな猛(も)者(さ)はなかなかいないだろう」

			「出発は明日ですか？」

			「いや、カロンの報告待ちだな。他の支部と連携をとる」

			　氷竜との戦闘以外にも吹雪(ふぶき)の雪山を登らなければならず、当然といえば当然の判断に思えた。

			「お待たせ～。ってあれ、フランクさん。……もしかしてお邪魔でした？」

			「そんなことないよ」

			「シンシアも休みな。疲れただろ？」

			「じゃ、じゃあお言葉に甘えまして……」

			　シンシアの好きな緑茶で一息入れながら雑談を交わす。

			　とはいっても、大半はシンシアが零(こぼ)す愚(ぐ)痴(ち)にイリアとフランクが付き合うようなものだった。イリアがハクを構(かま)うことに逃げると、フランクが救いを求めるような眼差しを向けてくる、が。

			（ごめんなさい、部下のメンタルケアも上司の仕事だと思うんだ）

			　そう言い訳して、決して目を合わせなかった。

			　そんなこんなで一日の業務が終了した。

			　だが、キャラバンを送り出した翌日以降も忙しさは相変わらず。奇(く)しくもこの間、最後の街道整備が完成した。大工事の全工程が終了したのだが、完成後に予定されていた竣(しゆん)工(こう)祭(さい)はさすがに延期となった。

			　そして、キャラバンが全住民を各都市に避難させた翌々日。

			　宿を回って物資を配っていたイリアは、エクトルからの呼び出しを受け領主の館に向かった。

			　応接間に案内された彼女を待っていたのは、沈痛な面持ちのエクトルとフランクだった。

			　２人が語った内容は、氷竜討(とう)伐(ばつ)の失敗。

			　そして、敗走する討(とう)伐(ばつ)隊を追うように氷竜が下山し――

			　リュネヴィルに向け、南下しているという事実だった。

			「氷竜がこちらに、ですか？」

			　無言で頷(うなず)くエクトルの表情は硬い。見かねたフランクが代わりに言葉を続けた。

			「消耗を聞く限り撤退の決断に間違いはない。ただ、敗走する討(とう)伐(ばつ)隊を追跡してくるとまでは思わなかった」

			「そうですね。竜は総じて縄張り意識が強い種族ですが、よほどのことがない限りそこを出てまで敵を排除しようとはしないはずです」

			「ああ……。今はハルヴィルから回されたギルド員によって足止めされているが、離れるとすぐにリュネヴィル方面へ移動するらしい」

			　イリアは現実逃避でちゃんと見ていなかったのを悔やむ。不可解な行動について、今から様子を見ただけで理解できる確証はない。万全を期すのであれば、救助隊だけでなく、討(とう)伐(ばつ)隊も【千里眼】で見ておくべきだったのだ。

			「ちなみに言っておくが、以前の飛竜のように卵を持ち帰った、ということはない」

			「そう……ですよね」

			　正直なところ、卵なんて分かりやすい動機があるのであれば、その方が良かった。

			　悪気がなかったとしても、氷竜が人に害をもたらしたのが事実なら、先に直接手を出したのが人というのもまた事実。責任はどちらにもあるし、どちらにもない。

			　より重苦しい空気に包まれる応接間。

			　その沈黙を破るノックが、室内に響(ひび)いた。普(ふ)人(じん)の執事、ファビオだった。

			「エクトル様。関係各所への避難勧告、完了にございます」

			「ありがとう。……どうだった？」

			　主人の問いに、ファビオは硬い表情のまま目を伏(ふ)せる。

			「……芳(かんば)しくありません」

			　芳(かんば)しくない。それはつまり、退避しようとしていないということだろう。理由を察することができず、イリアは訊(たず)ねた。

			「王都から来た方がぐずってるんですか？」

			「いえ、イリア様。彼らの方が避難には積極的でございます。とはいえ、リュネヴィルの住民の方々も氷竜の危険性から目を背けているわけではなさそうです」

			　いよいよもって分からない。

			　生まれ変わったリュネヴィルを手放すのが惜しいとしても、命あっての物種だ。しかし本当に危機感を失っているわけではないとしたら、氷竜と直接対(たい)峙(じ)した者ならば住民を説得できるかもしれない。

			「負傷した方々は今どちらに？」

			「ウィルヴィルから輸送隊が出たそうだから、明日にはそちらに着くだろう」

			「そうですか……。報告してきた方はもう他の都市に向かわれましたか？」

			　ああ、とエクトルは首(しゆ)肯(こう)した。

			「王への連絡員がいるベリュネに向かったが、明日には支部に戻るだろう」

			「君もよく知る奴らだよ」

			「？」

			　心当たりが多すぎて特定できないが、知り合いなら話を聞くには好都合だろう。

			　物資の状況、強制避難を始める最終ラインの設定に、護衛にまわすギルド員の確保。

			　すべての話し合いを終えたイリアが支部に戻った頃には、空が暗くなり始めていた。

			　その道端で、イリアはセシリータとリディに会った。支部の厨(ちゆう)房(ぼう)で働く２人が支部から出てきたのは自然に思えるが、イリアの記憶が確かならば、今日はシフトに入ってなかったはず。

			　ファビオの言う通(とお)り、２人からは恐怖や焦りのようなものは感じられない。

			　釈然としなかったが、よけいな心配をさせないよう平静を装う。

			「イリアちゃん、領主様のとこに行ってたのかい？」

			「はい。お２人は避難の準備はすみましたか？」

			　きょとんと眼を瞬かせたのも束の間。リディは朗らかな笑顔を浮かべる。

			「イヤだよイリアちゃん。あたしらが逃げたら、誰が旦那のメシを作ってやるんだい？」

			「そう……ですか」

			「……ふふ。そんなに心配しなくても、本当に危なくなったら一目散に逃げるさ」

			　イリアが持つスキルがあれば、人の言葉の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)は何であれ知覚することができる。しかし、そんなものがなくとも、２人の表情を見れば誰でも彼女たちの嘘が分かったはずだ。

			　上手く言葉の継げないイリアをよそに、「それに」と２人は笑顔のまま言葉を続ける。

			「さっき街のみんなで支部に行って、これからどうしようかって話してたんだよ」

			「で、あたしらも金を集めて追加の依頼を出したのさ」

			「依頼、ですか？」

			　うん、と２人は頷(うなず)く。そして迷いのない表情のまま、

			「氷竜の討(とう)伐(ばつ)だよ」

			　と言った。

			「あの……、どうしてそこまでされるんですか？」

			　天災指定である神獣の討(とう)伐(ばつ)は、国家間やギルド本部で検討されるべきことだ。

			　イリアはリュネヴィルに来るまでにも、天災に見舞われた被災者を見たことがあった。その時にも先祖代々の土地だから、自分が犠牲になれば、と言って逃げようとしない者はいた。

			　彼らの目に宿っていたのは、ただの固執と諦(てい)観(かん)だった。

			　だが今、彼女の前にいる２人の目に宿るのは、希望に似た何かだった。

			　その理由が分からず、思わず訊(たず)ねるイリアに、２人は変わらない笑みを返す。

			「決まってるだろ？」

			「皆、ここが好きだからだよ」

			　――ああ、そっか。そうだよね。

			　忘れていた。というよりも、改めて思い知らされた気分だった。

			　紛れ込(こ)んだだけの自分と彼女たちとでは、この街が好きだと言う言葉の重さが違う。

			　この街が好き。

			　先祖代々住む土地だから。生まれ育った街だから。そんな出自や固執とは関係のない、ただただ単純な答え。

			「なら、仕方ないですね」

			　愛情の重さが違う。

			　思い入れの深さが違う。

			　だから、皆の決意を自分がどうこう言うのは筋違いだ。

			「うん。さすがに今回ばっかりはイリアちゃんが止めてもダメかも」

			「ごめんね」

			　拒絶ではなく、受け入れたうえでの決意。そう思えたからこそ、イリアは首を横に振る。

			「止めませんよ」

			「え？　本当かい？」

			「はい。街の皆さんが望んでるなら止めません」

			　それが住民の意思なら、彼女はそれを否定しない。

			「私だって、この街と皆さんが好きですから」

			　――だからごめん、名前も知らない氷竜。

			　氷竜の討(とう)伐(ばつ)。

			　――それが、今回街の皆から支部に出された依頼だから。

			　イリアは、依頼の支援を決意した。

			　

			　翌日。

			　集まった人員を確認しようと階段を下りたイリアが出(で)遭(あ)ったのは、意外な人物だった。

			「イリア！」

			　ふわふわの長い尻尾(しつぽ)を千切れんばかりに振り回し、イリアに抱きつく一人の女。イリアの知る彼女はそんなことをする人物ではなかったので、さすがに驚いた。

			「カティ……どうして」

			「さっき、ベリュネから帰ったの」

			　ベリュネ。昨日聞いたエクトルの言葉がイリアの脳内をよぎる。

			「もしかして、報告してきたのは貴方(あなた)だったんですか？」

			「そう。バルドも一緒。来て」

			　ぐいぐい引っ張られ連れてこられたのは２階の個室。中では、バルドが不機嫌そうに椅(い)子(す)に座っていた。

			「お久しぶりです、バルドさん。２人ともご無事でなによりです」

			「……別に」

			　こちらは前以上に無愛想な態度だ。不思議に思っていると、苦笑したカティが説明してくれた。

			「私たち、本当は氷竜討(とう)伐(ばつ)を手土産に戻って来たかったの。でも失敗しちゃったから恥ずかしがってる」

			「バッ、よけいなこと言うな！　その、ろ……路銀を稼ごうとしただけだ！　勘違いすんな！」

			　不(ふ)謹(きん)慎(しん)だと思いながら、少しだけ笑ってしまう。

			「手土産も何も、お２人が無事ならそれが何よりですよ」

			「イリア……」

			　カティに見つめられ、バルドには顔を背けられる。好感度がより極端になった気もするが、気にしたら負けだろう。

			「それで、お２人はこれからどうするんですか？」

			「討(とう)伐(ばつ)の依頼がまた出たんだろ？　それに参加する」

			「リュネヴィルがなくなったら困るもんね」

			「困る、ですか？」

			　拠点にでもするのかと思ったイリアだが、その推測はすぐに否定された。

			「うん。またここで働きたい」

			「……どうせ人手足りてねーんだろ？」

			「バルドは正直じゃない」

			「うるせぇ」

			　確かに人手は足りてないうえに、これからもっと忙しくなるだろう。

			　でも甘い、とイリアは２人に笑顔を向ける。

			「え、今度はちゃんと試験受けてもらいますよ？」

			「げ……」

			「……コネは？」

			　この２人なら、採用は間違いないだろう。しかしそう言って甘やかすのは、２人のためにならない。

			「自分の居場所は、自分の力で勝ち取ってください」

			　そうすれば、もう情けをかけられたと引け目に感じることもないだろう。

			　チートという引け目を感じるイリアだからこそ、２人にはみなと対等な関係を築いて欲しいと願っていた。

			　

			　カティ、バルドとともに改めて向かった支部のホールは、第２次討(とう)伐(ばつ)隊として志願してきたギルド員でいっぱいになっていた。

			　救助隊の依頼を終え帰還した〈蒼(あお)の剣(つるぎ)〉や〈朱(あけ)の双刀〉を始め、数では劣るもののかなりの実力者が集まっていた。

			　普段は支部の常連として飲んだくれているギルド員たちも、緊張感を持ち真剣な表情をしている。

			（ずっとそうしてればいいのに）

			　喉元まで出かかった言葉を呑み込(こ)む。

			「お集まりいただいた皆様に、まずはお礼を申し上げます」

			「ピィ」

			　カウンターの上で同様に頭を下げるハクに、ホールの緊張がわずかに和らぐ。

			「今回の討(とう)伐(ばつ)に当たり、不肖ながら私の考案した対策をご提案いたします。申し訳ありませんが、その策に異論のない方のみ第２次討(とう)伐(ばつ)隊に参加していただき、独自の案で赴(おもむ)かれる方は第３次――」

			「今さらそういうこと言うなよ、イリア！」

			「そうそう。イリアちゃんも水臭いよ！」

			　そこどこから声が上がる。みな同じような表情をイリアに向けていた。

			（いやぁ……そんな風に信頼されても困るんですけどね……）

			　腹を括(くく)るしかないか。そう気を引き締(し)め、イリアは改めてホールを見渡す。

			「ありがとうございます。では対策ですが、今回はパーティという括(くく)りは忘れていただき、みなさんの職業ごとに隊を組みます」

			　驚いたような表情を、かなりの者が浮かべる。

			　この世界では、それぞれのパーティ同士が連携して戦闘に当たるということはするものの、職業による役割分担での組織戦は行われていなかった。

			「まず、こちらに書かれた役割別に分かれていただきます」

			　いつもは依頼表が貼られる掲示板がカウンターの前に移され、そこには２枚の紙が貼られていた。

			　１枚目は編成案。

			　火の魔術を使える者。中級以上の防御系の魔術を使える者。盾を扱える者。直接攻撃を担当する者。走る速度に自信のある者。

			　これらをそれぞれＡＢＣＤＥと割り振る。ちなみに、イリアが字を書いた場合、日本語を書いたとしてもすべてこの世界の文字に変換されるため、問題はない。

			「次に、役割を対策と交えて説明します」

			　２枚目は氷竜を簡略化した図案だ。

			「まず、氷竜の間合いの外で前面に展開するように待機します。火の魔術を撃てば、ダメージを効率よく与えられるだけでなく、消耗している氷竜は気流を乱されるのを嫌って地上に降りてきます。そこに陣形を保ったまま接近します。そうすると、氷竜は一掃するべくブレスを吐いてきますが、広範囲に撒(ま)き散らすブレス程度であれば、中級の防御魔術で十分防ぐことができるでしょう。ですので、展開した陣形の前衛には防御系の魔術を担当するＢについていただきます」

			　少しのざわつきの中で、一人が挙手して発言する。

			「ブレス以外の攻撃が来たらどうするんだ？」

			「攻撃法を限定させるための陣形です。全方位に展開してしまえばブリザードを仕掛けてきますし、あまりに固まっていてはグレイシエルランスで串刺しにされます。前者は全員が強(きよう)靭(じん)な防御を強いられ、かつ視界を制限されてしまうので不可。後者であれば上級魔術を使えば同様の戦術も執れますが、ブレスにこだわるのは攻撃後のタメが長いためです」

			　よどみなく、説明を続けるイリア。

			「ブリザードやグレイシエルランスは自然の因子を使う魔術なので、氷竜自身はすぐ次の行動に移ることができます。一方ブレスは、体内の因子と魔素を結合させた氷を吐き出すものです。もう一度繰り出すには首をもたげ、体内で結合する必要があるため、数秒とはいえ時間がかかります。皆さんには、その隙(すき)に接近していただきたいのです」

			「でも、奴らはその３つだけが武器じゃないぞ」

			　上がった意見にイリアは首(しゆ)肯(こう)し、改めて図を指す。

			「そこでＢとＣの出番です。Ａによる遠距離攻撃を仕掛けながら、ＢとＣが両脇を固めＤが正面に突入します。尻尾(しつぽ)による薙(な)ぎ払いや前脚の爪は、攻撃された側のＢとＣが防御し、その間に間合いを詰めて攻撃し、可能な方は全員角を狙います。あ、盾の方は受けるのではなく、上方へ受け流す点に重きをおいてください。正面から受けると身体ごと吹き飛ばされかねません」

			　この発言には数人が苦笑を零(こぼ)した。

			　衝撃をモロに受けて痛い思いをするのは盾装備の宿命のようなもので、自身の経験を思い出していたのだろう。

			「狙うのは角なのか？　目ではなく？」

			「はい。まず目を狙うのは討(とう)伐(ばつ)の基本ですが、今回の場合は忘れていただいてかまいません。その理由は後(のち)ほど説明しますので、先に角を狙う理由を説明します。氷竜にとっての角は、魔術師にとっての杖のような役割を果たしています」

			　イリアによって知らされた事実に、知りえなかった者たちの呟(つぶや)きでホールがざわつく。

			　杖の役割は、より効率よくスムーズな魔術の行使、そして威力の強化だ。この辺りはギルドに属するものにとって常識なので説明を省(はぶ)く。

			「二本の角を折ることができれば、術による攻撃を格段に阻害することができます」

			「それで、その最後のやつは何をするんだ？」

			「Ｅの役割は、攪(かく)乱(らん)と陽動です。ここで先ほど出た目の話になりますが、氷竜は自ら起こした吹雪(ふぶき)の中、どうやって敵を補足しているかご存知ですか？　はい、バルドさん」

			「あ!?　な、えっと……匂い、とか？」

			「ハズレです」

			　悔しそうなバルドに、イリアは期待通(どお)りの回答ありがとうございます、と心の中で感謝する。

			「氷竜が視界の悪い中でも敵を捕捉できるのは、体温を感知しているからです。そこでＥの方には火の結石によるダミーで氷竜の動きを牽(けん)制(せい)、あるいは誘導していただきます」

			　そして、氷竜を攪(かく)乱(らん)させる。

			　集まった者は一から十まで説明しなければならない素人ではない。この辺りの説明も省略した。

			「角を折れなかった場合と角を折った後の陣形は各分担の人数を見て決めたいと思います。以上のことを踏まえ、自身のパーティは忘れ、最も自分がうまく立ち回れるであろう役割に分かれてください。迷っている方がいましたら、私が振り分けさせていただきます」

			　言い終えると同時に一礼。それを合図に全員がわらわらと動き出す。

			「ピィ……」

			　手を舐(な)めてくるハクを抱きかかえ、その頭を撫(な)でながら感謝した。

			（大丈夫、後悔はしない。それに、君は絶対に守るから）

			　役割を相談してきた者には、【神の目】でステータスとスキルを確認して割り振った。時間があれば潜(せん)在(ざい)適正で割り振り、スキルアップのための訓練もしたかったが、軍隊ではないギルド員にそれを求めるのは筋違いだろうと割り切ることにした。

			　そうして全体の指揮者と角を折った後、または折れなかった場合の各分隊のリーダーを決め、全員の了承を得たところで受注登録を済ませた。

			「では、登録証をお返しします。出立の際には〈牧(ぼつ)歌(か)の車輪〉が物資搬送に付き添いますので、北門で合流してください。……ご武運を」
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			「行くぞォ！」

			「「「「「オオオォォォォオオオオオオオオオ！」」」」」

			　こうして第２次氷竜討(とう)伐(ばつ)隊は出発した。

			　

			　リュネヴィルを出た討(とう)伐(ばつ)隊がしばらく歩くと、ちらちらと舞う雪に気付く。

			　氷竜の干(かん)渉(しよう)によるものであることは間違いない。思ったよりも近いことに驚く者もいたが、動揺する者はいなかった。

			　斥候を出した討(とう)伐(ばつ)隊はその報告を待って進軍する。

			　主戦場とする平原を決め、そこからほど近い場所を野営地とし、氷竜を待ち構(かま)える。

			　粉のようにさらさらだった雪は次第にぼさぼさした重いものへと変わっていく。

			　その日は風が弱く気温も低いため、雪は降り積もり討(とう)伐(ばつ)隊の足を遅くするが、雪山での戦闘を行った第１次討(とう)伐(ばつ)隊のことを思えば、破格の条件と言えた。

			　やがて、静かな平原の空に、黒い物体が映る。

			「魔術班、用意！」

			　火の魔術による対空砲撃を担当するギルド員が移動を開始する。

			「カティア、任せたよ」

			「うん！」

			　エリヴィアの声援を受け、カティアが力強く頷(うなず)きを返す。

			　氷竜。

			　その襲来を聞いた時、彼女は不思議と街を出ようとは思わなかった。恐怖を感じなかったわけではない。

			　彼女が通っていた魔法ギルドの総本山があるミスリレージュの国王は竜人である。そしてその国王の傍系である竜人が見せた竜の姿とその力を見知っているだけに、むしろ竜への恐怖は人一倍強かった。

			　現にアクラディストでその名を聞いた時は、できるだけ近づかないように注意していた。

			　そんな彼女は、氷竜の襲来を聞き、相方であるエリヴィアと話した。

			　エリヴィアにも、逃避や困惑といった消極的な意思はなかった。

			　この街を守りたい。

			　そう語る彼女の眼差しの強さは、故郷を出たいと告げた時のものと同等、もしくはそれ以上のものに思えた。

			　カティアはウィンディア族長連邦の貴族の娘だ。

			　連邦軍の魔術部隊に所属するマリネラという術師に憧れた彼女は、その足跡を追うように魔法ギルドに所属し、魔術を学んだ。

			　元からの才能を努力で伸ばした彼女は十分な自信をつけて連邦に戻り、軍の魔術部隊に入ろうとしたが、それは叶わなかった。

			　娘が軍で功績を残すよりも、名家との婚姻によって家の立場をより強いものとしたい。

			　それがカティアの親が彼女に求めた存在理由であり、家の力によってカティアの願いはことごとく潰(つぶ)された。

			　――私、家を出ることにしたの。……ここには、本当の私の居場所はないから。

			　そう言ったカティアを、エリヴィアは自分の旅に誘った。

			　エリヴィアは男性社会の根強い連邦軍に所属する意義を感じられず、自分の力を認め、揮(ふる)わせられる場所を見つける旅に出るつもりだった。

			（居場所、見つけられたんだね）

			　感傷に浸りたくなる気持ちを目を伏(ふ)せることで抑え、再び目を開いたエリヴィアは挑戦的な笑顔を浮かべる。

			　カティアの問いかける視線へのエリヴィアの答えは、問われるまでもなく決まっていた。

			「――疾(と)く射るは風の迅(じん)瞑(めい)。猛る業火を纏(まと)い、穿(うが)つ先に死滅をもたらせ」

			「――盛れ、滾(たぎ)れ、狂え。祖は火竜の怒りよりいずる焔。燃やし尽くせ」

			「――其の指す処は破壊と変化。在る物悉(ことごと)く滅せよ。生の宿を歪め死へと帰せ」

			「――ブロウライト！」

			「――フレイムブレス！」

			「――ブレイズディストラクト！」

			　速さ、範囲、威力。

			　距離や動きなどの状況によって魔術を変え、魔術師たちは氷竜を翻(ほん)弄(ろう)する。

			　だが、空の覇(は)者(しや)ともいわれる竜種だけあって、直撃した術はほんの一握り。

			　それでも氷竜は苛(いら)立(だ)つように咆(ほう)哮(こう)を上げ、滑空するように地上へと着地する。

			　積もった雪が振動で垂直に飛び上がる様は、純白の壁が現れたようだった。

			　完全に目視できるほどの距離にいる氷竜は、片目と片腕を負傷していた。その傷は切り傷のようで、魔術が原因でないことは明白だった。

			　討(とう)伐(ばつ)隊にとっては嬉しい誤算であり、中には口角を上げる者もいた。

			　しかし、ここからが本番だ。

			「作戦開始！　隊列を乱すな!!」

			　指揮官に任命された〈蒼(あお)の剣(つるぎ)〉代表、ファデーレの緊張感に満ちた号令にギルド員たちは表情を引き締(し)め、一斉に鬨(とき)の声を上げ進軍を始める。

			　火の魔術を放った魔術師たちが行動を再開するのは、他の部隊が通(とお)りすぎるのを待ってから。

			　カティアは、氷竜に向け駆けていく相方とすれ違いざまに視線を交わす。

			　――お疲れ、次はあたしらの番だ。

			　――期待してるよ。

			　一瞬の交錯でお互いの意思が伝わり、エリヴィアの走る後ろ姿を眺(なが)めるカティアに、不安は一切なかった。

			　片目とはいえ、視覚だけでなく熱によっても敵を認識することを知らされていたため、片側に集中するような愚は犯さない。

			　氷竜の前面に展開した討(とう)伐(ばつ)隊は、まさにイリアの言った通(とお)り、首をもたげる竜の姿を捉(とら)えた。

			「防御魔術！　展開!!」

			　担当する術師たちが、後続の部隊をブレスから守る防御魔術を発動する。

			「攻撃魔術班！」

			「あと少し……行ける!!」

			　魔術班が詠(えい)唱(しよう)を開始。

			「防御班、突撃班、陣形を整え待機！」

			「魔術班、ブレスの終了と同時に発動だ！」

			　防御壁を覆(おお)う青と白の圧力が消え、次の瞬間、イリアの言葉通(どお)り、氷竜はうなり声を上げながら、攻撃の手を休めた。

			「撃てぇ!!」

			「突撃ぃ!!」

			　地鳴りのような声を上げながら、討(とう)伐(ばつ)隊は氷竜に向けて疾走する。

			　頭上から観察する遊撃班の鳥人には、その様が竜に投げられた三本の槍(やり)のように見えた。

			　左右と中央。

			　向かってくる敵を認め、氷竜はすべてを薙(な)ぎ払おうと尻尾(しつぽ)による攻撃を繰り出す。

			　しかし、最初に当たった途端尻尾(しつぽ)の軌道がずらされ、右の塊(かたまり)をわずかに止めることしかできなかった。

			　ブレスは止められた。そう認識した氷竜はブレスを終えてから因子操作を体内から体外へと変更し、それが今、終了しようとしていた。

			　前方に向けての咆(ほう)哮(こう)。

			　それは刺すような氷の槍(やり)を幾多にも射出する魔術、グレイシエルランスの発動条件だった。

			　予定外の行動。しかし、

			「させないよ！」

			　頭を上げた氷竜の目前に迫る、虎の獣人がいた。

			「落(らく)鳳(ほう)旋(せん)っ!!」

			　踵(かかと)落(お)としの要領で、縦(たて)に回転する蹴り技。足の爪に装着された刃が牙をむく。

			　グリンカ流爪術、落(らく)鳳(ほう)旋(せん)。

			　角に対する確かな手ごたえはあったものの、破壊には程(ほど)遠(とお)い。しかしそれも、このまま終われば、の話である。

			「双(そう)牙(が)ぁ!!」

			　落鳳旋・双牙。

			　縦(たて)回転の勢いを殺さずもう一度回転し、両腕を交差させた手の爪による追撃。

			　勢いに乗った斬撃が、右の角に三本の溝を穿(うが)つ。

			「チッ！」

			　もう少し。

			　角の強度に苛(いら)立(だ)ちを覚えるも、闇雲に攻撃する愚は犯さず、氷竜の顔を蹴りその場を離脱する。

			　氷竜からの攻撃があるかと思い警戒したエリヴィアだが、その予兆はない。

			　だが、彼女の脇をすり抜けるように、竜に飛び掛かる人影を認めて目を見開く。

			　紫の髪と真っ赤な鎧(よろい)は間違いなく〈朱(あけ)の双刀〉のグレース、しかし彼女が手にしているのはいつものショートソードではなく、四角錐を横にしたような頭を持つ槌(つち)だった。

			　そして彼女の後ろに続く黒髪の女性は、同じく〈朱(あけ)の双刀〉のオルガ。オルガもまた、グレースと同型の槌(つち)を手にしていた。

			　何をするつもりだ？

			　そう考える間もなく、グレースの声がエリヴィアの耳(じ)朶(だ)を叩く。

			「連打!!」

			　彼女が槌(つち)の鋭角な先端を角に叩きつけ、

			「砕け散れぇ!!」

			　反作用で弾かれる間もなくオルガが平面側の槌(つち)を先の槌(つち)目がけて叩きつける。

			　エリヴィアが抉(えぐ)った溝が衝撃を余すことなく全体に伝わり、甲(かん)高(だか)い音とともにひびが走った。

			「オルガ!!」

			　グレースは手にしていた槌(つち)を投げると、腰に差した剣に手をかける。

			　オルガは投げられた槌(つち)を受け取り、二刀のように持った二本の槌(つち)をグレースへと振るった。

			　仲間への攻撃ではない。

			　勢いをなくし、落ちるに任せるはずだったグレースを無理やり敵に再度突撃させるためのものだった。

			「弓張！　上つ張！」

			　上向きの弧を描く斬撃が角のひびを直撃し、

			「――――――――――――――!!」

			　ついに、角が消失した。

			　氷竜の叫びが空気を震わせ、周囲の討(とう)伐(ばつ)隊を襲う。

			　中空にいた彼女たちが衝撃を受け流せるわけもない。バランスを崩しながら辛うじて着地した３人の前に、盾を持った仲間たちが氷竜との間に割って入る。

			「先行しすぎだ。お前ら」

			「ごめんごめん」

			　彼女たちが角の破壊を狙う間、他の直接攻撃を担当する部隊は手を拱(こまね)いていたわけではない。

			　むしろ、彼女たちを攻撃に専念させるため、氷竜の攻撃が彼女たちにむかないよう腕や足などの部位を攻撃していたのだ。

			「でも、良くやってくれた」

			　目標を限定できるというのは大きい。

			　それは、個として格が違う相手と対するのであればなおさらだ。

			「残りの角を狙える者は積極的に行ってくれ！　魔術援護班は行動の阻害！　足に集中して転倒を狙え！」

			　ファデーレの声が平原に響(ひび)き渡る。

			　氷竜とは関係なく強まる風で、雪はいっそう討(とう)伐(ばつ)隊の身体から体力、そして思考力を奪う。

			　そんな中で、ファデーレという青年の存在は討(とう)伐(ばつ)隊にとって大きな支えとなっていた。

			　機を見て剣をあらぬ方向へ指し、攪(かく)乱(らん)を指示。

			　イリアの作戦からヒントを得て、あえて穴を造り攻撃方法を限定し、防御する。

			　攻撃、防御、陽動、回避。

			「ハハッ！」

			　ファデーレは笑った。

			　それは嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みではなく、打ち震えるほどの感動からくる昂(こう)揚(よう)の笑みだった。

			　自由を信条とする彼にとって、統率を任されることは責務という名の苦痛でもあった。

			　だが、今は違う。

			　自由の名の下に、自由を守るべく立ち上がった討(とう)伐(ばつ)隊。

			　その全体が一つとなり、自由自在に動く万能感。

			　ともすれば支配欲へと変(へん)貌(ぼう)してしまいそうな危うい心理状態だが、それでも彼は目的のため、ただ目の前の敵を倒すことに集中した。

			　――皆の力で、俺たちの街を守ろう！

			　

			　あと一撃で、もう一本の角も折れる。

			　そう判断した矢先のことだった。

			（信号!?）

			　まったく関係のない方角で瞬いた光に、ファデーレと数人が気付く。

			　そしてその刹那の後(のち)に、発光は魔術の光だと知る。

			　やがて飛来した火の魔術が氷竜に殺到し、その翼を焼く。

			　しかし、不意の攻撃に反応できなかったのは氷竜だけでなく、討(とう)伐(ばつ)隊も同じだった。

			　動きが乱れ、困惑はとっさの判断の弊(へい)害(がい)となる。統率が取れ過(す)ぎていたために、その反動は大きかった。

			　状況を明確に捉(とら)えていたのは、上空から結石を投げて陽動に努めていた鳥人だった。

			　雪に邪魔されながらも彼が捉(とら)えたのは、別の方角から突撃してくる人の波。

			　別の街から派遣された、討(とう)伐(ばつ)隊だろうか。

			　そう考えたのも束の間。

			（まずいっ！）

			　包囲されるような形になったことで、氷竜は全方位に干(かん)渉(しよう)する魔術を発動しようとしていた。

			　慌(あわ)てて結石による集中の妨害を行うが、間に合わない。

			　地上で攻撃する部隊も行動が遅れ、魔術を阻害するには至らず――

			　天を仰ぐ、氷竜の咆(ほう)哮(こう)。

			　全方位に向け雪と氷の礫(つぶて)を荒波のように撒(ま)き散らす高位魔術――ブリザードが発動される。

			　上下前後左右、全方位から襲いかかる礫(つぶて)。完全に防ぐ手段はない。

			「防御魔術は４人で固まれ！　近い者は中央に退避だ!!」

			　傷を負い、体力を削がれた討(とう)伐(ばつ)隊。

			　集団の幾つかに氷竜が腕や尻尾(しつぽ)による攻撃を繰り出し、その度に戦力が削がれていく。

			　防御班の奮闘で戦闘不能に陥(おちい)る者こそ出なかったことが、せめてもの救いだ。

			（（（　早く終われ……！　）））

			　到着早々の攻撃に混乱する増援組とは異なり、リュネヴィルの討(とう)伐(ばつ)隊は、反撃のチャンスを逃さぬよう集中力を高めていた。

			　やがて、ブリザードで白い壁のようだった視界に綻(ほころ)びが生じる。

			「遊撃！」

			　その一言だった。

			　ファデーレのその一言で陽動・攪(かく)乱(らん)を担当する部隊が防御壁の中から飛び出す。

			　その行動は包囲する形を取っており、ブリザードの猛威を知る者には自殺行為にも見えた。

			　しかし、彼らには知識があった。

			『万が一ブリザードを発動された場合ですが、完全に効果が切れる前に動いてください。威力・範囲ともに驚異的な氷竜のブリザードですが、多重発動はできません。消耗の具合にもよりますが、一度使われれば、効果が切れる前に一気に畳みこみましょう』

			　イリアの言葉だ。彼らが疑う理由がない。

			　散る討(とう)伐(ばつ)隊の動きに翻(ほん)弄(ろう)され、氷竜は次の一手を出せずにいた。

			　牙を研ぎ続けた彼らが、その隙(すき)を逃すわけがない。

			　まずは角だ。

			「魔術班！」

			　詠(えい)唱(しよう)の開始と同時に、身軽な者たちが魔術防壁の中から飛び出す。

			　魔術の発動。

			　目隠しの意味を持つ魔術に、氷竜は敵の接近にも決定打を放つことができなかった。

			　そして、ついに討(とう)伐(ばつ)隊の刃が角を砕く。

			　その後、角を失い的確な攻撃を繰り出すこともできなくなった氷竜は、最後は雪を舞い上げるように倒れ込(こ)み、絶命した。巨体は微動だにせず、雪の舞い落ちる平原は、先ほどまでの喧騒が嘘のように静まり返った。

			「……かった」

			「「「　勝ったぁぁぁぁああああああああ！　」」」

			　討(とう)伐(ばつ)隊は半ば呆然としながら互いの顔を見合わせ、様々な感情で震える手を、空に突(つ)き出し勝(かち)鬨(どき)を上げる。

			　笑顔の者、泣き出す者、へたり込(こ)む者。

			　負傷者は多くとも、奇跡的に死者を出さず、討(とう)伐(ばつ)は終了した。

			　

			　イリアが【千里眼】で確認していた氷竜の疲(ひ)弊(へい)具合や、片目片腕の負傷を話さなかったのは、油断してしまうのを避(さ)けたかったからだ。

			　そのことが功を奏し、いい緊張を保ったまま討(とう)伐(ばつ)隊は戦闘に入り、依頼を達成することができた。予定外のことはあったものの、戦闘自体は大筋イリアが立てた作戦の通(とお)りになった。

			　だがイリアとしては、今後何かあった時、また振られたらイヤだなーなどと思ってしまう。

			「ピィ……？」

			「ううん、なんでもないよ」

			「ピィ！」

			　うだうだ言っても仕方ない。これは、私が決めたことなのだ。

			　そうイリアは振り払う。

			　ここで折れてしまえば、氷竜に恨まれる資格もなくなってしまう。

			　身勝手な話だと思いながら、それだけは絶対に許容できなかった。

			「イリアちゃん、この依頼受けたいんだけど」

			「畏(かしこ)まりました。登録証の提示をお願いします」

			　そして彼女は今日もまた、受付業務をこなすのだった。

		

	
		
			終章

			　

			　後日。リュネヴィルでは、氷竜の死体から四散した因子と魔力による、積雪という異常気象を迎えていた。

			　支部の１階で依頼達成処理が行われる間、イリアとフランク、そして素材の査定を行う支部職員のアマベルは、３階の応接間で査定に出された氷竜の角と睨(にら)み合っていた。

			「イリア……どう思う？」

			「……やっぱ変、なんだよな」

			　そう。アマベルが訊(たず)ね、フランクが言うように、その角は異常だった。

			　普通、竜に限らず角はその生物が宿す因子を色濃く反映する。表面上は無関係でも、内部には相応の色……氷竜であれば、青と緑の粒子のようなものがちりばめられたように見られるはずだった。

			　にもかかわらず、この角にちりばめられた色は黒だった。

			「……魔性化です」

			「ましょうか……？」

			「瘴(しよう)気(き)というものをご存知ですか？」

			　２人は互いに顔を見合わせ、フランクが頷(うなず)く。

			「長時間浴びると魔物になるっていう霧(きり)、だろ？」

			「一般常識ではそうですが、本当は違います。普通の生物にとっては毒でしかありませんが、魔素の増加が魔物を活性化させる麻薬のようなものであるとしたら、瘴(しよう)気(き)は魔物にとって強化と狂暴化のような変化を促(うなが)す劇薬みたいなものです。その瘴(しよう)気(き)によって魔物の体内にある魔素が変異することを魔性化といいます」

			　初めこそきょとんとしていた２人だが、やがてフランクが狼(ろう)狽(ばい)したように口を開く。

			「だが、竜は魔物じゃないと君は言っていなかったか？」

			「はい。だから有り得ないんです」

			　魔性化していたのだとしたら、習性を忘れたり、意味のない移動をしてきたり……負傷を抱えてまで人を襲った理由も、知性の鈍化ということで説明がつく。

			　だが、だとすると代わりに別の問題が発生する。

			　魔物ではない生物の体内に干(かん)渉(しよう)して魔性化を起こせるのは、悪魔だけだ。

			　高次の生物である神獣の体内に干(かん)渉(しよう)できるほどの悪魔。

			　

			　人はそれを、邪神と呼んだ。

			〈『ギルドのチートな受付嬢』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　イリアのチートな知人たち

		

	
		
			　タイラントスパイダー討(とう)伐(ばつ)のためリュネヴィルを出立した５人は、街道を歩いていた。

			　クリス、セレナ、エリックの３人が前を歩き、その後をルーラが続き、最後にヨルクの順だ。その様子は討(とう)伐(ばつ)隊の隊列と言うよりも、散策している旅人にしか見えなかった。

			　クリスが振り向き、歩きながら後続の２人に顔を向ける。

			「俺クリス。常(とこ)夜(よ)の星のリーダーだ」

			　唐突な自己紹介にルーラとヨルクは上手く反応することができず、その様子を見たセレナがため息を吐いてクリスに冷たい視線を向ける。

			「あんた、いきなりすぎ」

			「でもさ、名前知らないと色々面倒じゃん！」

			　にかっと笑うクリス。セレナはもう一つため息を零(こぼ)し、エリックは苦笑した。

			「確かにそうだね。僕はエリック。僕たちは、傭(よう)兵(へい)ギルドで常(とこ)夜(よ)の星というチームを組んでるんだ」

			「同じくセレナです。よろしくね」

			　傭(よう)兵(へい)ギルドらしい、よく言えば気さくな３人。対して、ルーラとヨルクはあまり表情を変えない。

			「……ルーラ。特に所属なし。よろしく」

			　先ほどまでとは打って変わった事務的な態度に、常(とこ)夜(よ)の星の３人は目を瞬かせた。

			　一方ヨルクはルーラの態度に驚きもせず、平静とした様子だ。

			「私はヨルク。よろしく頼む」

			「あ、う、うん。よろしく……」

			「よ……よろしくな」

			　戸惑いを隠しきれていない３人に、ヨルクは苦笑した。

			「そこの馬鹿のことは気にするな。イリア様がいないところではこれが普通だ」

			　馬鹿と言われてもルーラは反応を示さない。心の底からどうでもいいと意に介していない表情だ。

			「常(とこ)夜(よ)の星の名は耳にしている。特に、悪魔退治の話は魔法ギルドでも語り草になっているよ」

			　明らかに称賛の言葉だが、３人はお互いの表情を見て苦笑する。そして怪(け)訝(げん)な顔のヨルクにクリスが答えた。

			「確かに俺たちは悪魔を倒したんだけどさ、俺たちだけじゃなくてイリアも一緒だったんだ」

			「だから、私たちだけの功績みたいに言われるのは、ちょっとね」

			　先の表情が心苦しさからくるものと理解して、ヨルクは笑みを零(こぼ)した。

			「イリア様が秘密にするよう申されたのだろうな」

			「そうなんだよ！　イリアのサポートがなかったらどうなってたか分かんねーのにさ！」

			「富や名声には、一切興味がない方だからな」

			「そうそう！　報酬も国と連合からたくさんもらったのに、渡そうとしたらいなくなっちゃってるし！」

			　その後も文句のようでいて、その実、称賛でしかない言葉が続く。

			　話題が一段落着いたところで、セレナがルーラに言葉をかけた。

			「ルーラさん。混ざっちゃっていいんだよ？」

			「……別に。イリアが他の人とどんなことしてたかとか、ホント、全然興味ないし」

			　だが言葉の割に、彼女は事あるごとに何かを言おうとし、その度に言葉を呑み込(こ)んでいた。

			　そのうえ、獣人ほどではないが長いルーラの耳がぴくぴくと動いていたのは興味をそそられている証拠に他ならないのだが、改めてそれを指摘する者はいなかった。

			　特にヨルクはそんなルーラを気にする様子もなく、他の３人に提案する。

			「良ければ、同行していた頃のイリア様がどのようなご様子だったか、教えてくれないか？」

			「もちろん」

			　二つ返事で了承し、５人はイリアという共通の話題で盛り上がるのだった。

			　

			　森の脇をキャンプ地として体力を回復させた一行は、空が明るくなったのを見計らい、討(とう)伐(ばつ)作戦を開始した。

			　まず侵入経路の確認。

			「――エリック・ブリッジと血を交わした徒よ、その姿を示し、力を貸し賜(たま)え」

			　エリックの足もとに幾(き)何(か)学(がく)模(も)様(よう)の光る線が走り、拡大する。

			　やがてその模様は地面に描かれた平面の形そのままに、空へと垂直に上昇した。

			　初めは足だった。

			　模様の通過とともにそこから尾、胴体、翼腕、頭部と輪郭が形成されていき、３体のワイバーンが姿を現した。

			「……見事だ」

			　エリックへと頭をすり寄せるワイバーンたちを眺(なが)めながら、ヨルクが感(かん)嘆(たん)した。

			　飛竜の亜種に過(す)ぎないワイバーンだが、腐っても竜種。

			　飛竜と比較して前脚と翼が同化している分、攻撃手段は減るが、その分飛行能力は高い。

			　騎獣として見た場合ワイバーンのほうが優秀とされる理由だが、普通は契約ではなく調教するしかない。

			　だが、エリックが見せたのは召(しよう)喚(かん)だった。つまり、調教ではなく契約したことになる。

			　召(しよう)喚(かん)の契約に必要なのは、対象と同等以上の魔力と、屈することのない精神力。

			　たった２つだが、契約に失敗すれば魔力を喰われた結果、ろくな抵抗もできないまま殺されてしまう。

			　加えて、同時に３体を召(しよう)喚(かん)したということは、最低でも３体分の魔力と、同時に御すことができる精神力を保有していることに他ならない。

			　これにはルーラも「へえ……」と感心した声を上げた。

			「２人ずつに分かれて行こう。組み合わせだけど」

			「前衛と後衛に分かれようぜ。その方が連携しやすいっしょ」

			　エリックの言葉にクリスが続く。

			　その口調こそ普段と変わらないものの、自信と説得力を感じるのは積み上げてきた経験によるものだろう。

			「あとは、どういう戦術で行くか、だね」

			「イリアも周りに被害出すなって言ってたし、速攻でいこう！」

			　イリアの言葉、という点に反応した者が２人。

			「ならば、まず私が動きを止めよう」

			「タイラントの外皮は私が速攻で潰(つぶ)す」

			「あとは、俺ら前衛で止めだな」

			　ヨルク、ルーラの提案にクリスが締(し)めた。

			　戦術と言うにはあまりに大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な作戦だが、それを不安に思う者はいなかった。

			　組み合わせは前衛のクリスとセレナ、後衛のヨルクとエリックが２人ペアでワイバーンに騎乗し、残りの一体にルーラが乗ることになった。

			　周囲に空を飛ぶ魔物はいたものの、ワイバーンの速度に敵う者はおらず、一行はすぐにぽっかりと空間が空いた森の直上に辿(たど)り着いた。

			　タイラントスパイダーの巨体でなぎ倒された木々の所々には、その糸で絡め捕られたであろう生物の塊(かたまり)が転がっていた。

			　その中央に泰(たい)然(ぜん)と佇(たたず)む、遠近感が狂いそうになるほどの巨大な蜘(く)蛛(も)。

			　一行の姿を捉(とら)えるや否や、ガサガサと機敏な動きを見せたタイラントスパイダー。腹部から、矢のような速さで糸が射出される。

			　それを難なく躱(かわ)すと、急激な魔力の活性化が始まった。

			「ウンディーネ」

			　ヨルクの背中でなく、まさにクモの直上に出現した大精霊は、その両手を天高く掲(かか)げる。

			　その瞬間、間欠泉のように地面から水が吹き出した。その勢いに浮かされたタイラントスパイダーは、

			「――アイスロック」

			　瞬時にヨルクの発動した魔術により、その関節という関節を凍結させられた。

			　波一つない水面のような、静かで流れるような魔術の連携に、エリックは知らず感(かん)嘆(たん)の息を吐く。

			　そして直後。大精霊のさらに頭上に５つの巨大な岩の塊(かたまり)が出現する。

			　岩を見やり、わずかな微笑みを湛(たた)え、ウンディーネが空に溶ける。

			「――ストライク、ノヴァ！」

			　詠(えい)唱(しよう)が結ばれ、岩塊が消えるような速度で降下する。

			　関節を固められた巨大なクモは防御もままならず、その巨大な質量の直撃を受ける。

			　やがて砕け散る岩塊の中で、氷の束縛から解放されたタイラントスパイダーが身(み)動(じろ)ぎする。

			　その生命力は驚嘆に値するが、自慢の外骨格は隕(いん)石(せき)の衝撃によってひび割れ、拉(ひし)げて肉が裂けていた。

			　それでも、いくつもの生物を狩ってきた強者の矜(きよう)持(じ)か、猛る怒りを表すように口は忙(せわ)しなく動き、複眼が憎き敵を見(み)据(す)えようとする。だが、

			「落(らつ)光(こう)――」

			　舞い降りた光の剣。

			「昇(しよう)閃(せん)っ！」

			　その光に身を焼かれ、回復さえも叶わない。

			　敵の体温を近くに感じる。

			　しかし、すでに目をやられ暗闇という未知の世界に支配された暴君は混乱し、外敵から離れようと足を動かした。それが、初めて感じた恐怖とは知らずに。

			「魔(ま)勁(けい)――」

			　さらなる地獄へと踏み込(こ)んだとは気付かずに。

			「衝(しよう)波(は)・砕(さい)ッ!!」

			　何かが肢の外皮に触れた。

			　そう感じた直後、付近の魔力が荒れ狂い、肉が炸裂し外皮が弾け飛んだ。

			　身体に起きた異変で暴君がバランスを崩したのを見逃すほど、彼らは高慢ではない。

			「勁(けい)波(は)！」

			「煌(こう)炎(えん)！」

			「「　熔(よう)陣(じん)焦(しよう)土(ど)!!　」」

			　突如崩落した土に呑み込(こ)まれるが、いつの間にか崩れただけだったはずの土は熱を帯び、周囲はどろどろに溶けたマグマの牢獄と化した。

			　暴君は理解できなかった。

			　つい先ほどまで、自分はこの世界の頂点に君臨していた。

			　他の生物は皆獲物でしかなく、自分を見れば逃げまどうだけ。たまに牙を剥(む)く者があっても体に傷一つ負うことはなく、乾くことのない弱者を嬲(なぶ)るという飢えを潤してくれた。

			　暴れ足りない。もっと多くの獲物を、もっと歯ごたえのある獲物を。

			　そう望んでいたのは自分自身だ。

			　しかし、現れたのは圧倒的な力だった。

			　こんなものは望んでいなかった。

			　ただ自分は、暴れたいだけ。

			　そんな害そのものであった暴君は、

			「超絶最強！　聖(せい)・輝(こう)・けぇぇええええん！」

			　クリスによる光の柱にも見える圧倒的な熱量の束で、余すことなく焼き尽くされ、絶命した。

			　膨大な力の奔流を受けながら、やりきった表情で満足する仲間(クリス)を眺(なが)める一行。

			　そんな彼らの心情を、

			「……変な名前」

			　ルーラの呟(つぶや)きが代弁した。

			　

			　そしてそのままワイバーンに乗った５人はリュネヴィルに向かう帰路につく。

			　帰還の速さに驚く者がいる一方、彼らを迎えたイリアは平然とした様子で依頼の達成処理を行った。

			「依頼の達成を確認させていただきました。素材は……」

			「「「　…………　」」」

			　あるわけがなかった。

			「では、報酬は山分けの一人頭４００万ギルズでございます。現金でお渡ししますか？　口座に振り込(こ)みますか？」

			「「「　口座で　」」」

			　もちろんこれは形式的に訊(たず)ねているだけだ。現金での手渡しを想定しているわけではない。

			　そもそも２０００万もの大金が支部にあるわけがなかった。

			「お疲れ様でした。またのご利用をお待ちしております」

			　これで、この暴君の騒動は終結……しなかった。

			（……ですよね）

			　ただ討(とう)伐(ばつ)のためだけに、この５人が来るわけがなかった。

			「イリア、俺たちと来てくれ！」

			「また一緒に旅をしようよ！　きっと前以上に楽しいよ！」

			　以前の旅では皆どこかに見えない壁があった。しかし旅の中でそれが解消された今ならば、確かに以前よりも楽しい時間をすごせるだろう。

			　しかし首を縦(たて)に振ろうとしないイリアに、クリスは表情を引き締(し)める。

			「……それに、南の大陸に悪魔が出たっていうんだ」

			「僕たちは、そいつを倒しに行く。力を貸して欲しい」

			　南の大陸に出たという悪魔が、彼らの目的とする相手ではないことをイリアは知っていた。

			　それ以上に止めても利かないこと、彼らの実力であれば問題なく勝てるであろうことも、彼女は理解していた。

			（ん？　待てよ？）

			　南の大陸という言葉に、イリアはとある者を思い出す。

			　そこから改めて現状を鑑(かんが)み、３人に笑顔を向ける。

			「大丈夫。皆なら勝てるよ」

			「力だけの話じゃないんだ！」

			「それも大丈夫。新しい仲間が増えるから」

			　彼女の言葉が理解できず、３人は揃って首を傾(かし)げた。

			　仕方ない、とイリアはもう一つヒントをあげることにした。

			「ラント火山に行ってみて。素敵な出会いがあると思うから」

			　イリアは言い終えて、かなり恥ずかしくなった。

			（え、なにこれ黒幕？　裏で操ってる奴っぽくね？）

			　と彼女が一人で恥ずかしがってる間に、察したヨルクが口を開く。

			　だが、それが声となる前に「しー」というジェスチャーで黙らせた。

			「……分かった。イリアの言葉って、なんか当たるしな」

			「でも、私たちは友達だよ」

			「絶対また会おうね」

			「じゃあな！」

			　純真すぎる言葉を残し、少年少女は去って行った。

			　ラント火山に住む大精霊サラマンダーと出会えば、火の属性と相性のいいセレナは彼の大精霊と契約を結ぶことになるだろう。

			　イリアが同行していた頃の彼女は、いつも足(あし)手(で)纏(まと)いなのではと怯(おび)えている一面があった。

			　他の２人やイリアからしてみれば杞(き)憂(ゆう)でしかないのだが、機会がなければ払(ふつ)拭(しよく)することも叶わない。

			（これで、あの子もちょっとは自信がつくといいな）

			　３人の背中を見遣り、次いでイリアは窓の外を見る。

			　視えているわけではないが、意識はラント火山にいる大精霊に向けられた。

			（……セレナに火傷一つでも残したら、あのトカゲぶっ殺す）

			　遠く、ラント火山で休眠していたサラマンダーが殺気を感じて飛び起き、火口に落ちたことはこの時の彼女が知る由もない。

			　イリアが支部のホールに視線を戻すと、今度は目の前に満面の笑みを浮かべたルーラがいた。

			「じゃあイリア、私と結婚しよ！」

			「無理です」

			　じゃあってなんだ。じゃあって。

			　イリアの即答に、ルーラは泣き崩れる。出会ったばかりの頃とは違い、実に表情豊かになったものだ。

			「またフラれたぁ～」

			「貴女(あなた)は人に構(かま)ってないで自分の可能性を広げてください。魔法の研究もいいですが、身体を動かすのも大事ですよ。……そうですね。槍術なんか楽しいと思いますよ」

			「それって……」

			「自分で考えてください。好きでしょ？」

			　問題解くの、と続けようとしたイリアだったが、

			「うん！　イリア大好き！」

			「って、んっ……」

			　抱き着かれ、口を塞がれてしまう。

			「じゃあまたね！」

			「うう……あのキス魔……」

			　誰彼かまわずというわけではない、隙(すき)あらばイリアにキスを迫る彼女。

			　本来イリアの身体能力であれば、たとえ不意打ちでもさけることは容易(たやす)い。しかしキスを拒めばルーラが自分を拒絶されたと感じてしまうかもしれない。そう考えると無意識のうちに身体が硬直してしまい、よけることができなかった。

			（嬉しかったじゃないか！　でも元が男じゃなかったら泣いてるところだぞ！）

			　が、本人はそのことに気付いていない。

			　さっさと【槍術】スキルのレベルをあげて悪魔から魔槍でもかっぱらってこい、と去る背中を見るイリア。だが彼女以上に、ルーラに邪念のこもった視線を送る人物がいた。

			「あの黒エルフ……！」

			（あ、こいつまだいたんだ）

			　ヨルクは一つ深呼吸をして、イリアに向き直る。膝(ひざ)を突(つ)き、両手を床にしてイリアを見上げる。

			「イリア様。私ごときを弟子にしてくださいとは言いません。ですが、どうか……どうか長老に会っていただきたいっ……」

			　そう言って頭を下げる姿はまさしく土下座だった。

			　その姿を見たイリアは、

			（うわぁ……土下座ってやられると引くわ……）

			　とわりと真面目に引いていた。

			　何よりプライドの高いエルフである。人前で土下座なんかしたら禿(は)げちゃうんじゃないだろうか。

			（イケメンがもったいない）

			　などとどうでもいい考えを振り払い、イリアはヨルクに答える。

			「却下」

			「そんなっ」

			　取りつく島もない拒絶。

			「どうせあのジジイが呼べって言ったんでしょ？　会いたかったら自分から来いって言っといて。それが最低限の礼儀よ」

			「……はい」

			　と、とぼとぼと立ち去るヨルク。

			　イリアの知る頑固で意地っ張りな長老は、里を出ることも人里に下りてくることもあり得ない。つまり彼女の言葉は、遠回しな絶縁だった。

			　巻き込(こ)まれた形でしかないことは理解しているので、心労をかける対価として育毛剤でも送ってあげるか、とイリアが本気で悩んでいるところに、大きな力の渦(うず)が生じた。

			『あの子には助言していただけないのですか？』

			　水の女王ウンディーネ。男嫌いなイリアの好みに合わせて清(せい)廉(れん)な女性の姿で現れた大精霊に、イリアは首を振る。

			　彼女の【翻訳】スキルにかかれば、精霊の言葉も翻訳・会話可能だ。

			『彼はまっすぐ最良の道を歩んでます。貴女(あなた)が支えてくれればそれで十全ですよ』

			『貴女(あなた)にそう言っていただけると嬉しいわ。……でも、他の方は何かいただけたのに、と拗(す)ねて道を外れてしまうかも』

			　くすくすと笑う大精霊に、イリアは苦笑を返す。

			『仕方ありませんね』

			　エプロンのポケットにたまたま入っていたピアスをウンディーネに託(たく)す。

			『これは？』

			『水龍の角から作ったと言われるピアスです。彼と言葉を交えれば、何かが掴(つか)めるかもしれません』

			『あの子、人の話は聞きませんものね』

			　お互いの思いが伝わり、２人で忍び笑いを交わす。

			　天才ゆえの傲(ごう)慢(まん)と言うべきか、ヨルクは他人を見下す傾向が強い。

			　しかし今回の討(とう)伐(ばつ)を問題なく受け入れたのは、直に見た名高い〈常(とこ)夜(よ)の星〉メンバーの力を感じ、理性ではルーラの実力を認めていたからに他ならない。

			　そんな性格が、ウンディーネにとっては愛しくて仕方がなかった。

			『では失礼します。神の子よ』

			　次の瞬間、ウンディーネはヨルクの傍に立っていた。彼女からピアスを手渡され、支部に走り戻ろうとしてヨルクはこけた。

			　足元が凍りついていることは、ヨルクには不幸な事故だった。気絶した人間が引き摺(ず)られるように動くという怪奇現象が起きたが、イリアは気にしないことにした。

			　今度こそ本当の終わり。

			　ホールにいる者はみな有名人に圧倒されていたが、一人また一人と去っていくうちにいつも通(どお)りの雰囲気に戻って行った。数分も経たないうちにホールはいつもと同じ喧(けん)噪(そう)に包まれる。

			　

			「イリア、良かったの？」

			「え？」

			　ホールを眺(なが)めていると、いつの間にか隣にはリアが立っていた。

			「だって、すごい人たちだったんでしょ？　皆、イリアのこと大切に思ってくれてたみたいだけど……」

			「うん。それはすごく嬉しいし、私も大好きだよ。……でも」

			　皆の選んだ道はそれぞれのもの。紛い物の出番はないと、イリアは考えている。

			　だから彼女も、自分で選んだ道をいく。

			　誰かのためじゃない、自分のために生きる道を。

			「私、この街と、街の皆が好きだから」

			　だから今は、これでいいと思う。

			　ここじゃないどこかで道が交わるその時まで。

			　ゆるく楽しく、彼女は生きていく。

			　

			（了）
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